




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　石いし畳だたみが敷しかれた台だい盤ばん所どころに、早春のひんやりとした空気が流れ込む。

　竈かまどに載のせた鍋なべからは、具材の煮にえる音がことことと雅が楽がくの鼓つづみのように響ひびき、隣となりの焼き網あみで熱せられる若わか鮎あゆからは、焦こげ混じりの豊かな匂においが立ちこめる。

「そろそろいい頃合いかな」

　じっと食材の変化を見守っていた少女、桜さくら子こは、袖そでを押さえて鍋の蓋ふたを取った。

　白い湯気がぽっかりと浮き上がり、ほっとする甘あまい香かおりに包まれる。

　なめらかな汁しるに、さいの目に切った根菜や大ぶりな貝の身が浮かぶ、見た目にも温かな一品は、陽だまりのように心安らぐ色をしていた。

　桜子は、棚たなから桐きりの箱を下ろして、中にしまわれていた朱しゆ色いろの匙さじを取り出す。

　鍋にくぐらせて一口分を掬すくい取る。味見のためだ。

　高鳴る心を落ち着かせて、そうっと口元に運ぶ。

　料理をしていて、最も緊きん張ちようする瞬しゆん間かんを迎むかえようとした、その時──

「その一口、もらった」

　後ろから伸のびてきた手に、手首を引かれた。

　あっと思った矢先、匙は桜子の口ではなく、肩かた先さきから顔を出した青年の口に吸い込まれる。彼かれは、熱さにきゅうっと目をつぶり、次の瞬間には、開いた目を輝かがやかせた。

「おいしい！　やはり桜子の料理は格別だね。あれ、なぜ怒おこっているの？」

「口に入れる寸前で食べ物をくすねられたら、誰だれだってこんな顔になると思うわ」

　じーっと睨にらむが、花のように笑えむ青年には、どこ吹ふく風だ。

「味見しなくても、桜子の料理はおいしいに決まっているよ。俺おれのために心を込めて作ってくれているんだから」

「また調子のいいことを言って──っ！」

　そろりと腰こしに手を回され、背中からぎゅっと抱かかえられて、桜子の心臓が跳はねる。

「俺は君の料理がないと生きていけない。君が許してくれるなら、歌に詠よんで讃たたえたいくらいだ……」

「絶対に嫌いや！　あなたが詠んだら、あっという間に都中に広まってしまうじゃない。自分のことを詠んだ歌が、噂うわさ好ずきな人々の話の種にされるなんて耐たえられないわ！」

　ばたばたと暴れれば、青年は「恥はずかしがりやだなぁ」と笑いながら腕うでをほどいて、台盤所を見回した。

「来るのが遅おそくなってしまったけれど、何か手伝えることはないかな」

「もう完成間近だから大だい丈じよう夫ぶよ。母も屋やに戻もどって、私以外の人を讃える歌でも考えてて」

「ええ？　浮うわ気きしているみたいで嫌だなぁ」

「じゃあ、庭にあるしだれ桜に贈おくる歌」

「それも陰いん気きくさくて嫌なんだけど……。なんだか、今日の桜子、俺に冷たくない？」

　不満げな視線を送られて、桜子はどきりとした。

「料理は熱々で出すから安心して。さあ、母屋へ戻って！」

　体の向きを変えさせて、邸てい内ないに繫つながる引き戸に向かって背を押す。不満げな彼をやっとのことで台盤所から追い出した桜子は、台に載せていたひょうたん壺つぼを取り上げた。

「さて、最後の仕上げをしないとね」

　栓せんを抜ぬいて、中身を鍋の表面へ振ふりかける。黒い粉末は、熱くなった料理に触ふれると、食欲をそそる香りを立てて、料理の風味をいっそう引き立てた。

「完成だわ！」

　漆しつ器きに見た目良く盛り付けて膳ぜんに載せた桜子は、髪かみを結ゆっていた繻しゆ子す紐ひもをほどいた。膳を両手に持ち、花咲さく庭沿いの廊ろうをしずしずと運んでいく。

　この庭が好きな青年は、いったいどんな顔をして待っているのだろう。

　桜子が母屋に足を踏ふみ入れると、青年が気づいて振り向く。

　その表情がどんなものなのかは、桜子しか知らない──。
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　料理をする姫ひめというのは、平安の世において、ひどく奇き怪かいに見えるらしい。

　藤ふじ原わら桜さく子らこがそのことに気づかされたのは、数えで八歳さい。髪かみ削そぎの儀ぎ式しきで髪を切きり揃そろえたばかりで、伸のびきらない前髪が少し目にかかるくらいの頃だった。

　美しい絹の衣ころもを着せられて、土つち御み門かどにある広い屋や敷しきから一歩も出ることなく大切に育てられた桜子は、恵めぐまれた暮らしをしていながら、どうしても一つ不満があった。

　毎日二回、朝と夕に出される食事についてだ。

「おいしくない」

　緑豊かな庭園が望める一室で、顔をしかめた桜子は、口をつけた白木の匙さじを下ろした。

　手元の器うつわには、朝食として出された粥かゆが、たっぷりと盛られている。

　白い餅もち米ごめを大量の水で炊たいたもので、ちっとも味がしないし、どろどろしていて喉のどごしが悪い。飲み込むたびに、体の内側に張りついていく気がする。

　他にお腹なかを満たせるものはないか探すが、皿に載のせられているのは、焼いた鰤ぶりや切っただけの昆こん布ぶ、瓜うりの粕かす漬づけといった代かわり映ばえのしない献こん立だてだ。

「また、いつもとおんなじ……」

　これらのおかずは、周囲に並べられた、塩、酢す、味み噌そなどの調味料を盛った小皿に浸ひたして味を付けながら食べるのだが、これがまたおいしくないのだ。どんな材料も、塩しお辛からいか、酸すっぱいか、味噌っぽい味になって、すぐに食べ飽あきてしまう。

「もう、やだ。ごちそうさま」

　桜子はうんざりして器を戻もどした。世話役の乳母めのとから「姫様、もったいないですよ」と注意されると思って首をすくめていたが、いつまで経たってもお叱しかりがこない。

　不思議に思って見れば、乳母は、重ねた袿うちきの間から竹の子のように顔を出して、うつらうつらと居い眠ねむりしていた。昨夜、屋敷で行われた花見の宴うたげが遅おそくまで続いたようだから、夜よ更ふかししてしまったのだろう。

　規則正しく上下する額を眺ながめるうちに、桜子の頭に悪い考えがよぎった。

「全部食べたことにして、自分で台だい盤ばん所どころに戻してしまえばいいんだわ」

　善は急げとばかりに、桜子は、ほとんど手をつけていない膳ぜんを両手で持ち上げた。

　そうっと自分の室を出て、足音が立たないように廊ろうを進んでいく。

　壁かべ際ぎわではなく真ん中を通るのは、住居として宛あてがわれた東の対たいの屋やのあちこちに、父が集めた唐から物ものが飾かざられているからだ。それらは、海の向こうにある唐とうという国の品である。

　猛もう牛ぎゆうの角に螺ら鈿でんを貼った置物や碧みどりと金に塗ぬり分けられた瑞ずい鳥ちようの像など、どれも煌きらびやかな装そう飾しよくと鮮あざやかな色合いをした、美しい品ばかりだった。

　壺つぼ庭にわにかかる渡わた殿どのを通ると、花か瓶びんに放り込まれた枝ぶりが見事な木が目に留まる。

　蓬ほう萊らい樹じゆという名前で、時が満ちると紅白の餅もちの実が成るらしいが、桜子が物心ついてから今まで、餅どころかまともな葉一つ生えたことがない。

　こんな調子で得体の知れないものばかり摑つかまされる父を、母は不毛だと嘆なげく。

　けれど、桜子は嫌きらいではなかった。

（だって、とってもおいしいお餅が成るのかもしれないもの）

　広い屋敷の端はしにある台盤所を覗のぞき込むと、使用人は一人もいなかった。

　珍めずらしいと思いながら、桜子は裸足はだしのまま土間に下りる。

　細い煙けむりを上げてくすぶる竈かまどには、大きな平ひら鍋なべが載せられていた。

　かたわらの高たか坏つきには、洗いたての白しろ葱ねぎと、干し枝が顎あごに刺ささった魚が。

　二つ区切りの破わり子ごには、八つ星形の黒い実とさらさらした白い粒つぶが入れられていて、実からは刺し激げき的な、粒からは蜂はち蜜みつのように甘かん美びな香かおりが漂ただよってくる。

　独特な匂においを嗅かいだ桜子は、ぴんときた。恐おそらく、破子の中身は唐の食材だ。

　餅の木よろしく、父は、唐物の中でも特に食にまつわるものに目がない。

「父さまったら、また母さまにないしょで何か手に入れたのね……。ん？」

　夫ふう婦ふ喧げん嘩かの火種をどうしたものかと腕うでを組むと、どこからともなく転がってきた巻物が桜子のつま先にぶつかって止まった。

　拾い上げると、綾あや織おりの表地に金の糸で刺し繡しゆうされた文字が読み取れる。

「美び食しよく譜ふ？」

　桜子は、唐の文字である漢字が読めた。文もん章じよう博士はかせから漢かん籍せきを学ぶ二つ上の兄にくっついていたら、自然と分かるようになってしまったのだ。

　女の子は漢籍よりも和歌作りや琴ことの演奏、裁さい縫ほうなどを身につけることが教養とされているので深く学べなかったが、その噂うわさを聞いた一族中が「もしも男子だったなら……」と落らく胆たんするほど覚えがよかった。

　美食は『おいしい食べ物』。譜は『それにまつわる一連のもの』。

　つまり、これは『おいしい食べ物を一つに取りまとめた巻物』ということになる。

　巻き紐ひもをほどいて開くと、色いろ褪あせた紙に食材と調理法が記されていた。





　──熱した鍋なべに、包丁で刻んだ白葱と魚を入れ、水と八角の実を加える。二杯はいの醬ひしおと山盛り一杯の砂糖を入れて甘あまみをつけ、とろみがつくまで煮にて、できた餡あんを絡からませる──






　この手順で『照り焼き』という名の料理が作れるらしい。父は、破子の食材でこれを作ろうとしているのだろうか。

　読み取れはしたものの、桜子には、さっぱり意味が分からなかった。

　この京で出される料理といえば、主に、食材を洗って、切って、熱を通したものだ。

　たとえば、鮭さけを調理すると、火の通った鮭の切り身になる。

　菜っ葉を調理すれば、しんなり柔やわらかくなる。

　この巻物に書いてあるように、あらかじめ複数の材料を鍋の中に入れて、味付けしてしまうなんて料理は、見たことも聞いたこともなかった。

（おいしいのかな？）

　うずっと好こう奇き心しんが芽生えると同時に、桜子のお腹は『ぐう』と鳴った。

　必要な食材は用意されている。竈の火も消えきってはいない。戸口から顔を出して外を窺うかがうと、晴れた春の空に雲はなく、人ひと影かげもまったく見えない。

　──やるなら、今しかない！

　心を決めた桜子は、壁かべ沿ぞいに積んであった薪まきを抱かかえた。日頃から屋敷を探検しているので、使用人がこれを使って火を熾おこしているのを見たことがあった。

　竈に薪を放り込むと、くすぶっていた熱で火が点ともる。

　火力が強まるまでの間に、桜子は味み噌そ樽だるの蓋ふたをひっくり返して作った踏ふみ台に乗り、木の柄えがついた包丁を持ち上げた。

（うぅっ、重い！）

　鋼はがねを鍛きたえて作られた刃は物ものは、見た目よりもずっしりと重量があった。

　ぷるぷると震ふるえる手で、なんとか葱ねぎを小さめに切り、干し魚も切り分ける。

　しかし、そもそも『刻む』とは、どのくらいの大きさにするものなのだろうか。

　悩なやみつつ手を動かしているうちに、まな板の上には大小様々な大きさの食材が転がっていた。ぶつ切り、という表現がぴったりだと、この時の桜子はまだ知らない。

　それらを鍋に放つと、じゅうっと小気味良い音が鳴った。

　美食譜では、ここで水と『八角』という実を加えることになっている。

　破子から星形の実をつまみ上げたが、食材にしては硬かたい。そのわりに脆もろくて、触さわっているうちに砕くだけてしまった。びっくりして鍋に入れると、鼻を刺激する香こう気きがのぼる。

　いかにも異国めいた謎なぞの香りに、桜子の胸は大きく昂たかぶった。

（わわ、とっても素す敵てきな匂い！）

　桜子は、樽味噌の上うわ澄ずみである醬しよう油ゆを鍋に掬すくい入れてから、破子を見た。

　残っているのは白い粒だ。甘みをつけると書いてあるから、蜂蜜のような味がするのだろうか。小指の先につけて舐なめてみると、蜜みつよりも強い甘みがあった。

　ということは、恐らくこれが『砂糖』なのだろう。破子を逆さにして中身を鍋に入れて煮ていくと、艶つやを帯びた汁しるがぼこぼこと泡あわを立てる。

　ちょうど薪が燃もえ尽つきて、鍋なべ底ぞこを舐めるように盛っていた炎ほのおが収まった。

　ついに完成だ。わくわくと鍋を覗き込んだ桜子だったが、料理を見たら、膨ふくらんでいた好奇心がしゅんと萎しぼんでしまった。

「これは……料理、なのかな？」

　正直に言おう。見た目はとても変だ。焼き縮んだ白葱とまばらな大きさの魚に、漆うるしのように黒っぽい、とろりとした餡が絡んでいる。

　菜さい箸ばしで持ち上げて匂いを嗅ぐと、甘そうで、しょっぱそうで、ほんの少し焦こげくさい。

　これを食べて、お腹が痛くならないか不安だ。

「き、きっと大だい丈じよう夫ぶよ。父さまが準備していたものだし、一口くらいならっ！」

　桜子は、弱気な心に負けじと、勢いづけて料理を口に入れた。

　料理を味見するというよりは、蜜が甘いかどうか分からない花の萼がくを、つっと吸すい込む時の度ど胸きよう試だめしのような気持ちだった。いちか、ばちか、である。

　舌に載せると、味を感じるより早く、香こうばしさが口の中に広がる。

「うーん？」

　香りの次に、甘くも塩気のある味わいが、舌を刺激する。

　続けて、魚を嚙かみしめた瞬しゆん間かん、桜子の胸の奥がぱちりと爆はぜた。

「これ、おいしいっ！」

　餡のこっくりとした味わいが、あっさりした魚の身を引き立てている。よもや食べ物と思えなかった香りも、葱の青々しい風味と混じり合って食欲をそそった。

　──もっと食べたい。

　桜子は、生まれて初めての衝しよう動どうに突つき動かされて照り焼きを頰ほお張ばった。魚の端っこのカリカリした食感にうっとりしていると、戸口からひょっこりと顔を出す人物がいる。

「桜子、唐の料理を作ったのかい？」

「父さま！」

　純じゆん朴ぼくそうな顔つきの小こ柄がらな男性は、桜子の父だ。出仕が休みなので普ふ段だん着ぎの狩かり衣ぎぬを身につけていて、髻もとどりを結ゆった頭には烏え帽ぼ子しさえ被かぶっていない。

「食材を勝手に使ってごめんなさい」

　慌あわてて頭を下げると、父は「いいんだよ」と言いながら竈に近づいて、桜子が作った料理を口に入れた。

「これは美う味まい！　本当に一人で作ったのかい、桜子？」

「え、ええ……。おいしいのは、唐の料理が素す晴ばらしいからだと思うわ」

「いいや、料理は作り手の腕が重要なんだ。初めてなのにここまでの味を出せるなんて！　桜子には天てん賦ぷの才があるに違ちがいない！」

　感かん極きわまった顔で抱だきしめられて、桜子は嬉うれしくなった。きゃっきゃと騒さわいでいると、邸てい内ないに繫つながる引き戸がすぱんと音を立てて開け放たれる。

「騒ぐ声が廊まで聞こえておるぞ。二人とも、台盤所で何をしているのじゃ！」

　現われたのは、唐から松まつが刺繡された袿を着た母だった。桜子は、元気良く答える。

「料理をしたのよ、母さま！　父さまが準備していた唐の食材と『美食譜』なる巻物に記されていた調理法で作ったの。見た目は変わっているけど、すっごくおいしいのよ！　私は、いつものお粥より、こっちを食べたい。唐の料理を作って食べてもいい？」

「馬ば鹿かを言うものではない！」

　甲かん高だかい声で怒ど鳴なられて、桜子はきゅっと肩かたを縮めた。

「台盤所に立つなんて、姫のやることではない！　そなたが料理を作ったと知れたら、我わが藤原一族の恥はじさらしじゃぞ！　料理を作るのは使用人で、台盤所は使用人の働く場所じゃ。今後一いつ切さい、作ったり口にしたりしてはならぬ！」

「はい、母さま。料理して、ごめんなさい……」

　桜子は涙なみだ目めになって、父の懐ふところに顔をうずめた。料理を作ったことで、ここまで強く叱られるなんて想像もしていなかったのだ。

　父は、桜子の頭を撫なでつつ、母に訴うつたえかける。

「聡さと子こさん、桜子の料理は本当に素晴らしいよ。この才能を眠ねむらせておくなんてもったいないことだ。僕ぼくらが見守りながら料理を続けさせるべきだよ！」

「……あなたさま、ちょっとこちらへ」

　神しん妙みような顔で手招く母のもとへ、父は、泣く桜子を抱えたまま器用に近づく。

「はいはい、なんです？」

「ふんっ！」

　鼻息荒あらく父の耳たぶを摑んだ母は、容よう赦しやなく真横に引っ張った。

「あなたさまが唐の食材など集めなければ、桜子が料理することはなかったのじゃぞ！　娘むすめに姫らしくない行いを促うながしたこと、少しは反省なされよ！」

「はいぃっ！　すみませんでしたっ！」

　父があっさり母に屈くつ服ぷくしたことで、桜子と唐の料理との接点は断たれた。




「唐の料理、作って食べたいな……」

　ぼんやりと南なん庭ていを歩き回っていた桜子は、溜ため息いきをついてしゃがみ込んだ。

　照り焼きを口にして以来、唐の料理に恋こい焦こがれる日々を送っている。

『──台盤所に立つなんて、姫のやることではない！』

　欲望が湧わき上がると、決まって母の叱る声が頭の中にこだまして、胸が苦しくなる。

　さらさらと流れる遣やり水には、元気のない顔が映る。あれから一カ月、味のしない料理を形式的に飲み込むだけの日々で、丸かった頰ほおはすっかり細くなってしまった。

　桜子が自ら台盤所に立って、唐の料理を作ったこと。

　そして、それを食べたことは、父と母と桜子、三人だけの秘密だ。

　使用人たちは、母に唐の料理の魅み力りよくを知ってもらいたい父が、わざわざ人ひと払ばらいをして料理した──それを母に見つかって怒おこられた──と思い込んでいる。

　だから、桜子は、誰だれにも料理したなんて言えない。

　唐の料理はびっくりするくらいおいしいとも話せない。

　お腹はずっとすいていて、毎日が色褪せたように感じる。まるで生き地じ獄ごくだ。

「このまま、諦あきらめるしかないのかな……」

　呟つぶやいたその時、『ぐぅうぅうう』と派手な音が聞こえてきた。

「え、今の音はなあに？」

　立ち上がって見回すが、湖のように広い池がある庭園には、誰の姿もない。白い砂を撒まいた浜はまも、中島に架かかった紅色の橋も、水鏡に映った像も全て独ひとり占じめだ。

　岸辺に打ち寄せられた桜の花びらは、昨晩の花見の宴では庭園を可か憐れんに彩いろどったのだろう。管かん弦げんの宴で奏者を何十人も乗せた舟ふねを浮うかべて幽ゆう玄げんな光景へと変へん貌ぼうする池は、昔からこの場所にあったわけではない。住人の心を癒いやす目的で屋敷と共に作られたものだ。

　庭の南側には、様々な木々を植えた林まであるので、子犬でも迷い込んで動けなくなっていたら大変だ。

　池を回り込んだ桜子は、伸びた下草をかき分けて林に入った。

　ふかふかした腐ふ葉よう土どを踏みつけて、松と銀ぎん杏なんの間を抜ぬける。立ち止まってぐるりと見回すが、目に入る生き物といえばせいぜい飛んでいる羽虫くらいだ。

（どこかの陰かげにいるのかしら？）

　桜子は、葉と葉の間から差し込む日差しを頼たよりに、きのこが生えた折れ木の空くう洞どうや、土が盛り上がった狸たぬきの巣、一列に伸びた姫ひめ笹ざさの向こう側など、色々な場所を探していった。

「子犬ちゃん、どこにいるの……きゃっ！」

　花ざかりの桜の大木を回り込むと、思いがけないほど近くに瞳ひとみがあってびっくりした。

「あっ、あなた、何をしてるの？」

「……何もしてない」

　拗すねた口調で答えたのは、木こ陰かげに座すわり込んだ少年だった。

　若草色の狩衣と灰色の袴はかまを身に着けた体は、桜子より二回りも大きくぽっちゃりしていて、結った髪は綿毛のようにふわふわだ。

　ひときわ桜子の目を引いたのは、黒々とした瞳だった。まっさらで曇くもりがなく、真っ白い陸みち奥のく紙がみに書きつけた墨すみよりも際きわ立だっている。

　高貴そうな風ふう貌ぼうから、使用人の子ではないとすぐに分かった。

　どこから来たのか尋たずねようとした時、少年のお腹が鳴った。

「お腹がすいてるの？」

「………………」

　少年が口を引き結んで答えなかったので、桜子は、さっきの音の主は彼かれだと確信した。

　兄がいることもあり、このくらいの男子の意地の強さは知っている。本音をさらすことを、まるで弱点を明かすもののように思い込んでいて、人の言葉に素す直なおに頷うなずかないのだ。

　相手をするのは面めん倒どうだが、だからといって見過ごせない。迷い込んだのが子犬だろうが少年だろうが、空腹の辛つらさを、桜子は誰より分かっている。

「ほら、こっち！」

　桜子は少年の手を摑んで、全力で引っ張った。

　立ち上がった少年の足が止まらないように、勢いに任せて林を突っ切り、対の屋を仕切る檜ひ垣がきに沿って建物に近づく。

　今日は、北の対に住む祖母を尼あまが訪問しているので、屋敷全体がひっそりとしている。

　東の対の裏手に出た桜子は、台盤所の戸に指をかけて、細く開いて目を当てた。使用人はいなかったので、中に入って棚たなを見上げると、笹の葉包みが置かれている。

（ちょうどよかった）

　桜子は、少年を隅すみの円座に座らせて、彼の膝ひざの上で包みをほどく。

　互たがい違ちがいに重なっていた笹の葉には、二つのおにぎりが包まれていた。

「どうぞ、召めし上がれ」

　笑え顔がおで勧すすめたが、少年は、ちらりと一いち瞥べつしただけで手を伸ばさない。

「……庶しよ民みんと同じものは口にしない」

「えー！」

　喜んで食べるだろうと思っていた桜子は呆あきれてしまった。

　少年がどれだけ高貴だろうと、食べ物に貴き賤せんがあるはずもない。しかも、これは玄げん米まいを杵きねで突いて糠ぬかを取り除いた白米だ。庶民には手が届かない贅ぜい沢たく品である。

（すぐになびかないのが貴族の作法って言うけど、あんまりだわ）

　他の料理を探すが、棚にも籠かごにも作り置きはない。食材も見当たらないから、使用人は総出で市に買い出しに行ったのだろう。

　あるものといえば、味噌樽と、父の下手な字で『胡ご麻ま油あぶら』なる張り紙がされた瓶へい子じと、火のくすぶる竈と平鍋だけ……。

（ん？　胡麻油？）

　同じ文字を見た記き憶おくがあった桜子は、美食譜を思い起こした。

　たしか、照り焼きの横に『焼飯』という料理が記されていたはずだ。炊いた米に醬油を塗って胡麻油で焼く料理だったから、ここにあるもので作れる。

　桜子が膝からおにぎりを取り上げると、少年は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「何をする」

「少しだけ待っていて。とびきりおいしい料理を作ってあげる」

　桜子は、手首に巻いていた繻しゆ子す紐をほどいて、髪を結った。

　かき上げて後ろに落とすと、紐の端に結びつけられた鈴すずがチリンと鳴る。

　涼すずやかな音は、行動の合図だ。

　動き出した桜子は、おにぎりの表面に、味噌の上に溜たまった醬油を塗った。それを鍋に寝ねかせて薪を竈に放り込むと、炎が強まってじわりと顔が熱くなる。

　続けて、瓶子に入っていた胡麻油を鍋肌はだにつつつと滑すべらせると、たちまちに胡ご麻まと醬油の香ばしい匂いが台盤所に広まった。

「なんなんだ、この匂いは……」

　香りに引き寄せられた少年は、立ち上がって鍋の中を見た。興味深そうに目を輝かがやかせるのが面おも白しろくて、桜子は、鍋を揺ゆすっておにぎりをひっくり返してみせる。

「わあ！」

　現われたお焦げに、少年は意地を張るのも忘れて歓かん声せいを上げた。

　おかげで桜子は、自分がとびきりすごい料理人になったような気がした。

「さあ、できたわ。名付けて『焼きおにぎり』よ！」

「焼き、おにぎり？」

　笹の葉に取り上げると、少年は、ごくんと喉を鳴らした。視線は湯気を立てるおにぎりに釘くぎ付づけだったが、食欲よりも意地が勝まさったらしく、口だけの文句をつけてくる。

「さっきより不格好なものを、おいそれと食べるわけにはいかない」

「そう？　食べないなら、私が食べるわね。うーん、おいしそうな匂い！」

「待って！」

　やはり興味はあったらしい。焦あせり顔がおで袖そでを引かれて、桜子はふふっと笑う。

「はい。熱いから気をつけて」

　二つの焼きおにぎりのうち、一つを笹ごと手て渡わたすと、少年はお焦げを不安そうに見つめた。食べるかどうかの逡しゆん巡じゆんの末に「いただきます」と小声で告げて、大きな口でかぶりつく。桜子も口に含ふくむと、香ばしくて味わい深い。今にもほっぺたが落ちそうだ。

　もだえる桜子の横で、もぐもぐと口を動かしていた少年は、飲み込むなり頰を染めた。

「……おいしい」

　口に出すと抑おさえがきかなくなったらしく、少年は浮うわついた様子で感想をこぼした。

「醬油で焦げた表面がほろほろとほどけて舌の上で躍おどる。こんなおにぎりは、今まで食べたことがないよ！」

「そうでしょう、そうでしょう！」

　褒ほめられた桜子は、えもいわれぬ幸福感を覚えた。作って自分で食べることばかり考えていたけれど、誰かに「おいしい」と言ってもらえるのも料理の醍だい醐ご味みなのだ。
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　あっという間に焼きおにぎりを完食した少年は、頰にご飯つぶをつけたまま、心しん酔すいした顔で桜子の手を取った。

「不格好とけなしてごめん。きみの作った料理は、とてもおいしかった。できることなら毎日食べたいくらいだ。いつも台盤所に立っているの？」

「え、えっと……」

　うんともすんとも言えずに、桜子は黙だまり込んだ。

　お腹をすかせた少年のためとはいえ、禁じられた料理をしてしまったのだ。料理を気に入ってくれたのは嬉しいが、母の怒いかりを思い出すと後ろめたい気持ちになる。

「あのね……。本当なら、私は料理を作ってはいけないの。母さまが、台盤所に立つなんて姫らしくないって言うのよ。誰かに見られたら一族の恥さらしだとも言われたから、自分で作るのはやめようと思っていたの。それに、父さまは才能があるって褒めてくれたけれど、不格好なものしか作れないし……」

　父が言うには、唐の料理は、見た目も美しく飾りたてるものらしい。

　桜子の腕が未熟なことは明らかだった。

「もっと上手だったら、あなたに毎日食べさせてあげたいんだけど……」

　ふと漏もれた本音を拾った少年は、「それなら」と微笑ほほえんだ。

「いい考えがあるよ。きみが料理を練習している間、誰も近づかないようにおれが見張っている。その代わり、作った料理を一いつ緒しよに食べさせてもらえないかな？」

　思わぬ申し出に、桜子は、胸を弾はずませて飛びついた。

「それ、とっても素敵な考えね！」




　その日から、少年は屋敷に通ってくるようになった。

　林の奥おくの方に築地ついじの崩くずれ目があるので、忍しのび込むのは難しくないのだという。

　少年と桜の木の下で待ち合わせた桜子は、使用人たちが買い物に出かける時間を見計らって、こっそり台盤所に忍び込んだ。

　桜子が料理を作っている間、少年が辺りに目を光らせていて、使用人が近づいてきたら大急ぎで隠かくれた。隙すきを見て完成した料理は、二人で並んで食べる。

　食事を共にすると、お腹も心も満たされた。

　桜子は、少年のことを知りたかったけれど、彼は養い親に迷めい惑わくがかかるからと名前すら教えてくれなかった。

「じゃあ『冬毛の君』って呼んでもいい？」

　ふわふわの髪の毛と黒い眼めが、冬の寒さに耐たえる子犬みたいで、ぴったりだと思ったのだが、少年は不本意そうに眉根を寄せた。

「それは、かっこ悪くないかな……」

「そんなことないわ。私、犬の堂々としているところが大好きなの！」

　桜子が幼い頃、遠とお縁えんの親しん戚せきが、飼っている成犬をこの屋敷まで連れてきてくれたことがあった。くるんと丸まった尾おや、撫で回しても吠ほえない従順さ、差し出した手に前足を載せる利口さに、桜子はすっかり虜とりこになったのだ。

「犬はね、優やさしくて、勇ゆう敢かんで、いざという時は、牙きばを剝むいて大切な人を守るのよ。すごくかっこいいんだから！」

「姫がそう思っているなら、それでも、かまわないけれど……」

　少年がしぶしぶながら『冬毛の君』呼びに同意してくれたのは、ちょうど三日目。

　大人の男性なら屋敷通いで結けつ婚こんが認められる日に桜子が作ったのは、甘みのある豆を混ぜたお団子だった。

　甘みに酔よいしれる桜子の横で、冬毛の君は食べずに黙っている。

「……明日、吉よし野のの里に帰ることになった」

「え？」

　桜子は、予想外の言葉に驚おどろいて、お団子を喉に詰つまらせた。

　慌てて胸の真ん中を叩たたく間にも、冬毛の君の話は進んでいく。

「おれは、花見のために養い親と近くの寺に滞たい在ざいしていたんだ。都を離はなれたら、宇治を過ぎ、松尾山まつのおやまを越こえて、黒くろ滝たきの辺りまでのぼる。きっともう姫とは会えない」

「くふっ！　そんな……。もう一緒にご飯を食べられないの？」

　喉のつかえが取れた桜子の胸に寂さびしさが込み上げた。

　桜子は冬毛の君のおかげで、誰かと並んで料理を食べる喜びを知った。台盤所に立てたのも、桜子の胸中を理解して見張り番になってくれた彼がいたからだ。彼が通ってこなくなれば、ご飯を楽しく食べたり、こっそり料理したりすることは難しくなるだろう。

　桜子が消しよう沈ちんすると、冬毛の君は「元気を出して」と言って懐から料紙を取り出した。

「これを受け取ってほしい。姫の料理が上達するように、御み仏ほとけに願をかけてきた」

　受け取って開くと、上等な朱しゆ塗りを施ほどこした匙が収められていた。持ち手には、五色の布が結ばれた鈴の蒔まき絵えが入っていて、陽光を受けると砂金のように輝く。

「綺き麗れい……」

　そうっと匙を持ち上げた桜子の手を、冬毛の君は両手で握にぎりしめる。

「何があっても、この匙が守ってくれる。だから、おれが通ってこなくなっても料理を続けてほしいんだ。おれは、姫の料理が大好きだよ」

　真しん剣けんに気持ちを伝えられて、桜子の胸はじんとした。

「ありがとう。一人でも料理を練習するわ。都に来ることがあったら、この屋敷を訪ねてきて。今よりうんとおいしい料理を作れるようになって、おもてなししてあげる！」

「うん、きっと……」

　寂しげに笑いながら、冬毛の君は、匙を握る桜子の指先にそっと唇くちびるを押し当てた。

（っ!?）

　どきり、と胸に切ない感かん触しよくを残して、短い逢おう瀬せは終わった。

　その日を境に、冬毛の君は姿を見せなくなった。

　けれど、彼との約束は、桜子の胸に消えない火を点つけた。




　母の目をかいくぐって乳母から料理の基き礎そを学び、父に頼たのみ込んで美食譜を譲ゆずってもらい、唐の料理を再現するために台盤所に立ち続けること、八年──。

　すっかり身長が伸びた桜子は、踏み台がなくとも竈に向き合える少女に成長した。

　大きくて丸い目が愛あい嬌きようある顔は、木き目め込こみづくりの人形のように小さく、菊きくを包む真綿のように白い手足は、台盤所の狭せまさをものともせずに立ち回る。

　しかし、長ければ長いほど美人の条件となる黒髪は、料理の邪じや魔まになるので膝元で切り揃えてあった。

　着ているものも貴族の姫らしい小こ袿うちぎ姿ではなく、白衣に緋ひ色いろ袴という軽装だ。

「よし。蟹かに玉たま餡かけの完成！」

　桜子は、菜箸で鍋の縁ふちを叩いて、料理を丸い皿に移した。

　盛り付けた料理は火の通りがよい塩あん梅ばいで、お月様のような色合いの玉子とそれを包み込む餡の濃のう淡たんが美しい一品だ。

　冬毛の君からもらった朱塗りの匙で味見をすると、黒砂糖で仕立てた甘い餡に、回しかけた酢の酸味が調和している。

「我ながら、惚ほれ惚ぼれするおいしさだわ……」

　うっとり感じ入っていると、明後日あさつての方向から声が上がった。

「姫様がまた面めん妖ようなものをお作りになったぞ」

「あや、恐ろしい色じゃ」

「鼻を突く匂いもするぞえ」

　首をめぐらせると、青い顔をした使用人たちが、戦々恐きよう々きようとした様子で台盤所を覗き込んでいる。桜子が料理をして、彼らが大騒ぎするまでが一連の日課だ。

　今日も、やれ「お止め遊あそばせ」やら「北の方に報しらせを」とか、どんどん物々しい方向に悪化していくので、桜子は、またかと思いながら皿を傾かたむけた。

「みんな口だけ達者なんだから。今日こそは勇気を出して一口食べてみない？」

　すると、使用人たちはさっと顔を背そむけた。こうして名乗り出ないのも、いつも通りだ。

　それだけ唐の料理への偏へん見けんは根深い。都で一いつ般ぱん的に手に入る食材を使っているのに、刻んで混ぜて加熱して唐から風ふうに味付けすると、見慣れないからと不気味がられてしまう。

　それらを作る桜子も同様に、だ。

　使用人のように自らの足で市におもむき、台盤所に立って料理を作るものだから、結婚適てき齢れい期きまっさかりの十六歳だというのに、恋こい文ぶみの一つも届いたことがない。

　父が左大臣という要職にあるので、出世のために繫がりを持ちたい貴族は山ほどいるだろうに。

（まあ、避さける気持ちは分からなくもないけど）

　都の男性たちは、どこそこの屋敷に美しい姫がいるという噂を聞くだけで恋に落ちる。

　桜子の実体が美人だろうが不美人だろうが、悪い噂があるならば落とし穴を回り込むがごとく避けるのは賢けん明めいな判断だ。

　桜子だって、料理することを咎とがめたてるような肝きもの小さい男の妻にはなりたくない。

　おっかなびっくりでもかまわないから、どんな料理を作っているのか、どんな味がするのか、興味を持ってくれるような男性がいい。

　そんな人なら、見た目も育ちも、身分も問わないのだが。

「高望みなのかな……」

「桜子姫、お館様と北の方様が北の対にお呼びですよ」

　悩んでいると、騒ぐ使用人たちの間から乳母が顔を出した。

「父様と母様が？　分かった。すぐに行くわね」

　台盤所から出しなに髪をほどいた桜子は、袴の裾すそも伸ばさずに北の対へ向かった。冬毛の君と出会った頃には祖母が住んでいたが、亡なくなった今は母の住まいとなっている。

　貴族の屋敷では、家族はそれぞれ別の棟むねに暮らすのが一般的だ。

　桜子は東の対に、家主である父は中央の寝しん殿でんに暮らしていて、呼ばれでもしなければお互たがい顔も見ずに生活している。

「お待たせしました」

　桜子が廂ひさしに膝をつくと、畳たたみに座った母の眉み間けんに深い皺しわが寄った。

「左大臣家の姫ともあろう娘がひどい格好じゃ……。せめて重ね袿ぐらいせぬか」

「だって、この格好が一番動きやすいのよ。綺麗な小袿姿で竈に近寄ったら、あっという間に煤すすで汚よごれてしまうし、もしも火が燃え移ったら大変でしょう？」

「そういう話をしているのではない！」

　母は、苛いら立だちをあらわにして、畳たたんだ扇おうぎを膝に叩きつけた。

「台盤所に立つなと何度も言っておろうに、なぜ竈に向かう前提になっておる！　そなたがそんな風だから、通う殿との方がた一人いないのじゃぞ！　いい加減に料理はやめよ！」

「今さらやめても、誰も通っては来ないと思うけど──」

　つい本音を漏らすと、母から睨にらまれた。うっ、と言葉を吞のみ込むと、母の隣となりに座った父が、どうどうと馬でも落ち着かせるように宥なだめる。

「聡子さん。今日は穏おん便びんに。特別なお話の前だから、ね？」

　普段から尻しりに敷しかれまくり、いつか平らになるのでは？　と心配になるほど弱気な父だが、今日は輪をかけて元気がない。

　出仕帰りの束帯姿から哀あい愁しゆうまでも感じられたので、桜子は、おやと思った。

「父様、お顔色が悪いようだけど、どうなさったの？」

「実は、桜子に縁えん談だんがきたんだよ。しかも入じゆ内だい話ばなしなんだ」

「私が、入内？」

　入内とは、内だい裏りと呼ばれる都の中心にいる帝みかどや親しん王のうのもとへ嫁とつぐことだ。広い殿でん舎しやと高貴な身分を与あたえられて、市中とは比べものにならない上等な暮らしを約束される。

　普ふ通つうの姫なら泣いて喜ぶ事態だろうが、桜子はいぶかしんだ。左大臣家の娘とはいえ、投げ売り状態ですら買い手がいない自分には、ずいぶんと大それた話だ。

「藤原一族からは、父様の妹の遠とお子こ様が入内して、帝の皇子である四の宮を産んで中ちゆう宮ぐうになっているでしょう。私が嫁がなくても勢力は盤ばん石じやくではないの？」

「まあ、聞いておくれ。相手は主上ではなくて、東とう宮ぐう様なんだ」

　現在十九歳の東宮は、今きん上じよう帝ていの三の宮である。皇后から生まれた先の東宮が病で儚はかなくなり、続けて二の宮も不幸に遭あって、慌てて位に立てられた。当時、争乱が起きたように昼も夜もなく参さん内だいする父を見ていたので、桜子の記憶に残っていた。

「東宮様が立太子されたのは、もう二年も前よね。どうして今になって急に入内話を？」

「実は、政敵である右大臣家の姫君が東宮妃ひとして内裏に入ったので、我が左大臣家からも姫を、という話が一族から出てね。いや、父様はお断りしたんだよ！　なんせ、当代の東宮様といえば、凍いてつくような氷の瞳と近寄りがたい殺気を帯びた、冷れい酷こくな狼おおかみと称しようされるお方だ……」

「ああ、それで私にお鉢はちが回ってきたの」

　桜子は、何が起きているのか、はっきりと理解した。

　いくら東宮位に就ついているとしても、血が通っていないような冷たい男に、誰が嫁ぎたいものか。親の方も同じ思いで縁談をたらい回しにして、桜子に白羽の矢が立ったのだ。

「つまり、狼のように恐ろしい東宮は、あちこちの有力者から娘の入内を拒きよ否ひされて、やっと右大臣家の娘を摑まえたものの、今度は権勢争いに火がついて、弱気な父様が引き受けざるを得なかった、ということね」

　ふむふむと事態を吞み込んでいく桜子を、母は烈れつ火かのごとく窘たしなめた。

「他ひ人と事ごとのように話すでないわ！　桜子、そなたには左大臣家のために東宮の妃きさきとなり、子を産んでもらわねばならぬ。たとえ相手が狼だろうと。分かっておろうな！」

「それは、もちろん分かっているけど……」

　冷静な頭とは裏腹に、心の方はやるせなかった。

　貴族の娘として、政略婚こんは避けて通れない運命だ。この時代、高い身分の相手と結婚して、その血が流れる子を産むことが、ひいては一族の生活まで保障する。

　東宮の寵ちよう愛あいを受けて男の子を産めば、遠くない御み世よに帝になる可能性がある。そして、娘が皇子をもうけた事実があれば、家の栄えい華がはより長く続く。そういうものなのだ。

（内裏に入ったら、自由に台盤所に立てなくなるわよね……）

　東宮に気に入られるためには、姫らしく振ふる舞まわなくてはならないから、当然ながら料理は禁止されるだろう。また味のない粥に苦しめられる日々がやってくる……。

　桜子がもの憂うげに目を伏ふせると、母は、ふんと鼻を鳴らした。

「そうして大人しくしていれば、たいそう可憐なことよ。幼き日に唐の料理に魅み了りようされなければ、嫁よめの貰もらい手はごまんといたじゃろうに、まったく誰に似たものか」

　母に横目で睨まれて、父は冷ひや汗あせをかきながら縮こまった。

「本当にすまなかった。父様が唐物の食に凝こっているせいで、桜子まで奇き異いな目で見られてしまうなんて、考えてもみなかったんだ……」

「謝あやまらないで、父様。私たちが愛する唐の料理は、決して変なものではないわ」

　唐の料理と出会えたことは、桜子の人生においてこれ以上ない幸福だ。

　冬毛の君との約束もあったけれど、台盤所に立つのをやめなかったのは、唐の食材が、美食譜が、そこから生み出される料理が素晴らしかったからである。

「悪いのは、怖こわがって味見もしてくれないくせに悪い噂ばかり立てる人たちよ。父様が謝ることはないし、周りから恐れられる覚えも、変人扱あつかいされる覚えもないんだから！」

　桜子は、作る料理にはすこぶる自信があったから、このまま誰にも食べてもらえずに入内するのは、偏見に負けて逃にげるみたいで悔くやしかった。

「唐の料理のおいしさを、たくさんの人に知ってほしかったな……」

「それなら、この入内は良い契けい機きとなるかもしれぬぞ」

「え？」

　桜子がぱっと顔を上げると、母は、これ見よがしに檜ひ扇おうぎを広げた。

　三十九枚で一揃えの板面に描えがかれているのは、雅みやびやかな宮中絵だ。貝合わせをする女によう房ぼうと、衝つい立たてを隔へだてて、黒い膳に載った食事を口にする貴人の姿がある。

「よく考えてみよ。内裏の中で食べられている宮中料理は、この国で作られる食事の見本のようなものじゃ。入内すれば、実際に食べる立場になる。そうなってから『唐の料理に比べておいしくない』と、真っ当に文句を言えばよかろう。運良く帝の耳に入って、唐の料理の方がおいしいと認めていただければ、偏見などひっくり返るぞ」

「帝に認めてもらえたら、唐の料理への偏見がなくなる……」

　まさに鶴つるの一声だった。桜子は、深く考える間もなく飛びつく。

「私、入内話を受け入れるわ！」

　どうせ、たらい回しにされて、最後に桜子のもとへ流れ着いた縁談だ。

　誰が嫁いでもかまわないというのなら、内裏に入る口実に使わせてもらおう。

　すっかり乗り気になった桜子を見て、父はおろおろと戸と惑まどった。

「落ち着いて、桜子。入内って結婚のことだよ。東宮様の妃になるんだよ。そんな軽い調子でお嫁に行ってしまったら、話を持ってきた父様が複雑な心境だよ！」

「あなたさま。当人が受け入れたのじゃ。夢見るくらいよろしかろう」

「そうは言っても。姫君が宮中で料理なんてしたら大事になってしまうよ、聡子さん！」

　今にも泣き出しそうな父とは違って、母は冷静に扇絵を見下ろした。

「心配なさるな。さすがの桜子も、宮中に入ってしまえば姫らしくせざるを得まい……」

　母の小さな呟きは、桜子の耳には届くことなく、初春の陽気に溶とけていった。
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　入じゆ内だい話ばなしが持ち上がってから一ひと月つきほど経たった晴れの日。

　桜さくら子この嫁よめ入いりは、満を持して執とり行おこなわれた。

　珠たまのように美しい姫ひめ君ぎみが入内するという印象を植えつけるため、牛車ではなく、てっぺんに宝ほう珠じゆを載のせた輦てぐるまというお神輿みこし風の乗り物を用意させ、揃そろいの装しよう束ぞくを着せた男たちに引かせる念の入りようだった。これからの生活に必要となる衣ころもや調度品を運ぶ花はな嫁よめ行列は、町を三つまたぐ長さになり、二に条じよう大おお路じは見物客で賑にぎわった。

　向かう内だい裏りは、それ自体が一つの都だ。東西南北に一つずつ、朱しゆ色いろに塗ぬられた主要門があり、周囲を屋根のついた白しら壁かべで囲って、外界と隔へだてている。

　四角く区切られた土地には、帝みかどが暮らす清せい涼りよう殿でんの他に、妃きさきである中ちゆう宮ぐうや女によう御ご、東とう宮ぐうが住む七殿五舎もの屋や敷しきがあり、全てをまとめて『後こう宮きゆう』と呼ぶ習わしだ。

　桜子は南にある承明門で輦を降りて、徒かちで宮中へと入った。

　広い前庭を歩き、桜と橘たちばなが左右に植えられた階きざはしをのぼって紫し宸しん殿でんに入ると、待っていた神官が頭の上で祓はらえ串ぐしを左右に振ふる。

　これは世せ俗ぞくで受けた不ふ浄じようを清める、禊みそぎと呼ばれるお祓いだ。

　婚こん儀ぎは日を改めて行われる。といっても、帝と殿てん上じよう人びとの都合がつく日を選んだお披ひ露ろ目め会のようなもので、左大臣である父の席はあっても母や乳母めのとの席はない。

　姫君が憧あこがれる入内は、決して感動的なお祝い事ではなく、淡たん々たんとした業務の一いつ環かんなのだ。

　味気ない禊の最後に、桜子は中宮に次ぐ高位である『女御』という位階を与あたえられた。

　さらに、麗れい景けい殿でんと呼ばれる殿でん舎しやを与えられて、東宮妃ひであると同時に、一つの屋敷の主人にもなった。




「私の殿舎なら、ここの台だい盤ばん所どころに入ってもいい？」

「台盤所、でございますか」

　桜子の何気ない一言に、壮そう齢れいの女性が顔をしかめた。

　数多くいる女によう房ぼうの中でも、禁きん色じきの唐から衣ぎぬをまとうことが許された上じよう﨟ろう女房である彼かの女じよは、桜子のお目付役だ。もともとは内侍司ないしのつかさの一員として一代前の帝に仕えていたそうで、当時の位にちなんで典侍ないしのすけと呼ばれている。

　典侍は、唐から櫃びつに収める衣の順序を確かめていた女房を下がらせると、桜子の下座に膝ひざをついて、白おし粉ろいの上に塗りつけた眉まゆをきりっと上げた。

「許されません。台盤所に立つのは、下級女官の刀と自じか膳司かしわでのつかさの仕事です」

「働く人の邪じや魔まにならない時間でいいのよ。少し見てみたいだけなの」

「それでも、なりません。この典侍、左大臣家の北の方様より、桜子様を決して台盤所に近づけぬように言いつかっております。宮中での心得をお授さずけして、立派な宮中人とする覚かく悟ごでございますれば、もしも禁を破られた折りには、責任を取って鄙ひなびた田舎いなかに下がらせていただきます」

　もしも主あるじが失態をおかしたら宮仕えを辞やめる覚悟まで決めてきたとは、なんとも頼たのもしい女房だ──料理を続けたい桜子以外の人間にとっては。

　この典侍を宮仕えに採用したのは、他でもない母である。おおかた、厳しいお目付役がいれば、さすがの桜子も台盤所に立ちはしないと思ったのだろう。

（母様は、最初から、料理を諦あきらめさせるつもりだったのね）

　しかしながら、宮中料理がこの国で作られる食事の見本であることは事実だ。

　唐とうの料理を認めてもらうために入内した桜子が、あっさり諦めるわけはない。

「分かったわ。頼たよりになる典侍がそこまで言うのだから、料理は下の者に任せましょう」

　物分かりのいい娘むすめを演じると、典侍は、ほっと胸を撫なで下ろした。彼女はいくら左大臣家の北の方を立てたくても、上の位階にいる桜子に命令されれば逆らえないという難しい立場にいる。

（ちょっと胸が痛むけど……）

　桜子は脇きよう息そくに寄りかかり、持ち上げた檜ひ扇おうぎの陰かげでわざとあくびをした。

「ふわあ。今日は朝から気を張っていて疲つかれちゃった。少し眠ねむってもいい？」

「では、目め隠かくしに几き帳ちようを立てさせましょう。わたくしは塗ぬり籠ごめで唐櫃を整えて参りますので、ご用がありましたら通りがかった者にお声がけを。東宮様との顔合わせは明日になりますから、本日はごゆっくりお過ごしください」

「ええ。ありがとう」

　目を閉じると、几帳を立てかけた女房と典侍の足音が遠ざかっていく。

　小こ雨さめのような衣きぬ擦ずれが消えたのを見計らって、桜子は目ま蓋ぶたを開けた。

　几帳から顔を出して、そうっと辺りを窺うかがう。調度品が設しつらえられた母も屋やにも、御み簾すで隔てられた廂ひさしや簀すの子こ縁えんにも、人の気配はなかった。

（今のうちだわ！）

　桜子は十じゆう二に単ひとえから腕うでを抜ぬいて、着ていた形もそのままに衣の外へと脱だつ出しゆつした。

　夏に過ごしやすいように風通しよく作られた屋敷は、絹の単衣ひとえに緋ひ色いろの袴はかま姿では寒すぎたので、手近にあった衣を引っかけて廊ろうへと飛び出す。

「ここの台盤所に近づけないのなら、他の殿舎を使うまでよ」

　七殿五舎のうち、埋うまっているのは麗景殿を含ふくめて六つだけ。

　それ以外の殿舎は、主を持たない空の屋敷だと聞いている。

　麗景殿の北にある宣せん耀よう殿でんには右大臣家から入内した姫が、西の弘こ徽き殿でんには帝の妃である中宮がいるので、桜子は東を目指して歩いて行った。殿舎同士は、渡わた殿どのと呼ばれる渡わたり廊ろう下かで繫つながっていて、わざわざ庭に下りなくても一いち巡じゆんできるのだ。

　隣となりの殿舎へ渡ろうとした桜子は、遠くに人の姿が見えた気がして立ち止まった。

　先日から暖かい日が続いたせいか、啓けい蟄ちつも過ぎていないのに桜が乱れ咲さいている。

　目を凝こらすと、淡あわい花はな霞がすみごしの高こう欄らんに、一人の青年が片かた肘ひじをついてもたれかかっていた。

　まっすぐな鼻び梁りようとつんとした唇くちびるにかけての起き伏ふくが、貴き船ぶねや鞍くら馬まの山々を繫ぐ峰みねのように形良い。桜を見上げる切れ長の瞳ひとみは、どこか達観したように冷めきっていた。

　手て酌じやくで酒をあおる彼かれは、膳ぜんに手を伸のばして何かを口に入れる。

　唇からこぼれて、ひらひらと舞まい落ちる一欠片かけらに、桜子は釘くぎ付づけになった。

　──花びら？

　膳に盛られていたのは料理ではなく、白梅や黄色の山やま吹ぶき、赤椿つばきといった春の花々だった。奇き妙みようなことに、青年は、それらを口に運んでは、ろくに嚙かまずに酒で流し込んでいく。

（どうして花なんて食べてるのかしら。まさか、花の精だったり？）

　立ったままで夢でも見ているのだろうかと、桜子は額に手を当てた。

　思い返せば、朝から重たい十二単を着付けられ、両親への別れの挨あい拶さつをこなし、動きの激しい輦に揺ゆられ、内裏に入ってからは儀ぎ式しきが続いて、心安まる時がなかった。

　体力は旺おう盛せいな方だが、気づかないうちに消しよう耗もうしていたのかもしれない。

「こんな調子で、ここでやっていけるかな……」

「あらぁ、桜子さまのお姿がないわぁ」

　母屋の方から聞こえた女房の声に、桜子は、はっと我に返った。高欄を見ると、青年の姿は膳ごと消えていた。あとに残るのは、季節外れの花ばかり。

「……なんだったのかしら……」

　狐きつねにつままれた気分で呆ほうけていると、女房が再び呼んだ。

「かくれんぼですかぁ、桜子さまぁ」

「はいはい！　すぐに行くわ！」

　桜子は大急ぎで母屋へと戻もどったが、待ち構えていた典侍に「勝手に出歩いてはなりません」と叱しかられたのは言うまでもない。




　その日の夕方に出された食事は、やはりおいしくなかった。半分も食べずに下げさせてぼんやりと唐の料理に思いを馳はせていると、典侍が鬼おにのような形相で駆かけ込んでくる。

「桜子様、すぐにご準備を！　東宮様がお越こしになります！」

「へ……。ちょっと、何っ!?」

　桜子は、わらわらと集まってきた女房によって湯ゆ殿どのに連れて行かれ、ぬるいお湯で体を清められた。寝ね間ま着きの白袴は、やけにゆったりと結ばれた。着き崩くずれしないように、ぎっちり締しめ上げられた今朝とはえらい違ちがいだ。

　母屋へ戻ると、昼間は使われていなかった香こう炉ろが、せっせと甘あまい煙けむりを吐はき出している。

　寝しん所じよである御み帳ちよう台だいには朽くち木き文様の白い帳とばりが下ろされて、そばには普ふ段だんは使わない掛かけ布ぶ団とんの用意までしてあった。

（こ、ここ、これって……まさか！）

　我わが身に迫せまる危機に気づいた桜子は、青くなって後ずさった。

「婚儀はまだでしょう!?」

「婚儀というのはいわゆる儀式。夫ふう婦ふの関係は、顔合わせより始まります。東宮様は、桜子様の顔を早く見たいと、明日まで待てずにお越しになるのですから、すぐにお帰りになることはありますまい。桜子様も『もうこちとら準備万ばん端たん、いつでも来やがれ、こんちくしょう！』と覚悟を決めて、まな板の上の鯉こいにおなりなさいませ。これこそ、宮中で女性が幸せに過ごす心得でございます」

「捌さばかれるのを大人しく待つなんて正気じゃないわ！　というか、典侍の言う宮中での心得って、何がどうしてそう乙女おとめ心を無視した仕様になっているの!?」

　震ふるえる指を突きつけると、典侍は懐ふところから抜いた赤い蝙かわ蝠ほり扇おうぎを開いた。

「語れば長くなりますが。わたくしは内侍司で働いていたその昔、この蝙蝠を振りかざして女官を取りまとめる様から『紅くれないのスケ』との異名を賜たまわっておりました。宮中の女社会は弱肉強食。ここで生き抜くには、これくらい達観せねば務まりません」

「宮中って、そんな殺さつ伐ばつとした世界なの……」

　どん引きしていると、訪おとずれた先さき触ぶれが「東宮様、お成り」と告げた。

「もう来ちゃったの!?」

　もはや心の準備どころか、逃にげ隠れる暇ひまもない。

　桃もも色いろの袿うちきを肩かたにかけられた桜子は、持たされた檜扇に顔をうずめた。

　唐の料理を認められたい一心で入内してしまったが、名目は東宮の妃になるため。いつかこうなることは頭の隅すみで分かっていたはずなのに、泣きたいくらい心細かった。

　桜子の心など露つゆ知らず、手て燭しよくを掲かかげた東宮の行列は粛しゆく々しゆくと進んでくる。太た刀ちと下さげ緒おが擦すれる、しゃんしゃんという音が近づくにつれて、桜子の緊きん張ちようは強くなっていく。

（東宮様は冷れい酷こくな狼と呼ばれているのよね。出会い頭がしらに斬きられたりしないかしら……）

　不安に耐たえかねて一行を盗ぬすみ見た桜子は、あんぐりと口を開けた。

　──花の精だわ！

　武官に前後を挟はさまれて現われたのは、桜の花霞ごしに見た青年だった。

　昼間よりも幾いく分ぶんか人間らしく見えるのは、感情が表に出ているからだろう。柳やなぎのような眉はひそめられ、唇は不ふ機き嫌げんそうに横一文字に引かれている。

　ばちりと視線が合った気がして、桜子は顔を伏ふせた。

　美しい。それだけではなく、なんだか恐おそろしい人だ。

　切れ長の目は、高名な刀かたな鍛か冶じが打った刃は物もののように鋭するどく、見られるだけで背筋が凍こおる。

　足を止めて一呼吸おいた東宮は、畳たたまれていた寝しん具ぐに目をやった。

「準備がいいことだ。左大臣も、右大臣も、娘を差し出せば、俺おれを操あやつれると思っているらしいな」

（え……？）

　不ふ穏おんな言葉に顔を上げると、東宮は、尊大とも言える目つきで桜子を見下ろしていた。

「どんな甘かん言げんに騙だまされて入内してきたのかは知らないが、俺は、誰だれも愛さない。ここへ来ることも二度とない。残念だったな」

　顔合わせには相応ふさわしくない台詞せりふを吐はかれて、桜子は怒おこるより戸と惑まどった。

（誰も愛さないって……。入内話は、東宮様が望んだものではなかったということ？）

　可能性はある。入内の宣せん旨じは帝から賜るものだ。妃が増えない息むす子こを心配した帝が、東宮の意向を確かめないまま、桜子の入内を推おし進めたのかもしれない。

「富だけは約束されたこの場所で、せいぜい孤こ独どくを、編んで、いろ──」

　東宮の体がふらりと傾かしいだので、桜子は扇おうぎを手放して駆け寄った。

「どうなさったの!?」

　肩に寄りかからせて支えると、東宮は直衣のうしを通しても分かるくらいに瘦やせ細っていた。

　薄うすい胸むな板いたから響ひびいてくる鼓こ動どうは、とくんとくんと力ない。

　大だい丈じよう夫ぶかと顔を覗のぞき込んだその時、閉じられていた東宮の目蓋がぱっと開いた。

「触さわるな！」

「きゃっ」

　強く肩を押された桜子は、その場に座すわり込んだ。東宮は、気を失うまいと口が引きつるほど歯を嚙みしめて、危なっかしい足どりで来た道を戻り始める。

　手を貸そうとした従者を振り払はらい、誰の助けも借りずに前へと進む姿は、冷酷な狼というよりは手負いの獣けもののように見えた。

「……どうして、あんなにお瘦せになっているのかしら……」

　市し井せいには貧しくて食べられない民たみもいるがここは内裏だ。飢うえとは無む縁えんの場所である。

　困こん惑わくする桜子に向かって、重そうな太刀を下げた従者が片膝をついた。

「某それがしは、東宮の護衛を務める帯刀たちはきと申します。主にお手を貸してくださり、ありがとうございました」

「床ゆかに倒たおれ込んでしまわなくてよかったですわ。東宮様は、ずいぶんお瘦せになっているようでしたけど、ご病気でもされているのですか？」

「……少々、食が細いだけでございます」

　帯刀は、含がん蓄ちくあるような口調で答えてから、すっと視線を上げた。

「本来ならば、明日が正式な顔合わせです。入内してきた姫君と東宮様が挨拶もしないとなれば、左大臣家に泥どろを塗るようなものですので、期日通りに行うべきかと存じます。しかし、女御殿が主を恐ろしいとお思いでしたら延期いたします。どうされますか？」

「そうですね……」

　再びあの殺気に当てられると思うと、桜子の腰こしの辺りから力が抜ける。

　東宮は、怖こわい。けれど桜子は、倒れるほど瘦せ細った人を放ってはおけなかった。

「顔合わせに来てほしいです。いくら食が細いといっても、あそこまでお瘦せになっているのは心配ですわ。私から、もっと食べてくださるように説得してみます」

　どうせ嫌きらわれているなら憎にくまれ役を買って出ようとする桜子に、帯刀は深く頭こうべを垂れた。

「お気き遣づかいに感謝いたします。背負ってでも主を連れてきますので、明日までお待ちを」
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　翌日、朝の支し度たくを終えた桜子は、梨なし壺つぼに繫がる透すき渡わた殿どのに腰を下ろしていた。

　東宮は、麗景殿の東隣に位置する昭陽舎で暮らしている。壺庭に梨の木があることから梨壺という通つう称しようで呼ばれており、代々の東宮が住む殿舎だという。

　通りがかった女房が驚おどろいた顔をしたが、東宮に嫌われて落ち込んでいると思ったようで、挨拶もせずに戻っていった。

　高欄を見つめていると、太陽が輝かがやく四ツ半頃になって、ようやく花膳を持った東宮が現われた。昨日と同じ位置に座り、花びらを口に運んでは酒で流し込む。同じ動作を気だるげに繰くり返す様子は、蜜みつの甘さも、酒の辛からみも感じていないようだ。

　好き好んで花と酒だけを口にしているようには、とうてい見えなかった。

（食が細い理由は分からないけど、このままではまた倒れてしまうわ）

　桜子は、すっくと立ち上がって麗景殿の母屋に戻った。

　典侍に怪あやしまれないように午後まで大人しく座っていて、彼女が顔合わせの段取りのためにそばを離はなれたのを見計らって立ち上がる。

　廻かい廊ろうを通って裏手に向かった桜子は、途と中ちゆうで袿を脱ぬぎ捨すてて、夕食作りの準備を始めていた台盤所に飛び込んだ。

「ご苦労さま。少しの間、私に料理を作らせてくれない？」

　声をかけると、桶おけに溜ためた水で野菜を洗っていた少女が慌あわてた。

「台盤所での仕事は、姫様がやることではないですよ！　必要なら、膳司のあたしたちがお作りしますから、食べたいものをおっしゃってください！」

　もしも桜子が姫らしかったなら、ここで「では、なにそれを作りなさい」とでも命じたのかもしれない。けれど、桜子はどうしても自分で作りたかった。

「私にやらせて。自分で食べるためではなくて、東宮様のためなの」

　やんごとなき名前を出すと、台盤所で働く者たちは、戸惑いつつも下がらざるを得なかった。桜子は繻しゆ子す紐ひもで髪かみをまとめながら、台の上に準備された食材を確かく認にんする。

　竹を編んで作った笊ざるの上に、灰あ汁く抜きしたふきのとうが積み上がっている。

　皿には、小麦粉を水で練って作った皮に刻み肉を包んだ、餛こん飩とんという唐とう菓が子しの作りかけがあった。あとは茹ゆでれば完成といった段階だ。

（この材料で、おいしく作れそうなものは──）

　桜子は、今まで作った料理を思い浮かべながら、結ゆった髪を背中に払い落とした。

（あれだわ！）

　チリンと鈴すずが鳴ったのを合図に、乾かわいた昆こん布ぶを手に取る。それを鍋なべに汲くんだ水に沈しずめて、沸ふつ騰とうする直前まで火にかけ、旨うま味みたっぷりの出だ汁しを取った。

　出汁が取れたら昆布を取り除いて、塩と醬しよう油ゆで味を調ととのえたあと、ふきのとうと餛飩を入れて弱火で煮に込こんでいく。

　これは、唐でよく食べられる麵めん料理を参考にしている。

　本来は、水で練った小麦粉を茹ゆでて、味付けした汁しるに浸ひたした料理だ。

　朱塗りの匙さじで味見すると、味は淡たん泊ぱくながら、出汁の旨味がしっかりと感じられた。つるりと透き通った餛飩は喉のどごし良く、肉の甘みが山菜特有の苦みと調和している。

（これなら、きっと東宮様だって食べてくださるわ）

　角材が等とう間かん隔かくに並べられた連れん子じ窓まどから外を見ると、太陽は傾かたむき始めていた。

　桜子は、料理を底の深い器うつわによそって蓋ふたをかけ、母屋へと急いだ。

　ようやく戻ってきた桜子を、典侍はお目付役らしく叱り飛ばす。

「桜子様、湯浴みもせずにどこへ行っておいででした！　もう先触れが来ております！」

「分かってるわ。急いで着物を調ととのえてくれる？」

　女房たちに袿を着せられた桜子は、昨日と同じように、従者に前後を挟まれて歩いてきた東宮に向かって頭を下げた。廂に腰を下ろした典侍は、張はり詰つめた声で告げる。

「麗景殿の女御、桜子にございます」

　大勢の人間がいるのに、水を打ったように静かだった。

　東宮は、再び倒れるのではないかと不安げな空気を割って、桜子に近づいてくる。

　伏せた視界の端はしに瑠る璃り紺こんの裾すそが見えたところで、桜子は、すっと顔を上げた。

「お待ちしておりました、我が君」

　正々堂々と出で迎むかえると、東宮は、虚きよを衝つかれた表情で足を止めた。

「顔合わせに来い、と帯刀に告げたそうだな。俺に向かって、何様のつもりだ？」

　昨日よりも冷れい淡たんな態度を向けられて、桜子は物もの怖おじしそうになった。しかし、それでは彼の思うままだと心に活を入れて、長い袖そでに隠していた器を取り出す。

「お話の前に、これを。私が作った料理でございます」

　蓋を取ると、溜まっていた湯気が浮かび上がり、作りたての料理特有のほっこりとした匂においが立ちこめる。この温かみには、誰だって素す直なおにならざるを得ない。

　お腹なかがすいていると体は冷える。瘦せた体は熱を保ちにくいから、冷酷と称しようされる東宮も温かいものが恋しいはずだった。

「どうぞ、お召めし上がりください」

　桜子は、両手で抱かかえ上げるようにして、器を東宮に差し出したが──

「っ、やめろ！」

　すげなくはたき落とされてしまった。

「え……」

　空を舞った器はやけにゆっくりと動いて見えた。しかし実際は、落ちざまにひっくり返り、板の間に料理が飛び散るまで、瞬まばたきをする間もなかった。

　呆ぼう然ぜんとする桜子から、東宮は、ばつが悪そうに顔を逸そらす。

「俺は花と酒で事足りる。余計なことをするな」

　料理をひっくり返したことを謝あやまりもしない。勝手に料理を作ったのは桜子だが、だからといってこんな仕打ちをされる覚えはなかった。

「足りていないから倒れたんでしょう。そんなに意地を張りたいなら、周りの人に心配をかけないくらい健康になってから言ってください！」

　叱りつけられたのが屈くつ辱じよくだったのか、東宮は、ぎりっと奥おく歯ばを嚙みしめた。

　桜子は、荒あらっぽい手つきで衿えりを摑つかまれ、膝が床から浮くほど強く引き上げられる。

「貴様に、何が分かる──」

　桜子の視界いっぱいに映った東宮は、氷のようだと謳うたわれた瞳を見開いて、憤ふん怒ぬの表情を浮かべていた。

　首筋にひやりとした感かん触しよくがあって視線を下げると、東宮が抜いた太刀が、今にも肌を切り裂さきそうな位置に当てられている。

「っ！」

　動けば、切れる。殺される。

　固まる桜子に、東宮は、地を這はうような低音で告げる。

「どうせ不ま味ずい宮中料理など食う価値がない。いっそ花でも喰って生きた方がましだ。首を飛ばされたくなければ、二度と余計な世話を焼くな」

　ぱっと衿を放されて、へなへなと座り込んだ桜子は、気づかないうちに止めていた息を吐き出した。息を吐ききると、恐きよう怖ふが胃の辺りをせり上がってくる。
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（なんて恐ろしい人なの……）

　悲しいことに、これから桜子は彼を夫として敬っていかなければならない。

　母に言われたように、たとえ相手が狼でも尽つくしていかなければならない。

　辛つらくなって俯うつむくと、直衣の袖から出た、骨張った指が目についた。

　──震えてる。

　態度とは裏腹に、東宮の手は、まるで自分が脅おどされたように小刻みに揺れていた。

　なぜ彼が怯おびえているのか、桜子には分からない。

　今度は本気で斬られるかと思うと、尋たずねるのもはばかられた。

　見ないふりを通せばいい。そう分かっているのに、一人寂さびしく花と酒を口に運んでいた東宮の姿が、桜子の脳のう裏りから離れてくれない。

（東宮様に、きちんと食事を取っていただきたいわ）

　しかし、桜子が料理を作って出したところで、東宮は口に入れる前にはたき落としてしまう……。

　悩なやんでいると、着ている袿に描えがかれた桜の花が目に飛び込んできた。

（そういえば、高欄にもたれかかった東宮様は、花びらを召し上がっていたわ……）

　それなら、と顔を上げた桜子は、太刀を鞘さやに収めた東宮の腕を摑んだ。

「花なら、食べてくださるんですね？」

　東宮は、反論されると思っていなかったらしく、不ふ愉ゆ快かいそうに片かた眉まゆを上げた。

「そうだ。何度も同じことを言わせるな」

「分かりまし──たっ!!」

　桜子は、東宮の腕を全力で引っ張った。反動で立ち上がると、入れ替かわるように床に膝をついた東宮が、ぎょっとした表情で見上げてくる。

「き、さまっ！」

「座って、待っていてください。典侍、東宮様を引き留めておいてね！」

　颯さつ爽そうと体を翻ひるがえした桜子を見て、典侍が声を上ずらせた。

「桜子様、どこに行かれるのですっ!?」

「決まっているでしょう、台盤所よ！」

　桜子は、二に階かい厨ず子しに載せていた美び食しよく譜ふを摑み、台盤所まで脇わき目めも振らずに走り抜けた。

　息を切らして主人が戻ってきたので、使用人たちは騒そう然ぜんとなる。

「まだ竈かまどに火は残っているわね？　鍋をかけて、さっき取った出汁を沸わかして！」

　桜子はてきぱきと指示を飛ばしながら、重ねた袿を脱ぎ捨てた。長い袖をまとめるようにたすきに掛けて左側で蝶ちよう々ちように結び、前に下りていた髪を後ろに流す。

　鈴がチリンと鳴ったのを合図に、美食譜をしゅるりと開いた。

　目当ての料理は、端から二尺半ほどの位置にあった。

　桜子は分量にさっと目を通して、隅に置いてあった食材籠かごを見る。

「葱ねぎと卵、両方ともあるわね。炊たいた飯いいは準備できるかしら？」

「強こわ飯いいでよろしければ、ここにあります！」

　膳司の少女が開けてくれた折おり櫃うずには、冷めた白しろ飯めしが入れられていた。

「ありがとう、使わせてもらうわ！」

　桜子は、飯のべたつきを水で洗い落としてから、温まった出汁に入れた。

　そこに包丁で手早く刻んだ葱を加える。出汁の中で米こめ粒つぶが上下に対流しだしたのを確認した桜子は、割った卵を溶ときほぐしながら壁かべ際ぎわに下がっていた少女を呼んだ。

「そこにいるあなた、名は？」

「あたしですか？　小こ波なみと言います、姫様」

「小波さんね。少し手伝ってくれないかしら。竈の中に砂をかけてほしいの」

　すると、小波は困り顔で鍋を覗いた。青い葱は、まだ生なま煮にえだ。

「姫様の料理は途中に見えますけど、炎ほのおを消してしまうんですか？」

「このままでは火力が強すぎるの。弱める程度にお願い」

「分かりました！」

　元気に答えた小波は、竈のそばに山盛りになった砂を火ひ口ぐちへと投げ入れた。

　二度、三度と砂をかけると、めらめらと盛っていた炎は、次し第だいに小さくなる。

「このぐらいでいいですか？」

「ええ、ちょうどいい火加減だわ」

　煮え立ちが落ち着いた水面に点を描くように卵らん液えきを落としていくと、小指の先ほどの大きさに固まった玉子がふわふわと浮き上がってくる。

「卵は熱を加えると固まる性質があるんだけど、ぐらぐらと沸騰した状態の汁に入れると固まるより湯の動きが速くて白はく濁だくしてしまうの。小波さんが炎を弱めてくれたおかげで上う手まくいったわ」

　褒ほめられた小波は喜んだが、他の使用人たちは複雑な表情をしていた。殿舎の主人を台盤所に立たせて、あとで自分たちが叱られないか不安になってしまったようだ。

「あなたたちにお咎とがめはないから安心して。私は、自分で作りたかったから料理をしたの。台盤所を二度も使わせてくれて、本当にありがとう！」

　桜子は、完成した料理を器によそって蓋をかけると、匙を指に挟んで母屋に戻った。

　ようやく姿を見せた桜子に、典侍は物言いたげな表情を向けてくる。彼女に引き留めてもらった東宮は、母屋の中央に敷しかれた畳たたみに腰を下ろして殺気を振りまいていた。

「お待たせしました！」

　桜子は東宮の真正面に座り、器をずいっと出した。

「どうぞ、開けてみてください！」

　東宮は、怪け訝げんそうにしながらも蓋を持ち上げた。

　すると、出汁のきいた匂いが白い湯気に乗って広がった。

「これは……」

　葱の合間に浮かぶ玉子が、青い池に咲いた蓮れん華げの花のように見えるこれは、味付けされた粥かゆだ。粥といっても、京の都で食べられているような喉に張りつくものとは違って、口当たりがさらりとして食べやすい唐の料理である。

　顔をしかめた東宮を見た典侍と帯刀は、それぞれに声をかけてきた。

「女御殿、そんな怪しげな料理を出されては困ります」

「そうでございます。お下げくださいませ、桜子様」

　周囲の者が神経質になる一方で、東宮は見慣れない料理に惹ひきつけられていた。

　持ち上げた器に顔を近づけて、出汁の香かおりを吸すい込む。

「いい匂いがする……」

「一口、食べてみませんか？」

　桜子が勧すすめると、はっと我に返った東宮は、器を置いて横を向いた。

「いくら見た目が花のようでも、これは料理ではないか。俺は、得体の知れないものを口に入れたりするほど愚おろかでは──」

　文句を聞き流しながら、桜子は、白木の匙で玉子粥を一口分掬すくい上げた。

「東宮様、こちらを向いてください」

「──いったいなん、だっ!?」

　あ、の形に開いた口に、粥をひょいと放り込んで、匙を引き抜く。

　粥を入れられた東宮は、口元に手を当てて絶句した。周囲の者は、室のどこかに叫さけび出すための弁があったかのように、いっせいに絶ぜつ叫きようした。

「なんてことをなさったのです、桜子様────っ！」

「主っ、吐き出してください、すぐに！」

　中でも、典侍と帯刀の慌てっぷりは群を抜いていた。片や、赤い蝙蝠を投げつけようとするし、もう片方は、取り出した懐かい紙しのほとんどを床に落としてしまう。

　二人とも、まさか桜子が東宮を騙し討うちにするとは思っていなかったのだろう。

（だって、こうでもしなければ、東宮様は口に入れてくださらないわ）

　桜子は開き直った。東宮のためを考えて、徹てつ底てい的てきに憎まれ役になると決めたのだ。

　料理を作り、それを口に入れてもらうまでが、作り手である桜子の領分。

　いきなり放り込まれた粥を吐き出すか飲み込むかは、東宮の自由だ。

　東宮は口を片手で押さえたまま、もう片方の手で懐を漁あさっている。

　懐紙を取り出して吐き出すつもりのようだったが、そのうちに眉み間けんから皺しわが消えた。

　何かに気づいたように表情が緩ゆるみ、体のこわばりも解けて、最後に、こくりと喉が動く。

「……おいしい……」

　東宮は、ぱちぱちと瞬きしながら、粥が通っていった喉の辺りをさする。

「この粥は味がする……。塩気だけではなく、昆布の風味がついているのか」

　小声で呟つぶやくと、誰に強制されるでもなく匙を手にとって、次の一口を食べる。

　次も、またその次も、東宮の口に吸い込まれていく。

　器の中身が減るごとに、東宮の目には、殺気とは違う清せい浄じような光が宿っていった。

「おいしいですか？」

「あ、ああ……」

　桜子が微笑ほほえみかけると、東宮は、決まり悪そうな顔で匙を置いた。女御が料理を作れるのはおかしいと気づいたらしく、細めた目で桜子を窺ってくる。

「この料理は、お前が一人で作ったのか？」

「はい。私は、料理が得意なのですわ」

　答えた桜子は、両手を床について頭を下げた。

「突とつ然ぜん、料理を口に押し込むような真ま似ねをして申し訳ありませんでした。東宮様に、何かしら口にしていただきたい一心からしたことです」

　実際に食べてみなければ、料理が美う味まいか不味いかは分からない。

　桜子は、宮中料理を嫌うあまり食事を遠ざけていた東宮に、おいしい料理も存在すると伝えたかった。

「お怒りでしたら、私を罰ばつしてください。それくらいのことをしましたわ」

　顔を上げると、東宮は「いや……」と言いよどんで床を見た。

　先ほど彼がひっくり返した料理は、すっかり掃そう除じされている。

「先ほどは、お前の料理をはね除のけて悪かった」

　そう言われて、桜子は驚いた。冷酷な狼が謝るとは思っていなかったのだ。

「いいえ！　私がお出しするのが唐とう突とつでしたから、気になさらないでください。家でも母に怒られていたんです。思いつきで台盤所に立って、使用人たちを驚かすなって」

　照れ笑いを浮かべれば、東宮は何か思うことがあったらしく顎あご先さきに手を当てた。

「おい、お前、俺の料理番になれ」

「料理番ですか？」

　東宮からの思わぬ申し出に、桜子の心は大きく動いた。

　昨日は二度と会わないとまで言っていた東宮が自ら誘さそいを持ちかけるなんて、心から桜子の料理を気に入らなければあり得ない展開だろう。

　作った料理を誰にも食べてもらえないと嘆なげいてきた桜子が断るはずはなかった。

「お望みとあらば──」

　喜んで引き受けようとした時、後ろから、ごほん、とわざとらしい咳せきが聞こえた。

　なんだろうと思って振ふり向くと、口元に拳こぶしを当てた典侍が「断らねえと、どうなるか分かってんだろうな、あぁ!?」と言わんばかりに目を光らせている。

（これが、紅のスケの迫はく力りよく！）

　身ぶるいしながら視線を戻すと、すぐ目の前に瑠璃紺が広がっていた。

「引き受けないと言うのなら──」

　細くしなやかな指先が、桜子の顎先をくいっと持ち上げる。

　東宮は、上半身を倒して桜子の顔を覗き込むと、本気が伺うかがえる声で一言。

「──代わりに、お前を食べる」と告げた。

「っ、やります！　私、東宮様の料理番になりますっ!!」

　桜子は、反射的に答えた。

　そうしなければ、喉元に嚙みつかれるような気がした。

　色良い返事が聞けた東宮は、桜子から手を引いてのっそりと起き上がる。

「では、明日の夕食から頼む。作る料理の味付けは問わない。お前が好きなように腕を振るえ」

　端たん的てきに言い残して、東宮は梨壺に帰って行った。

　しゃなりしゃなりと、花の精のように優ゆう雅がな、けれど、しっかりした足どりで。

「女御殿、あなたは某どもの恩人ですよ！」

　駆け寄ってきたのは帯刀だった。大きな体に似合わず、目には涙なみだを浮かべている。

「今まで料理を口にしてくださらなかったのが噓うそのようだ！　面めん妖ような見た目の料理でしたが、主が料理番に乞こうほどとは、さぞやおいしいのでしょうね」

「面妖だけど、おいしそう……。本当にそう思う？」

「はっ。たしかに、そう見えました」

　素直な感想を聞いて、桜子は実家で受けていた扱あつかいとの差を感じた。

　左大臣家の使用人たちは、桜子がどれだけ「おいしい」と主張しても、見た目や香りが変わっていると恐れて、試食すらしてくれなかった。

　対して東宮の近きん侍じは、同じように感じつつも興味を持ってくれている。

（東宮様が食べてくださったおかげだわ）

　高貴な身分の人だから、普ふ通つうに食べるだけでもお墨すみ付つきになるのだ。彼に、唐由来の料理を気に入ってもらえたら、宮中で評判になって帝の耳にも入るだろう。

　つまり、立派に東宮の料理番を務めれば、帝に唐の料理を認めてもらう夢へ近づく。

「私、心を込めて東宮様に料理を作りますね。目指せ、偏へん食しよく脱だつ却きやく！」

　天に拳を突き上げた桜子は、肩を叩たたかれて振り返った。

　困り顔で手を宙に掲げた女房の後ろに、布で目元を押さえた典侍が立っている。

「桜子様、短い間でしたがお世話になりました。お暇いとまをいただきたく思います……」

　主が台盤所に立ったら宮仕えを辞める覚悟は本物だったらしい。

　桜子は焦あせった。典侍がいなければ、この宮中ではやっていけない。

「私が悪いのは分かっているけど、出て行かないでほしいの。これから、東宮様の料理番の仕事で忙いそがしくなるから、麗景殿を取り仕切るのは典侍しかいないわ。母様のことは、私が文ふみで説得するから、お願い！」

「ああ、桜子様！」

　感動した様子で駆け寄った典侍は、次の瞬しゆん間かんには、手にしていた布を桜子の胴どうに巻き、ぎりぎりと締め上げた。

「へ？」

「東宮様に生意気な口をきいたばかりか、料理を作る約束までして。結果的に気に入られたからいいものの、本当に斬られたらどうなさるおつもりだったのです！　これから一晩かけて、その向こう見ずな性格をたたき直して差し上げます!!」

「ひぇえ！　誰か、助けて……」

　桜子は、離れて様子を見ていた女房に手を伸ばしたが、彼女たちは、我が身可愛かわいさのあまり蜘く蛛もの子を散らすように逃げていったのだった。
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　夕食作りのため、梨なし壺つぼの台だい盤ばん所どころに出向こうと準備する桜さくら子こに、典侍ないしのすけは渋しぶい顔をした。

「他の殿でん舎しやの台盤所に立てば、良くない噂うわさが流れるかもしれません。桜子様が東とう宮ぐう様の料理番を引き受けたことは、信用できる者だけの秘密にしておくべき事こと柄がらでございます」

「典侍は用心深すぎるわよ。料理番を頼たのんできたのは他ならぬ東宮様なのだから、陰かげ口ぐちを言う人はいないと思うわ。それよりも、どんな襲かさね色目がいいか考えてくれない？」

　桜子は、紅や水色、菜の花色の袿うちきを持った女によう房ぼうたちに囲まれて、頭を悩なやませていた。

　女によう御ごの平服は、重ね袿に丈たけの短い小こ袿うちぎを合わせた小袿姿だ。桜子はその上に細ほそ長ながを着ることが多いが、どの格好も様々な色合いの衣ころもを衿えりや袖そで元から覗のぞかせることで、季節を表現したり礼節を示したりする。

　ちなみに、唐から衣ぎぬを羽織り、山折りのひだがついた裳もを腰こしに巻いた、いわゆる十じゆう二に単ひとえは最上級の正装にあたる。自分より位階が高い人間と対面する場合の格好なので、典侍をはじめとした上じよう﨟ろう女房は基本的にこの格好でいる。

　女御の桜子が十二単を身につける機会はそう多くないが、夕食を作るためとはいえ東宮がいる梨壺を訪おとずれるのだから、せめて移動中は十二単姿でなくてはならない。

「季節柄がらでいうなら五ご節せちから更衣ころもがえまでは、色数少ない花山やま吹ぶきや梅染め辺りが好まれるのよね。けれど今回は、梨壺を初めて訪れるのだから、紅や萌もえ黄ぎを重ねてより格式高くした方が好まれる気もするし……」

　おもむろに紅の唐衣に触ふれた桜子の手を、典侍は畳たたんだ蝙かわ蝠ほりでぴしりと押さえた。

「色合わせよりも重要なお話でございます。よくお聞きくださいませ。桜子様にひとたび悪い噂が立てば、左大臣家までも悪評にさらされる危険があります」

　内だい裏りの中での評判は、参さん内だいする人々の口を通じて都に伝っていく。噂の怖こわいところは、人口を介かいしていく間に、とんでもない尾おひれがついてしまうことだ。

「ただでさえ、左大臣様が失しつ脚きやくすれば有利に立てる人間は、虎こ視し眈たん々たんと桜子様のぼろが出るのを待っているのです。梨壺へおもむいての料理はお控ひかえくださいませ」

「典侍がそこまで言うのなら、私が通うのは諦あきらめた方がよさそうね」

　やむなく東宮には、夕食のたびに麗れい景けい殿でんへ通ってもらうことになった。




　軽装になって台盤所に立った桜子は、美び食しよく譜ふを広げながら昨晩のことを思い出す。

　花しか食べない東宮が、桜子が作った料理を口に入れて、それまで険しかった表情がふわりと緩ゆるんだ時。

（嬉うれしかったな……）

　東宮の「おいしい」という一言がよみがえって、自然と顔がにやけてしまう。

　文字数にして四つの、たった一声。

　けれど、それは祭りで奏かなでられるお囃はや子しのように心を高こう揚ようさせるものだった。

　桜子は、すっかりやる気をかき立てられて次の献こん立だてを考える。

　美食譜には、前菜から主菜、甘かん味みまで、様々な料理の作り方が百ほど記されている。

　味付けの仕方も、塩気のあるもの、甘あまいもの、苦いもの、辛からいものと多た岐きにわたるので、彼かれの嗜し好こうが分かればいくらでも合わせられるだろう。

「できれば旬しゆんの食材を使って、それぞれの味の違ちがいを知ってもらいたいわ。長くお花とお酒しか口にしていなかったのなら、あっさりした味付けから少しずつ慣らして──」

「申し」

　突とつ然ぜんに話しかけられて、桜子は目を丸くした。

　見れば、邸てい内ないに繫つながる戸口に、三十代くらいの見慣れない男性が立っていた。

　背せ丈たけは、桜子の父より一尺ほど高いだろうか。この国ではまだ珍めずらしい眼鏡をかけ、立たて烏え帽ぼ子しを被かぶった髪かみには後おくれ毛げの一つもなく、糊のりがきいた白い直衣のうしはこざっぱりとしている。

「昨晩、東宮様がここで作られた料理をお召めしになったと、梨壺の春とう宮ぐう坊ぼうから報しらせがありましたが、事実でしょうか？」

「玉たま子ご粥がゆのことですね。おっしゃる通り、ここで作られたものです。あなたは？」

　巻物をするすると巻き上げる桜子に、男性は物もの腰ごし穏おだやかに答える。

「申し遅おくれました。私は、内ない膳ぜん司しという部署で別当をしている安曇あずみ忠ただ成なりと申します。内膳司とは、帝みかどや東宮様に出す宮中料理を作っている部署で、各殿舎で料理をする刀と自じや膳司かしわでのつかさも私たちの調理法や盛り付け方にならっているのですよ」

「宮中料理を監かん督とくしているところなんですね。そちらの別当というと……」

「長か官みです」

　大物の登場に、桜子は気が遠くなりかけた。長官というと、各部署の頂点に立つ人物である。内膳司の別当ということは、つまり忠成は、宮中料理の守り人だ。

「東宮様が召し上がった料理は、内膳司の方にお教えするほど立派なものではありませんわ！」

　慌あわてふためく桜子に、忠成は「とても興味深いものですよ」と眼鏡を光らせた。

「花喰くう東宮様が料理をお気に召すことなど滅めつ多たにありません。内膳司としては、東宮様がどういった料理なら食べてくださるのか、把は握あくしておきたいのです」

　東宮が口にしてくれたおかげで、内膳司まで興味を持ってくれるとは。

　桜子は嬉しく思いながら、身み振ぶり手て振ぶりをつけて説明する。

「東宮様が召し上がったのは、葱ねぎをたっぷり入れた玉子粥です。ふわふわした玉子が、池に咲さいた蓮れん華げの花のように見えるんですよ。出だ汁しの風味を生かした味付けを気に入っていただけて、とても光栄でしたわ」

「ほう。ということは、あなたが作ったのですね？」

「！」

　墓ぼ穴けつを掘ほった。桜子が自ら台盤所に立っていることは、秘密にしようと決めたばかりだったのに。桜子はたじたじと冷ひや汗あせをかくが、忠成の追及の手は止まらない。

「膳司にしては、高貴な雰ふん囲い気きの方だと思っておりました。身につけているものも上等ですね。天てん井じように煙けむ出だしがあるとはいえ、竈かまどから上がる煤すすが着物をくすんだ色に変えてしまうので、台盤所では柄を織り出した布は着ないものなのに」

「そうなんですか!?」

　桜子は、鹿かの子こ柄が浮き織りになった白い単衣ひとえを見下ろした。実家にいた頃と同じく、地味な衣を選んだのだが、それでも使用人に化けるには上等すぎたようだ。

「手も荒あれてはいないようですね。もしや、あなたは、この麗景殿の──」

　正体を言い当てられそうになって桜子が身を固くした時、ふいに腕うでを引かれた。

「我わが姫ひめに何をしている？」

「東宮様！」

　体勢を崩くずした桜子を抱だきとめたのは、不ふ機き嫌げんそうな東宮だった。

　身につけた藍あい色いろの直衣は光こう沢たくが美しい紗さ綾や織おり。金の組くみ紐ひもで太た刀ちを佩はいており、折り目がきっちりついた灰色の指さし貫ぬきを合わせている。

　忠成は、いきなりの登場にも動どう揺ようすることなく頭を下げた。

「こちらで、東宮様の食事が作られたという報告があり参った次し第だいです。どうやら、作られたのはその女御殿のようですね。葱入りの玉子粥はお口に合いましたか？」

　忠成の洞どう察さつ力に、桜子は舌を巻いた。彼は少しの間に、桜子こそ東宮が口にした料理の作り手であり、さらに麗景殿の主人だと見み抜ぬいてしまった。

　肝きもを冷やす桜子とは違い、直ちよく截さいされた東宮は平然としている。

「ああ。この姫の料理は食が進む」

「では、誰だれかに強制されたわけではなく、ご自身で、女御殿を料理番にすると決められたのですね？」

　桜子が不安そうに見上げると、東宮は分かっていると言いたげに目で頷うなずいた。

「そうだ。料理番は俺おれの意思で頼んだこと。内膳司に口出しは許さない」

「口出しなど滅めつ相そうもありません。東宮様が健康になってくださることが何より重要です。それほどまでに女御殿の料理がお気に召したのでしたら、内膳司で預かっていた料理番の任は彼かの女じよにお任せいたします」

「では、去れ」
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　言われた通りに忠成が踵きびすを返かえしたので、桜子はとっさに呼びかけた。

「待ってください、忠成さん！　私が東宮様の料理番を引き受けていることは、秘密にしておいてもらえませんか。台盤所に立っていることが広まると困るんです！」

　懸けん命めいに訴うつたえると、足を止めた忠成は、眼鏡のつるを押し上げて一考する。

「そうですね……。内膳司としても、これが明るみに出れば、入じゆ内だいしてきた姫に料理番を奪うばわれるとは何事だと批判が集まりかねません。私は秘密にいたしますが、料理を食べた東宮様の御おん身みに異変があれば、誰が作ったのか衛え士じに調べられてしまいます。くれぐれも注意して調理にあたっていただきたいです」

「任せてください。責任を持って、東宮様の夕食作りを務めます」

　桜子が胸を張って答えると、微笑ほほえんだ忠成は丁てい寧ねいに腰を折った。

「東宮様の料理番、何とぞよろしくお願いいたします」

　忠成が台盤所を出て行くのを待って、東宮は、桜子を抱きとめていた腕を解いた。

「忠成は口の堅かたい男だ。約束した以上は、他言される心配はないだろう」

「それなら安心ですね。助けてくださってありがとうございました」

　桜子が頭を下げようとすると、東宮に片手で止められた。

「料理を作ってもらえなくなると俺が困るから割って入っただけだ。礼はいらない」

　素っ気なく告げた東宮は、眉まゆをひそめて鼻先に袖を差しかける。

「台盤所に入るのは久しぶりだが、こんな匂においがするところだったか？」

　一いつ般ぱん的に、台盤所は煤と水と食材が混ざり合ったような独特な匂においがするものだが、ここに限っては他にはない香かおりが漂ただよっている。

「ここ特有だと思いますわ。香りのもとをご覧になりますか？」

　桜子が手で示したのは、台盤所の最さい奥おうにある大おお棚だなだ。

　上中下の三段に区切られた棚には、父が集めた唐とうの食材がずらりと並んでいる。

　上段の手の平ほどの大きさのひょうたん壺には香こう辛しん料りようの粉末が、中段にある蓋ふたつきの白い陶とう器きには塩や砂糖といった顆か粒りゆうが入れられている。

　下段の樽たるは、味み噌そや醬しよう油ゆといった基本的な調味料をはじめ、植物の種からしぼり取った油など、空気に触れると長持ちしにくいものを大量にひとまとめにしてある。

　左大臣家では、香辛料や調味料は原料である実や枝ごと保管しているのだが、嵩かさ張ばって持ち運びしにくいので、いつでもさっと使える形に加工して内裏に運び入れたのだ。

「これらは、料理に味や香りをつける唐の食材です。上段のものは『香辛料』といって、独特な風味が強いので容器の外まで香ってくるのですわ。これらが充じゆう実じつしているおかげで、この都で手に入る食材でも、風味豊かなおいしい料理を作れるんですよ」

　そもそも唐の食文化は、この国のものとはかなり異なっている。

　あちらは、絹を運ぶことにより発達した絹の道シルクロードと呼ばれる交易路によって、様々な地域の食材が手に入る。

　当然、海を隔へだてた平安の都では、手に入らない食材も多い。それらを別の食材で代用した時、頼たよりになるのがこの香辛料や調味料だ。

　東宮は無言で大棚に近づいて、ひょうたん壺を一つ取り上げた。

「……お前は、いつ頃から料理を？」

「唐の料理に出会ったのが八つの時なので、八年前からですね。背が低かったので、味噌樽の蓋を踏ふみ台にしてやっと、竈に載のせた鍋なべを見下ろせたのを覚えています」

　ちょうど冬毛の君と出会い、ほんのりと色を帯びたような初はつ恋こいをした頃だ。幼き日の桜子は簡単な料理しか作れなかったけれど、小さいなりに必死だった。

「本当に変わった姫だな……」

　低く呟つぶやいた東宮は、新たに手に取った牡蠣油オイスターソースの小こ瓶びんを桜子に差し出した。

「料理を作る場面に立ち会わせてもらう」

「私はかまいませんが……。火を使うので、煙けむりが目にしみたり、お召し物が汚よごれたりしますわ。母も屋やで待っていただいた方がいいと思います」

「見たこともない食材を使うのだから、この目で安全を確かめたい。それに、誰かに見られないように見張りが必要だろう？」

　東宮は壁かべ際ぎわに積んでいた薪まきに腰を下ろして、地面に立てた太刀に両手を重ねた。探さぐるような視線は、桜子の一挙一動まで見み逃のがさないと言いたげだ。

　まるで不ふ審しん者しやのように扱あつかわれて、桜子はむっとしてしまった。

（嫌いやな感じだけど、東宮様にとって未知のものである唐の料理への意識を変えるためにはこれも必要なことだわ）

　割り切った桜子は、ぴりぴりした視線を感じながら美食譜を広げた。

　どんな料理を作ろうか考えだすと視線の痛さなど忘れてしまったけれど、東宮は桜子が料理を作り上げるまで、目を逸そらさずに観察し続けたのだった。




　完成した料理を膳ぜんに載せた桜子は、女房の手を借りて母屋へと運んだ。

　時刻は、夕食を食べる七ツ時前。まだ日があるので、庭の様子が見み渡わたせる。

　様々な野の花が咲く麗景殿の庭には、しだれ桜の木が一本ある。

　とはいえ、ようやく蕾つぼみがつき始めたばかりで花の盛さかりはまだ先だ。楽しめる花は、地面に生えている白い節分草くらいである。

　庭が見える母屋の廂ひさしには、二枚の畳たたみが間かん隔かくをあけて敷しいてあった。東宮の膳を運んだ女房は、向かって左手側の畳の前に置いた。自分の分を運んできた桜子は右手側に置く。

　手伝いの女房と入れ替かわるようにして、別の女房が二人がかりで東宮との間に立てる几き帳ちようを運んできた。

　女性が食事を取ることは『はしたないこと』とされているので、貴族の女性たちは男性の前では食べない。桜子の母は、父が食べる場に同席することはあっても自らが食す場面は見せなかったし、桜子も異性の前では味見以上の食事はしてこなかった。

「それでは東宮様。私は、こちら側に失礼いたします」

　桜子が立てられた几帳の陰かげに入ろうとすると、突然、腕を引かれた。

「ここにいろ」

　呼び止められて、桜子は息をのんだ。東宮の表情は、真に迫せまったものがある。

「ここに、って……？」

　問い返せば、東宮は、くだらないことを聞くなと言いたげに眉をひそめた。

「俺と共に食べろ、という意味だ。女だからといって、物もの陰かげに入ってこそこそ食べることはないだろう。料理についての話を聞くのに、几帳は邪じや魔まだ」

　どうやら東宮には、貴族の常識とは異なる持論があるらしい。

　戸と惑まどいつつも、それもそうかと納なつ得とくした桜子は、典侍を呼んで命じた。

「几帳を外して、人ひと払ばらいもお願いできる？」

「かしこまりました」

　几帳を下げてもらう間、桜子は、どきどきと脈打った胸を押さえていた。

　女房と典侍が一礼して別室へと下がると、桜子と東宮は二人きりになる。

「では、主な料理の説明からしますね。中央の蓋を取ってみてください」

　東宮が白磁の蓋を開けると、蒸むし上がったお月様色の卵らん液えきに、塩しお漬づけにした桜の花が一つ載っている。

「使った食材にこういったものはなかったはずだが、これはいったいなんだ？」

「卵を割るのは見ていらっしゃいましたよね。こちらは、それを溶ときほぐして作った『桜の茶ちや碗わん蒸むし』です。出汁で伸ばした卵液に、唐から渡ってきた砂糖という調味料でほんのり甘みをつけて、口くち溶どけよく熱してあります。唐の料理を参考にして作りました」

　美食譜には『燉とん鶏けい蛋たん』と記されている料理だ。

　卵は、京の都ではあまり食べられない食材だが、唐の料理にはよく使われる。

「具材は、海え老びと竹の子、鴨かも肉にく。東宮様が選んでくださった牡蠣油は、コクを深める隠かくし味として混ぜ込んであります。羮あつものは昆こん布ぶの澄すまし汁じる。香物こうのものは灰あ汁くを抜いたわらび。緑の葉で上下を挟はさんでいるのは、餅もち粉こを蜂はち蜜みつで丸めた椿つばき餅です」

　桜子が手の平で示しながら献立を解説すると、東宮はしみじみと呟いた。

「唐の料理は、食材をあるがまま盛った宮中料理とは、見た目から異なるのだな……」

　宮中料理は、都の貴族たちが食べている料理と同じく、蒸したり焼いたりした食材を皿に盛り、塩や酢すに浸ひたしながら口に入れるものだ。

　見た目はつまらないが、使われた食材は一目で分かる。それに比べて、一見すると何が使われているのか分からない桜子の料理は警けい戒かい心しんを抱かれやすい。

　東宮は、文句こそつけてこないものの、じっくりと料理を観察している。

「食べられそうですか？　無理でしたら残してください」

　桜子は気を回したつもりだったが、東宮の表情はさらにこわばってしまった。

「……毒は、絶対に入っていないと言えるか」

「毒、ですか？」

　食べ物の毒はおおまかに二種類あり、元から毒を含ふくんだ食材が原因のものと、食材の状態が悪くなったせいで発生した毒素が原因のものがある。

　毒きのこが前者、黴かびてしまった餅が後者、といった具合だ。

　夕食用の食材は、宮中での食材配分を行う大だい膳ぜん職しきから梨壺に届けられたものを麗景殿まで運んでもらったので、市の品よりも安全性は高い。

「大膳職が質の良いものを届けてくれたので、食材が傷いたんでいる心配はありませんわ」

「そうではない。ここでの毒は、盛られるものだ」

「盛られるって、料理に、ですか」

　さらりと言われた言葉が信じられなくて、桜子は目を見張ってしまった。

「ああ。お前が作っている最中は俺が見ていたから心配はないが、女房の手を借りて母屋に運んでいる間は目が届かなかった」

　桜子は、食事を拒きよ否ひしていた東宮が、なぜ料理する場面に同席したがるのか不可解に思っていたが、毒が入れられないか注視していたらしい。

　たしかに、器うつわに毒の汁しるを加えるなど、使われている食材とは関係ない部分から混入させる方法もあることにはある。しかし、桜子は懐かい疑ぎ的だった。

　麗景殿で働く女房たちは、桜子の母が厳しく選定した信しん頼らいできる者ばかりだからだ。

「私に仕える者たちは、そんなことはしないと思います、が……」

　説得しようと思ったが、入内してからこれまで桜子に出された宮中料理は、毒見されてから運ばれてくるので冷めきっていた。ここまで神経質になるほど宮中が危険なのだとしたら、危機感を覚えなければならないのは桜子の方だ。

「分かりました。こうしましょう」

　桜子は、自分用にと運んできた膳を、東宮の前に置かれた膳と取り替えた。

「もしも麗景殿の誰かが東宮様に毒を盛っていたなら、主である私が食べることになります。あなたの安全は、私が守りますから、安心してください」

　忠成にも宣言した通り、桜子は、東宮の食にまつわる全てを請うけ負おった。

　彼に安心して味わってもらうためなら、このくらいなんてことはない。

　東宮は、はっとした顔で桜子を見たが、表情にはまだ緊きん張ちようの色が残っている。

（他に、安心させられることはないかしら？）

　すぐにひらめいた桜子は、懐かい紙しに挟んで帯に差していた、朱しゆ塗ぬりの匙さじを引き抜いた。

「念のため、毒見もいたしましょうか。失礼いたします」

　一言断ってから、自分の前に置かれた料理に匙を入れる。

　蒸した卵液は雲を割さいているかのように抵てい抗こうがなく、掬すくい取とった一口分が持ち上げる動作に合わせてふるふると揺ゆれる。

　口に入れると、甘くて、なめらかで、舌の上でとろける。

「うーん、おいしい！」

　桜子は、落っこちそうになる頰ほおに手を当てて、身もだえした。

　味付けた卵液をただ加熱しただけでは、この味わいは出せない。

　調味してから漉こして、菜さい箸ばしを伝わせてそうっと器に注ぎ、弱火で時間をかけて蒸すことによって、繊せん細さいな口溶けが完成するのだ。卵液に気き泡ほうが入っていたり、強火で沸ふつ騰とうさせたりすると、すが立ってぼさぼさした口当たりになってしまう。

　桜子は、匙を片手に持ったまま、逆の手を開いたり閉じたりした。筋肉のこわばりや、しびれといった症しよう状じようは現われない。口と食道にも、むかつきや痛みは感じられなかった。

「私の体調からすると、毒は入っていませんわ。東宮様が食べるはずだった膳が無事なのですから、私の方の膳なら、なおさら心配はありません」

　不安は取り除けたかと東宮を見ると、彼の目は、桜子のある一点に注がれていた。

「？」

　何かと思って見れば、味見に使った朱塗りの匙があった。

「それは……」

「大切な人が贈おくってくれた宝物なんです。これで味見をするのが、私の中で決まり事になっているんですよ」

　桜子は、ぬぐった匙を綺き麗れいな懐紙に挟むと、再び懐ふところに差し入れた。黒い瞳ひとみを揺らしてそれを見ていた東宮は、膳に視線を落として、ふっと微笑んだ。

「ずいぶんと物持ちがいいことだ」

　これまでの冷たい口調ではなく、心の深い場所から漏もれ出たような優やさしい声だった。

　東宮の雰囲気ががらりと変わったので、桜子は、ぼうっと見入ってしまう。

　その間に、白木の匙を手に取った東宮は、怯おびえた様子もなく茶碗蒸しを口に含んだ。柔やわらかな食感に驚おどろいたように、二、三度瞬まばたきをしてから、頰をふわっと染める。

「おいしい」

　待ちに待った言葉が聞けて、桜子はほっとした。

　順調に食べ進めていった東宮は、満足げな顔つきで匙を置く。

　茶碗蒸しはほぼ完食。飯と羮は少しだけ手をつけてあり、香物は齧かじった程度だが、今まで花と酒で過ごしてきたことを思えば、大進歩だった。

「半分も食べられましたね。初日なのに素す晴ばらしいです！」

「食べられたのは、この料理がおいしいからだ。毒が入っているのではと疑って、すまなかった」

「いいえ。警戒されるのは悪いことではありませんわ。幼い頃から花びらをお召しになっていたなら、なおのこと料理は得体が知れないものでしょう？」

　桜子が問いかけると、東宮は「花しか食べなくなったのは最近だ」と訂てい正せいしながら、手て酌じやくで杯さかずきへと酒を注いだ。

「昔は、どんな料理だって食べていた。食べられなくなったのは、立太子してすぐに宮中料理へ毒を盛られてからだ。俺の毒見役は、それが原因で亡なくなってしまった。忠成の上司にあたる、気のいい男だった……」

　ざっと吹ふいた風が、東宮の前髪を揺らす。

　杯になみなみと注がれた酒は、当時の騒そう々ぞうしさを映すように渦うずを描えがいて乱れた。

「俺は、毒を盛られて初めて、人は食べ物でも死ぬのだと知った。それからは、ろくに味もしない上に危険な宮中料理を嫌々ながら食べることもないだろうと、食事を拒否してきた。毒を盛った犯人は、いまだに見つかっていない」

「そうだったのですね……」

　桜子は、過去に起きた大事件に思いを馳はせた。

　東宮は、次の帝になる人物だ。彼は、これから即そく位いするまでに、自分の臣下として働く信頼のおける人物を見み極きわめなければならない。

　当然、彼と縁えんがある者は引き立てられて昇しよう進しんしていくだろうし、逆になんの繫がりもない者は、自分に有利な世よ継つぎを求めて非道な手に出てもおかしくない。

　東宮は、やるせなさを吞のみ込むように、一息に酒をあおった。

「俺は、命が惜おしいなら、一人で花をつまむしかないと思って生きてきた。だが、この料理は、その恐きよう怖ふさえ忘れさせてくれる──」

　そして、懐紙に寄せていた桜の塩漬けを、そっとついばんで笑った。

「──君に頼んで正解だったな」

　花と美び貌ぼうの競演に圧あつ倒とうされて、桜子は口をぱくぱくと動かした。

　笑いかけられただけなのに、頭のてっぺんからつま先まで、ありとあらゆる血管が開いたように熱くなる。

（いったいどうなってるの!?）

　これまで桜子は、東宮を苦手だと感じていた。それは、冷れい酷こくな振ふる舞まいと唐の料理に疑いの目を向ける態度が、どうしてもいけ好かなかったからだ。

　たとえ料理番になっても仲良くなりはしないだろうと思っていたのに、急に柔らかい態度を見せられて、さらに優しい言葉までかけられて、まったく理解が追いついてこない。

「そうだ、桜子」

「は、はいっ!?」

　親しげに名前を呼ばれて桜子が仰ぎよう天てんすると、東宮はおかしげに目を細める。

「俺のことは悠はる斗とと呼んでくれ」

「えっと、それは……」

　貴族は、位階がそのまま呼こ称しようになる。東宮ならば、敬けい称しようをつけた東宮様が一般的だ。名前で呼び合うとなると、かなり打ち解けた間あいだ柄がらとしか考えられない。

「私なんかが、そのようにお呼びしてもいいものでしょうか？」

　桜子がそろりと伺うかがうと、東宮──悠斗は何も言わずに唇くちびるで弧こを描いた。冷れい笑しようではなく、はにかんだといった方が近い、心がむず痒がゆくなるような花はな笑えみだった。

「ごちそうさま、桜子。また明日」

　約束する声は、清らかな鈴すずの音のように、桜子の胸に響ひびいた。
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　桜子が東宮の料理番を引き受けて十日が経たった。

　その間に婚こん儀ぎが開かれて、桜子は帝や殿てん上じよう人びとたちに東宮妃ひとしてお披ひ露ろ目めされたが、形式ばった儀ぎ式しきはあっけないものだった。

　初めて夕食を作ったあの日から、悠斗は変わった。桜子へかける言葉は優しく、雰囲気は穏やかで、冷酷な狼おおかみと恐おそれられている東宮とは別人かと思うほどだ。

「ごちそうさま」

　悠斗は、食事を終えて両手を合わせた。

　夕食を共にするようになって判明したことだが、彼はとても行ぎよう儀ぎ良く食べる。

　置かれた箸はしは、右手で持ち上げ、左手の親指の付け根で受けてから、右に持ち直す。

　器の蓋は、食べている間は膳の外に頭を下にして置き、食べ終わりに再び戻もどす。

　物を口に入れている時は話さないし、食べ始めと食べ終わりにはきちんと手を合わせる。

　行儀作法は乳母めのとから教育されるものだから、礼節をわきまえた女性にしつけられたのだろう。美貌の青年が、美しい所作で食事を取る様は、庭をひらひらと舞まう紋もん白しろ蝶ちようのように目を引いた。

　桜子が箸を止めて見とれていると、杯に口をつけた悠斗が気づく。

「どうかした？」

「いいえ、なんでもありません！」

　膳を目視すると、三分の二ほどが悠斗の口に入った。山盛りにした強こわ飯いいは半分ほどの高さになり、山菜の天ぷらを載せた器は空になっている。

「食べる量が少しずつ増えてきましたね。とても良いことですわ」

　桜子が褒ほめると、悠斗は「そうか」と微笑んで、腕を伸のばしてきた。それぞれ別の畳に座すわっているので距きよ離りは開いているのだが、突然のことに桜子はのけぞる。

「なっ、なんでしょう？」

「料理の礼を」

　開いた手の平には、桜の花を模した髪飾かざりがあった。

　細く伸ばした金線が花びらの形に折り曲げられていて、透すけるほど薄うすい布を張ってある。萼がくの辺りからは、細い金棒が連なった下がり飾りが揺れていた。

　悠斗は、膝ひざ立だちになって畳に手をつき、桜子の耳元に髪飾りを挿さす。耳たぶに触れた下がりが冷たくて目を細めると、満足げに口くち端のはを上げられた。

「見立てた甲か斐いがあった。よく似合っているよ」

「ありがとう、ございます……？」

　こういう場合は、素す直なおに喜ぶべきなのか、それとも謙けん遜そんしてみせるべきなのか。褒められ慣れない桜子には分からなくて、悔くやしがるような顔つきになってしまった。

　悠斗は、自分の畳に座り直して、酒を嗜たしなみながら桜子を眺ながめる。

　いざ見られる側に立つと落ち着かなくて、桜子は視線を避さけるように首を逸らした。すると、鏡台の鏡に映った自分の姿が目に留まった。

　悠斗から贈られた髪飾りは、桜子の気き丈じようそうな顔立ちにはいささか綺麗すぎた。

「ぜんぜん似合っていないような……」

　むうっと口を曲げる桜子に、悠斗は軽かろやかな笑みを向ける。

「そんなことないよ。桜子に桜の花はよく似合う」

「そうでしょうか」

　悠斗に言われると、本当にそんな気がしてくるから不思議だ。

　食べ終えた悠斗を透すき渡わた殿どのまで見送りに行くと、何度も振り返って微笑まれたけれど、桜子は、彼が何を期待しているのかついぞ分からなかった。
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　髪飾りを贈られてから、桜子は、そわそわと鏡が見ることが多くなった。

　右に左にと顔の向きを変えると、下がり飾りがぶつかってくすぐったい音を立てる。

　一人で見返すとやっぱり似合っていない気がするし、恥はずかしさは消えてくれない。

（それでもいいわ。悠斗様が料理のお礼に贈ってくれたんだもの！）

　桜子は、気持ちを切り替えて御み簾すを上げた南みなみ廂びさしを見た。

　雲に隠れた太陽の光は弱く、庭も屋や敷しきの中も薄暗い。

「褥しとねに座っているだけで憂ゆう鬱うつだわ。悠斗様は大だい丈じよう夫ぶかしら……」

　梨壺の方角に顔を向けたが、彼の姿が見えるはずもなかった。




　本日は、悠斗にとっての『方かた違たがえ』という忌いみ日びだ。

　忌み日とは、陰いん陽よう五ご行ぎようで算出した禍わざわいが起こりやすい日のことで、不用意に出歩くとあやかしものに取り憑つかれたり、思わぬ事故にあったりする。

　最も危ない日は『物もの忌いみ』と呼ばれる。信心深い父をはじめとした貴族たちは、陰おん陽みよう師じに頼んでその日を暦こよみに書き入れてもらい、当日には参内を休んで塗ぬり籠ごめにこもる。

　方違えとは、禍が起きる方角が決まっている日のことで、北が凶きよう方ほうなら北に向かって出歩くのを避け、南ならば南に向かうのを避ける。

　悠斗は、西が凶方だと預言されているので、本日いっぱいは、梨壺から西に位置する麗景殿には渡ってこない。そこで問題になったのが、夕食をどうするかだ。

　本人から事情を聞いた桜子は、すぐさま答えた。

「麗景殿で夕食を作って、悠斗様のもとへ持っていきます」

　それなら、部外者に料理している場面を見られる心配は少ない。

　梨壺へ行くのも、方違えに臥ふす東宮を見み舞まいに、という言い訳が立つ。

　桜子の提案を悠斗は快く受け入れて、帯たち刀はきをはじめとした気の置けない従者だけに知らせたのだった。




　いそいそと台盤所へ向かった桜子は、滑すべりのいい戸を開けて、朝の火を絶やさないように炭を燻くゆらせていた刀自の女性に声をかける。

「ご苦労さま。東宮様の夕食を作りたいのだけど、手はずは整っている？」

「はい。夕食用の食材と、料理を盛り付ける漆しつ器き膳は、梨壺から届いております」

　麗景殿では朱塗りの膳を使っているのだが、それに料理を載せて持っていけば、なぜ他の殿舎で作られた食事を梨壺へ運んでいるのだろうと不審がられるかもしれない。

　桜子が東宮の料理番を引き受けていることは秘密なので、念には念を入れて、梨壺で常用されている黒い漆うるし塗りの膳を用意してもらったのだ。

「あとは、どんな料理を作るかね」

　移動中に匂いが広まらないように、個性的すぎる料理は避けるべきだろう。

　香辛料は控えめに。けれど、おいしく作りたい。

　大棚の前で考えていると、小こ波なみがためらいがちに近寄ってきた。

「姫様、梨壺から届いた食材を見ていただきたいのですが……」

　彼女が抱かかえている食材籠かごを見て、桜子は目を剝むいた。

「何よこれ！」

　用意された食材は、見るからに質が悪かった。野菜はどれも瘦やせていて、干し椎しい茸たけにいたっては、乾かん燥そうしすぎてかちんこちんに縮んでいる。

（どうして今日に限って……。もしかして、悠斗様に起こる禍ってこのこと？）

　新たに食材を調達するにも、大膳職の施し設せつはただでさえ広い内裏を囲うように広がる大だい内だい裏りの南東の端はしにある。今から向かっていては、とうてい夕食に間に合わない。

「これじゃ、おいしい料理は作れないですよね。どうしよう」

　責任を感じた小波が今にも泣き出しそうだったので、かえって桜子は冷静になった。

「いつもより手間が増えるけど、おいしい料理は作れるわ。私に任せて！」

　袖をぐっと押し上げて気合いを入れ、歯が立たない硬かたさの干し椎茸に取りかかる。

　瓶かめから鍋に水を汲くみ、棚の中段に置いていた陶器の砂糖を一匙加えてかき回す。

　白い顆粒が溶けきったのを見計らって椎茸を丸ごと沈しずめると、傘かさの間に入っていた空気がぽこぽこと抜けた。

「こうすると、甘み成分が浸しん透とうして、早くふっくらと戻るのよ」

　椎茸を戻している間に、膳司の手を借りて人にん参じんと里さと芋いもを梅花の形に飾り切りして、足りない旨うま味みを補うために昆布で挟んだ。

　下味をつけた材料を胡ご麻ま油あぶらで炒いためてから、醬油と砂糖と酒を同量ずつ入れて煮に立たたせる。

　醬油の色合いが染しみたところに、片かた栗くり花ばなの根から取れるでんぷん粉を使ってとろみをつけるとできあがりだ。

「名付けて『花形野菜の筑ちく前ぜん煮に』、完成よ！」

　桜子が鍋を持ち上げると、手を貸してくれた膳司の少女たちは「わぁっ」と歓かん声せいを上げた。落ち込んでいた小波も、頰を紅潮させて感激している。

「あの食材から、こんな綺麗な料理を作り上げるなんて。すごいです、姫様！」

「作り上げられたのは、みんなが手伝ってくれたおかげだわ。ありがとう」

　料理を器に盛って蓋をした桜子は、清潔な布で膳ごとくるんで台盤所を出た。母屋で十二単を着付けてもらい、典侍と女房たちに前後を挟まれて順調に廊ろうを進んでいく。

　この調子なら、何事もなく悠斗に夕食を届けられそうだと思った矢先、梨壺へ繫がる透き渡殿の手前で、先頭を歩いていた典侍が手をかざして行列を止めた。

「桜子様、宣せん耀よう殿でんのご一行にございます」

　渡殿の向こうで立ち止まったのは、右大臣家から入内した姫君とその女房たちだった。

　先立つ男が腕に抱えるのは、大型の琴ことである箏そう。女房たちも、双すご六ろく盤や、投げ矢と的壺といった、遊ゆう戯ぎ道具を手に持って運んでいる。

　立ち往生する桜子たちを見て、行列の先頭に立った唇の厚い上﨟が声を張り上げた。

「おやあ、麗景殿の皆みなさま。東宮様のお見舞いでしょうか？」

「ええ。東宮様の方違えが本日と聞きおよんで、馳せ参じた次第にございます」

　夕食を運んでいるとはおくびにも出さずに典侍が答えると、上﨟はせせら笑う。

「それは殊しゆ勝しようなことでございますねえ。我らが絢あや子こ姫は、先日から東宮様の御身を心配なさって、せめてお話し相手になれればと足を伸ばしたのですわ。我らは太陽が昇のぼりきる前に出向きましたが、麗景殿の女御殿は今までお昼ひる寝ねでもされていたのですかねえ？」

　上﨟の後ろから嘲ちよう笑しようが上がったので、桜子はむっとした。

　自分の口で「難なん癖くせ付けないでくれる」と言ってやりたかったが、作った料理を運んでいる手前、できるだけ目立たずに行列をやり過ごさなければならない。

　桜子がぐっと耐たえる気配を感じた典侍は、懐から蝙蝠を抜いてはらりと開いた。

「わたくしどもは、東宮様より直じき々じきに『案ずるな』とのお言葉をいただきましたので、ご迷めい惑わくにならない夕刻近くに参ったのでございます。朝早くからお見舞いされたということは、宣耀殿には文ふみの一つも届かなかったようですわね……。東宮様からお気き遣づかいの一つもいただけない心中、お察しいたします」

「ぐっ」

　上﨟は蛙かえるのようにうめいて、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで顔を仰あおぐ典侍を睨にらみつけた。相手を貶おとしめるわけでもなく自分たちを持ち上げる、巧こう妙みような嫌いや味みに対応できなかったようだ。

「そういえば、宣耀殿の女御殿は箏の名手でございましたね。梨壺と接している麗景殿では、箏の音など少しも聞こえて参りませんでしたが、東宮様に演奏を拒否されたのでしょうか？　だとしたら、わざわざ運んだのも徒労でございましたね。お可哀想かわいそうに……」

「くぅっ」

　憐あわれみの視線を受けて、上﨟は身をよじった。自分たちの劣れつ勢せいを感じてか、後方の笑い声も静まっている。典侍の鮮あざやかな手しゆ腕わんに、桜子は惚ほれ惚ぼれとした。

（すごいわ、典侍！）

　紅くれないのスケの異名に恥じない口く舌ぜつは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで真ま似ねできるものではない。台盤所に立つことに関してはうるさいが、宮中で暮らすのにここまで頼りになる側そば仕づかえはいないだろう。

「ふん！　参りましょう、絢子姫！」

　上﨟は、すまし顔になって足を進めた。

　華はなやかな女房行列は、廊の端に避よけた麗景殿の面々を睨みつつ通り過ぎていく。

　桜子は、手にした膳を見み咎とがめられないよう、俯うつむいて小さくなっていた。

「──そなたか」

　唐とう突とつに話しかけられて顔を向ける。長いまつげに彩いろどられた瞳で桜子を見下ろしていたのは、艶つやめいた黒髪を背丈よりも長く伸ばした、世にも美しい姫君だった。

　白おし粉ろいを叩はたいた顔は面おも長ながで、唇には形良く紅を差している。桜色の爪つめが麗うるわしい指は、白しら鷺さぎの翼つばさのように上品に衣の合わせを押さえていた。

「そなたが左大臣家の姫かえ？」

「は、はい。私が麗景殿の桜子です」

　答えると、絢子は、がっかりした表情になって肩かたを落とした。

「二に条じよう大おお路じに人だかりを作った珠たまのような姫君と聞いていたが、見た目も声も平へい々へい凡ぼん々ぼんではないか。げに張り合いのない小こ娘むすめよ」

　美人を絵に描いたような絢子にしてみれば、手て強ごわい宿敵になるはずの桜子が、歯し牙がにもかからぬような小娘で覇は気きを削そがれたのだろう。

　自覚がある故ゆえに反論できない桜子を見て、絢子はさらに失望した。

「女房を使わねば話もできぬとは、情けないものぞ。その手のものも、どうせ左大臣家の見立てで用意したのじゃろう。わらわに見せてたもれ」

　絢子の手が膳を包んだ布に伸びてきたので、桜子は焦あせった。

「やめてください！」

　制止を無視した絢子は、つまんだ布をさっと取り上げて、あ然とする。

「これは……、まさか東宮様の」

「い、急ぐので、失礼します！」

　いぶかしむ絢子の手から布を引き抜いた桜子は、典侍を追い越こして梨壺へと進んだ。袴はかまの裾すそにつまずきそうになりながらも、絢子から離はなれたい一心で足を動かす。

（膳を見られてしまったわ！）

　急ぎ足で離れていく桜子の背中を、絢子は怪け訝げんそうに見つめていたのだった──。




　気だるそうに高こう欄らんへもたれかかっていた悠斗は、足早に近づいてくる桜子に気づくと眉をひそめた。

「一人で来たのか？」

「…………」

　桜子は、無言で悠斗の前に膳を置くと、そのまましゃがみ込んで膝を抱える。

　うずくまる桜子に異変を感じて、悠斗は体を起こした。

「桜子？」

「……膳を運んでいるのを、見られてしまいました……」

　恐らく絢子は、桜子が見舞いのためだけに梨壺を訪れたのではないと気づいただろう。膳を見られた途と端たんに逃にげてきたから、余計に不審に思われたはずだ。

「どうしよう……。ここで料理ができなくなったら……」

　まだ何も起きていないのに不安が膨ふくらんで、桜子は今にも押しつぶされそうになる。

　どんどん悪い方へと転がる思考を止めてくれたのは、悠斗の冷静な声だった。

「俺に夕食を運んでくる最中に起きたことなのだから、君が一人で抱え込むべきではないよ。話を詳くわしく聞かせてほしい」

　桜子が視線を上げると、悠斗は、凪ないだ水面のように落ち着いていた。

　後を追ってきた典侍と、麗景殿からの行列を出で迎むかえるはずだった帯刀が、慌ただしく二人のいる高欄に向かってくる。

　その足音を聞きつけた悠斗は、緊きん急きゆう事態を忘れさせるような笑みを桜子に向けた。

「頼りになる二人も来たことだし、話は桜子の料理をいただきながらにしようか」




　運んできた膳を真ん中にして、桜子は悠斗と向き合っていた。桜子の斜ななめ後ろには典侍が、悠斗の後方には帯刀が、それぞれ控えている。

　張はり詰つめた空気が流れていたが、悠斗は気にも留とめずに料理を箸でつまみ上げた。

「人参が花の形をしている。すごいと思わないか、帯刀」

「すごいですが……。感動している場合ではありません。桜子様が膳を運んでいるところを見られてしまったのは、夕食の運うん搬ぱんまでも委ねてしまった春宮坊に責任があります」

　梨壺で東宮の護衛や側仕えをする者たちを春宮坊と呼ぶ。その一員である帯刀は、自分たちこそ悠斗の方違えに対処して動くべきだった、と桜子に頭を下げた。

「ご迷惑をかけて申し訳ありません。しかし、どうか主の料理番は辞やめないでいただきたいのです。主には、桜子様の料理の力が必要ですから」

「私の料理が、何かしたでしょうか？」

　心こころ許もとなげな桜子に、帯刀は大げさなくらい明朗に答えた。

「主に大きな変化を与あたえてくださいました。冷酷な狼と呼ばれているお姿からは想像できないと思いますが、賜し姓せいである源氏を名乗っていた頃の主は、お優しくて大らかな青年でいらしたのです。今は、桜子様の料理をお召しになっている時だけ、その頃に戻ったように安らいでおられます」

「ということは、悠斗様は、生まれつき冷酷な狼ではなかったのですね……」

　前々から桜子は、悠斗の態度が急変したのはなぜだろうと不思議に思っていた。

　料理番を始めた頃は、おいしい料理を食べて機嫌が良くなっているのだろうと考えていたが、典侍に聞いたところによると、彼は母屋で待っている間は冷酷な雰囲気をまとっていて、膳を運んでくる桜子の姿が見えると途端に気配を和やわらげるらしい。

　悠斗が料理を通じて元の有り様に戻っているというなら、桜子の前でだけ変へん貌ぼうすることにも納得がいく。

「悠斗様の性格がいつから変わられたのか、お聞きしてもいいでしょうか？」

「某それがしが主の変化を感じ取ったのは、立太子されてから間もなく、毒を盛られる事件があった日を境にでしょうか……」

　また毒の話だった。顔をしかめた桜子を慮おもんぱかって、悠斗は箸を置いた。

「俺は、毒によって気づかされたんだ。市中で暮らしていた時のままでは、宮中では生きていけないと。人々は当然ながら、世継ぎである俺と親しくなろうと争うだろう？」

「その争いは、身をもって感じています」

　桜子は、唐の料理を帝に認めてもらいたくて内裏に入ったが、世間的に見れば東宮の皇子を産むための入内だ。絢子が桜子を目の敵かたきにしているのも、東宮の寵ちよう愛あいを受けられるかどうかに一族の命運がかかっているからである。

　東宮からないがしろにされれば、次の代で家族が下位の仕事にしか就つけず、生活が立ちゆかなくなって没ぼつ落らくする可能性だってあるのだ。

「この争いの面めん倒どうなところは、どこかの勢力に荷か担たんすれば、不利な方から命を狙ねらわれるということだ。俺には、話しかけてくる人間が、善人か悪人かの区別がつかなかった──」

　悠斗はおもむろに言葉を切って、庭の桜に目をやった。

　乱れ咲きの桜はすっかり落ちて、ごつごつとした枝がむき出しになっている。枝先は鋭するどく、飛ぶ鳥をうがつ刀のようだが、桜が咲き誇ほこっている間は花に隠れてしまっていた。

　人の心に潜ひそむ悪意も、宮中が華やかであればあるほど見えにくいのだろう。

　貴族は特に、美しく取とり繕つくろうことに長たけている。

「──本当に恐ろしい人間は、冷たく人を威い嚇かくしたりはしない。いつも愛あい想そ良く笑っていて、心の奥おくにただれた悪意を抱えているものだ。俺は、誰も信じられず、どこへも出歩かず、ただ花と酒を飲み込んで生きるうちに、人間らしさを忘れてしまった。気づいた時には冷酷な狼と呼ばれていた」

「寂さびしいですね」

　桜子がぽつりと呟くと、帯刀と典侍も同じことを思ったらしく顔を伏せた。悠斗も気落ちしているだろうと思いきや、拗すねたような顔で言い返される。

「寂しくはないよ。俺には桜子がいてくれる。俺が人間らしさを取り戻せたのも、桜子の料理を食べて安心できたからだ」

「私の料理が、悠斗様を安心させているのですか……？」

「ああ」

　悠斗は、こっくりと頷いてから、にこやかに微笑んだ。

「だから、俺の料理番を続けてほしい。桜子が料理を作っているという噂が流れたとしても大丈夫だよ。それを食べる俺が元気でいることが、君の料理はおいしくて安全なものだと証明するんだから」

　悠斗の笑え顔がおは、まるで清せい涼りような香こうのようだ。彼の笑みを見たら、桜子の不安定な心はすうっと落ち着いていった。

「悠斗様のおかげで、宮中で料理を続けていく勇気が湧わいてきましたわ。一人で抱え込まずに、大らかな視点で物事を見なければ駄だ目めですね」

「俺に対しても大らかに接してみてはどうかな。話し言葉を変えてみるとか」

「話し言葉というと、敬語のこと、ですよね？」

　どうしてそんなことをと不思議がる桜子に、悠斗は穏やかに打ち明けた。

「実は、君と食事を取るたびに隔たりを感じていたんだ。俺のためを思うなら敬語をやめて話してほしい。名前も呼び捨てでかまわない」

「さすがに、それは……。不敬にあたりますわ」

　悠斗はどんな性格だろうと東宮だ。本来ならば、桜子がこのように馴なれ馴なれしく接していい人物ではない。主としても人間としても、畏おそれ敬わなければならない相手である。

「主、あまり桜子様を困らせてはいけません」

　帯刀が援えん軍ぐんを出してくれたが、悠斗は譲ゆずらなかった。

「桜子が俺を大切にしてくれていることは、料理から伝わってくるよ。大事なのは話し方ではないはずだ。それに、俺はつねづね、対等に話しながら君の料理を食べられたら、どんなに楽しいだろうと思ってきた」

　悠斗は一息に吐はき出してから、澄んだ瞳で桜子を見つめた。

「君といると、俺は、毒を盛られる前に持っていた人間らしさを取り戻せるんだ。二人の時だけでいい。位階の意味を知らない子どもみたいに話してくれないかな？」

　小首を傾かしげられて、桜子は言葉に詰つまった。

　儚はかなげで美しい悠斗の面おも立だちが、今は踝くるぶしにくっついてくる子犬のように愛らしく見える。

　ぱちぱちと瞬きをしても、甘えるような雰囲気は変わらない。

　こんな表情を向けられて、断れるわけがなかった。

「……二人きりの時だけですよ」

　桜子が了りよう承しようすると、悠斗は特大の花束でも受け取ったかのように破顔した。

　こうも大喜びされると、悪い気はしないから困る。複雑な気持ちを抱えつつ、桜子は、悠斗の夕食がすむまで、和なごやかに会話を続けたのだった。




「東宮様、とてもおいしそうに召し上がっておいででしたね」

　麗景殿へと戻る道すがら、典侍は桜子に語りかけた。

「ええ。悠斗様のお話も聞けてよかったわ」

　団だん欒らんを振り返った桜子は、ふと布を取り上げた絢子の顔を思い出した。

（梨壺に膳を運んでいる私を見て、彼女は何を思ったのかしら……）

　見上げれば、暗い雲は雨も落とさず、雷かみなりも鳴らさずに、どんよりとわだかまっている。

　桜子は、雲行きと似たじっとりした気配が、物陰からこちらを窺うかがっているような気がした。







[image: ]




「久しぶりね、桜さくら子こ。料理に熱を上げていたあなたが入じゆ内だい話ばなしを受け入れるなんて、意外だったわ」

　若葉を思わせる緑色の小こ袿うちぎの下に、濃のう淡たんが異なる紫むらさき色いろを重ねた紫の匂においという襲かさね色目を着こなした、おっとりとした雰ふん囲い気きの美女は、この弘こ徽き殿でんの主人である遠とお子こ。

　桜子より六つほど年上の中ちゆう宮ぐうで、今きん上じよう帝ていの皇子である四の宮の生母だ。藤ふじ壺つぼに住んでいる皇后と帝みかどの寵ちよう愛あいを二分しているが、皇后と遠子の年の差は親子ほどもあるという。

「入内すると聞いてから、あなたが辛つらい思いをしていないか心配していたのよ。宮中に入ってしまうと、台だい盤ばん所どころには自由に立てないでしょう？」

「それが、そうでもないの。東とう宮ぐう様……私は悠はる斗と様とお呼びしているんだけど、彼かれが唐とうの料理を気に入ってくださったので、料理番として夕食を作っているのよ。一いつ緒しよに食事も取っているわ」

「まあ」

　遠子は、驚おどろきに開いた口を檜ひ扇おうぎで覆おおった。

　幼い頃には花はな摘つみや雛ひな遊あそびを一緒に楽しみ、桜子が料理に目覚めてからも変わらずに接してくれていた彼かの女じよでさえ、宮中でも料理をしているとは思わなかったらしい。

「花喰くう東宮に、作った料理を食べさせているだなんて……。素す晴ばらしいけれど、都にいた頃のように悪評を立てられないか心配ね」

「それは私も警けい戒かいしているの。だから、料理番をしていることは内輪だけの秘密なのよ。もしも噂うわさが広まっても、遠子様は内ない緒しよにしておいて」

　桜子が口元に人指し指を立てると、遠子も同じように指を立てて微笑ほほえんだ。

「分かったわ。料理を気に入ってくださっているということは、東宮様のご寵愛は固いのかしら？　夜のお勤めは問題なくて？」

「夜のって──！」

　突とつ然ぜん何を言い出すんだと、桜子は口にした唐とう菓が子しをごくりと飲み込んだ。

「あのね、遠子様。悠斗様と私は、そんな関係ではないのよ。悠斗様は夕食を食べたらさっさと梨なし壺つぼに帰るの。私はあくまで料理番なんだもの」

　桜子が言い聞かせると、遠子は扇おうぎの陰かげで残念そうに息を吐はく。

「せっかく顔を合わせていらっしゃるのに、なんにもしていないなんて。桜子のような純真な姫ひめが相手だと、慎しん重ちようになってしまうのかしら。それか、東宮様は一線を越こえるまでをも楽しまれる、変わった趣しゆ向こうをお持ちの方なのね……。ふうん……そうなの……」

　遠子の中で、どんどん悠斗の株が落ちていくのは、桜子の気のせいだろうか。

「趣向がどうとかではなくて、私を妃きさきとしては見ていないんだと思うわ。私はいまだに文ふみの一つももらっていないもの」

　男女の仲というのは、和歌で進展する。貴族なら想おもいを歌にしたため、こまめに文を送って気持ちを伝えるくらいは、朝飯前でなければならない。

　時には情熱的に。時には突つき放すように。

　恋の駆かけ引ひきをしている間に、お互たがいを思う気持ちが燃え上がるという寸法だ。

　しかし、そういった風流なやりとりは、桜子と悠斗の間にはまったくなかった。

「だから、私は東宮様の妃というよりは、身分だけ高い膳司かしわでのつかさみたいなものよ。私もその方がありがたいの。だって、冬毛の君を忘れられないんだもの」

「冬毛の君、というと、あなたの初恋相手ね」

　遠子の問いかけに、桜子は小さく頷うなずいた。

　八年前に別れてから、冬毛の君の行ゆく方えは杳ようとして知れない。あれから屋や敷しきを訪ねてくることはなかったから、吉よし野のの里に無事に帰りつけたかさえ分からない。

　会えないからこそ、桜子の初恋は、もどかしく募つのっていた。

「私、今年こそは会いに来てくれるかしらって、春が来るたびに思うの。入内した今も、その気持ちは変わらないわ。私なんかに想われて、本人は迷めい惑わくかもしれないけどね」
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「あら、自分を卑ひ下げしてはいけないわ。桜子は、十二分に愛らしい姫であってよ。こんな可愛かわいい姫君に想われているなんて、冬毛の君は幸せ者だわ」

　遠子の細やかな心配りに触ふれると、女性としての格が違ちがうと感じてしまう。

　彼女のように、お淑しとやかで優やさしく、籠かごの中の小鳥のように守りたい存在でいるのが望まれる姫のあり方なのだろう。

　それに比べて自分ときたらと、桜子は自分の身を顧かえりみた。

（仮にも東宮妃ひになったのに、不作法だったわよね）

　求められたとはいえ、同席して食事を取っていることもそうだが、料理を作る時の軽装も、女によう御ごの身分から鑑かんがみるとかなり奔ほん放ぽうな格好である。

（他にも、悠斗様の口に粥かゆを押し込んだり、廊ろうを駆け回ったり──）

　入内してから今までのやらかしを次々と思い出しては、赤くなったり青くなったりする桜子を、遠子は、まあまあと宥なだめた。

「東宮様とあなたは、男女の仲とは多少違っているようだけれど、これから関係が変わるかもしれなくてよ。主上と東宮様は反目していらっしゃるけれど、同じ藤ふじ原わら一族の者同士、宮中でも仲良くしましょうね」

「反目？　帝は、悠斗様のことを疎うとんじていらっしゃるの？」

「疎んじている、というよりは、お互いに正しい距きよ離りの取り方が分からずに、すれ違ちがっておられるように見えるかしら……。あなた、東宮様の出自を知っていて？」

　問いかけられて初めて、桜子は、悠斗のことを何も知らない自分に気がついた。

「二年前に、急に立太子されたことしか分からないわ」

「では、話しておいた方がよさそうね。こちらにいらっしゃい」

　近くににじり寄った桜子の耳元に、遠子は白い手を当てた。

「東宮様は、御みく匣しげ殿どので裁縫をしていた身分の低い女によう房ぼうにお手がついて生まれた、三番目の子どもなのよ。お兄様が二人とも現在の皇后様から生まれていたので、宮中では肩かた身みの狭せまい生活をしていたらしいわ──」

　幼い時に母が亡なくなり、宮中での後うしろ盾だてを失った悠斗は、明めい佳けい院いんという尼あまに預けられた。親しん王のうの立場にありながら、内だい裏りから追放されてしまったのだ。

　元服の際に源氏姓せいを賜たまわって臣下に降りたが、東宮だった長ちよう兄けいが儚はかなくなり、二の宮であった次じ兄けいも不幸にあって、立太子されると同時に内裏へと戻もどってきた。

「──それ以来、東宮様は主上と一線を引いて過ごしてらっしゃるの。位階と共に与あたえられた仕事に行くこともなく、雪見や花見の宴うたげにも顔を出されないことが多かったわね」

　遠子の話を聞きながら、桜子は、花が落ちた桜の木を見る悠斗の横顔を思い出した。

　彼は、善人と悪人の区別がつかないせいで、周りの人すべてを警戒するようになり、近寄りがたい冷れい酷こくな人間に変わってしまったという。

　酒が振ふる舞まわれる宴では、無礼講になることもざらだから避さけているのだろう。

「悠斗様にとって、内裏は、昔からずっと居い心ごこ地ちの悪い場所だったのね……」

　兄二人の代わりに宮中へと呼び戻もどされた時、悠斗は何を思ったのだろう。

　顔を曇くもらせた桜子を、遠子は明るい声で励はげます。

「良くない思い出はあるでしょうけれど、桜子が落ち込むことではなくってよ。東宮様はあなたが入内してきてから、催もよおしに積極的に参加されるようになったの。最近では、仕事場にも熱心に通っていらっしゃっていて、頻ひん繁ぱんに弘徽殿の廊を通りがかるので、目の保養ができると女房たちが喜んでいるわ」

「そう……。私は、悠斗様を元気づけられたのね」

　悠斗も、桜子の料理のおかげで人間らしさを取り戻せたと言っていた。行事や仕事に通えるほどの力を与えられたのだとしたら、料理人として光栄なことだ。

「嬉うれしいわ。私、東宮様の料理番になってよかった！」

　浮かれて笑う桜子に、遠子はやんわりと言い聞かせる。

「料理を気に入られているからこそ、姫らしい振る舞いも忘れてはいけないわ。あなたが寵愛を受けられるかどうかに、左大臣家と藤原一族の命運がかかっているのだから。なんのために入内したか、忘れたわけではないでしょう？」

「え、ええ」

　桜子は釘くぎを刺さされて思い出した。かつての遠子も、政略のために入内したのだ。彼女が帝の皇子を授さずかるまで、藤原一族は上から下まで張はり詰つめていた。

　同じような状じよう況きように、桜子も立たされている。

　入内の本分は、東宮の子どもを産むため。決して、東宮に食事を作るためではない。

（だけど、悠斗様に愛される自分なんて、想像できないわ……）

　寵愛を受けるということは、甘あまったるく口説かれたり、強く抱ほう擁ようされたり、熱く口づけされたりするのだろうか。

　ううむと悩なやんでいると、控ひかえていた女房が、遠子に進言した。

「中宮様、あれもお伝えになってはどうでしょう。吉野の里の──」

「それはいいわね。桜子、東宮様をお育てになった明佳院という尼は、遠い吉野の里で庵いおりを結んでいたのですって。彼女は、前々帝の女御に仕えていて、桜子のおばあさまと同どう僚りようになり、晩年まで仲良くされていたそうよ。左大臣家を訪問したこともあるそうなの」

「そうだったのね。私と悠斗様に、昔から繫つながりがあったなんて知らなかったわ」

　それに、吉野の里といえば、冬毛の君の故郷である。あれだけ体格がいい子どもはなかなかいないから、悠斗に聞けば消息が摑つかめるかもしれない。

「夕食の時に話してみるわ。教えてくれてありがとう、遠子様」

「うふふ、良い仲になったら教えてね」

　手を振ふる遠子に見送られて、桜子は弘徽殿をあとにした。




　夕食を作った桜子は、母も屋やで待つ悠斗のもとへ意い気き揚よう々ようと持っていった。なんてったって、今日は料理だけでなく、盛り上がりそうな話の種もある。

　しだれ桜の蕾つぼみを眺ながめていた悠斗は、近づく桜子の変化にいち早く気がついた。

「桜子、なんだかご機き嫌げんだね？」

「なんでもありませんわ、悠斗様。こちらが今日の料理です！」

　まさか、中宮からあなたの過去を聞いてきました、なんて言えなくて、桜子はぎこちなく膳を置いた。少しも視線を合わせない彼女を、悠斗は抗こう議ぎの目で見つめる。

「敬語をやめるという約束は？」

「あっ！」

　遠子から聞いた話に意識が向いていて、うっかり忘れていた。悠斗と二人きりの間だけ、敬語も敬けい称しようもつけずに話すという約束をしていたのだ。

　普段通りに話しかけようとしたが、とっさに言葉が出てこない。相手が東宮では、典侍ないしのすけや女房たちに話しかけるのとは重みが違う。

　桜子が萎い縮しゆくしていると、悠斗の指が顎あご先さきにかかって、顔を上向けられた。

「俺おれを見て、もう一回言ってみて」

「えっ、と……。なんでもないわ。は、悠斗……」

　消え入りそうな声でやり直すと、悠斗は指を離はなして、表情をぱぁっと明るくした。

「分かったよ、桜子」

　そう言って笑う目元の嬉しそうなこと。もしも悠斗に尻しつ尾ぽが生えていたら、右に左にぶんぶんと振り回して歓かん喜きを表現していたに違いない。

（ま、まるで子犬のようだわ！）

　桜子の胸は、きゅんと鳴った。

　桜子の料理を食べて別人のように明るくなったことにも驚いたが、最近の悠斗はどんどん可愛かわいげが増してきている気がする。

　変わり身の激しさに、桜子の方が振り回されっぱなしだ。

（落ち着いて私。悠斗様、じゃなかった。悠斗は人間、悠斗は人間……）

　必死に暗唱する桜子から目を逸そらした悠斗は、膳を見て首を傾かしげた。

「今日の料理は、薔ば薇らなの？」

　大きな皿には、瑞みず々みずしい花々が載のせられている。四方にはみ出すように置かれた緑の葉も相まって、庭の薔薇を摘んできたように見えなくもない。

　悠斗がすんなりと騙だまされてくれたので、桜子は笑ってしまった。

「花に見えるけど、れっきとした料理なのよ。名付けて『あわび貝の花はな餃子ぎようざ』膳！」

　餃子は、小麦粉で作った皮の中心に餡あんを置いて半分に折り、扇状にひだをつけて形作る料理だが、それでは悠斗が興味を引かれないだろうと一ひと工く夫ふうした。

「皮の端はしを薄うすく伸のばして、放射状にくるくると丸めていくと、開きかけの薔薇そっくりになるの。葉っぱに見えるのは水菜だから、これも食べられるわ」

　桜子は、悠斗に出す料理は、全て何かしらの花を模して作っていた。花びらなら食べられた彼の気持ちを考えて、少しでも料理への抵てい抗こう感を減らすためである。

「そう言われても、花にしか見えないな……」

　半信半疑で口に入れた悠斗は、皮の中から溢あふれ出てくる旨うま味みに目を丸くした。

「汁しるが染しみ出してくる。貝は固いものだと思っていたけれど、柔やわらかくて食べやすいね」

「干した食材を柔らかく戻すには、下ごしらえが重要なの。干し貝は、調理する前に蒸むして水分を含ふくませるのよ。乾かわかした果物も、その一手間で格段に味が良くなるわ」

　桜子の脳内には、様々な調理法が整理されていて、使う食材を見れば、おいしさを引き出すために最も適した手順を思い浮かべられる。

　興味深そうに話を聞いていた悠斗は、ほうっと息を吐いて感かん嘆たんした。

「料理というのは、ただ竈かまどに向き合うだけではなくて、手間がかかるものなのだね」

「ええ。下ごしらえを省くと料理時間の短縮にはなるけど、その分だけ味や見た目が損そこなわれてしまうわ。きちんと手間をかけることで、料理はいっそうおいしくなるの」

　台盤所に毎日のように立っていると、何かしら楽をしたくなるものだ。

　しかし、おいしく食べさせたい人がいると、手間暇ひまかけるのも惜おしくない。

　桜子にしてみれば、悠斗という存在が料理をいっそう『おいしく』しているのである。

　だからこそ、桜子は彼ともっと打ち解けたいと思っていた。餃子の味で、ほど良く緊きん張ちようが解けたのをいいことに、遠子の話を持ち出してみる。

「そういえば今日、あなたをお育てになった明佳院様について聞いたの。私の祖母と同じ時期に宮中にいて、二人は親友だったんですって。知ってた？」

「へえ、そうなんだ」

　悠斗の目が輝かがやいた。思ったよりも食いつきが良かったので、話す桜子も熱が入る。

「結けつ婚こんを機に宮仕えを辞めた祖母を訪ねて、左大臣家においでになったこともあったそうよ。明佳院様は、前々帝が崩ほう御ぎよされてから吉野の里で庵を結んでいらしたというから、悠斗もそこで暮らしていたのよね。その辺りに、私と仲良しだった男の子が住んでいたはずなんだけど──」

　肝かん心じんの冬毛の君に話題が及およんだところを、ぱちり、と強い音に遮さえぎられた。強い手つきで箸はしを置いた悠斗は、先ほどまでの上機嫌が噓うそのように険のある顔つきをしていた。

「これ以上は、食べられそうにない」

「ひょっとして、おいしくなかった？」

　あわびの癖くせを抜ぬくために加えた棗なつめの実は、独特の甘みがあるので、好すき嫌きらいが分かれる香こう辛しん料りようだ。使うかどうか悩んだのだが、桜子は好きだったので使ってしまった。

「ごめんなさい。すぐに作り直すわね」

　腰こしを上げかけた桜子を、悠斗は冷たく制した。

「いらない」

　冷酷な狼おおかみを思わせる声に、桜子は、びくりと肩を跳はね上あげた。

「は、悠斗？」

「…………」

　悠斗は、無言で桜子を一いち瞥べつすると、立ち上がって母屋を出て行く。顔合わせを思い出すような、人を突き放す態度だったので、桜子はついに呼び止められなかった。





[image: ]






「今日も来ない」

　桜子は、二つの膳を並べて、悠斗が現われるのを待った。庭はすっかり暗くなり、焚たかれたかがり火に照らされた白い小花が、散りぎわのような枯かれ色に見える。

　夕食を食べに来る約束を反ほ故ごにされること、七日目。さんざん待ちぼうけて、渡わたる足音も聞こえないとなると、さすがの桜子も気づかないわけにいかなかった。

「悠斗に嫌われた……」

　出した料理が不ま味ずかったのか。それとも話題が悪かったのか。

　理由は分からないが、機嫌を損ねてしまったのは確かだった。

「桜子様、そろそろ膳をお下げしましょうか」

　消しよう沈ちんする桜子に、典侍が声をかけた。

　普ふ段だんは、桜子が台盤所に近づくだけで顔をしかめるのに、悠斗が来ないにもかかわらず料理を作り続ける姿に思うところがあったらしく、つとめて優しく接してくれる。

「ええ、そうね……」

　上の空で答えた桜子は、夜空に輝く月を見上げた。

　悠斗が夕食を途と中ちゆう退席した新月の日から、日を追うごとに輝く面が広がっていく。

　徐じよ々じよに明るくなる月光とは逆に、桜子の心は暗くなっていくばかりだ。

　柄がらにもなく重たい溜ため息をつけば、膳を持ち上げようとしていた典侍は、ぱっと手を離してその場に膝ひざをついた。

「東宮様がお召めしにならないのなら、この膳、わたくしがいただきとうございます」

「へっ？」

　まさかの立候補に、桜子はぎょっとした。

　宮中や貴族の邸てい宅たくで暮らす女性は、食べる姿を見せることがない。見せないだけでなく、何も食べていませんといった顔で生活している。麗れい景けい殿でんの女房たちも、唐菓子や果物くらいは物もの陰かげでつまむけれど、食事となると自ら遠えん慮りよする傾けい向こうにある。

　宮中で価値観を育はぐくんだ典侍が、進んで料理に手をつけようとするなんて。

「どんな心境の変化があったのか、聞いてもいい？」

「毎日毎日、桜子様が懸けん命めいに作られているので、興味を持っただけでございます」

　典侍は素っ気なく言ったが、彼女が乗り気になっている今を逃のがせば、こんな機会は二度とやってこないだろう。

「冷めちゃっているけど、どうぞ。今日のは自信作なの」

　根菜に、油でこんがり揚あげた鴨かも肉にくを合わせて、酢すで一ひと癖くせつけた餡に絡からませた。

　名付けるなら『ごろごろ野菜の酢鴨』である。

　典侍は、箸で鴨肉をつまんで上品に口に含むと、頰ほおに皺しわを寄せて微笑んだ。

「桜子様がお作りになったお料理、たいそうにおいしゅうございます……」

「気に入ってもらえて嬉しいわ！」

　好こう感かん触しよくな感想が聞けたので、桜子は胸を撫なで下ろした。

　これで不味いと言われたら、料理への自信まで喪そう失しつしていただろう。

　箸を置いた典侍は、普段の彼女からは想像もつかないほど穏おだやかな目で桜子を見る。

「これほどの料理人は、宮中だけでなく都中を探してもおりますまい。わたくしは、台盤所から引き離すことが桜子様の幸せだと信じて参りましたが、それではこの才能を眠ねむらせてしまうも同じ。北の方様の命令といえど、間ま違ちがっているのかもしれませぬ」

「間違ってはいないわよ。料理する姫では、料理番にはなれても、東宮の寵愛は受けられないもの」

　左大臣家の屋敷にいた頃に、桜子のところへ通う男性はいなかった。

　台盤所に立つ姫君という変わり者を、家族でもないのに受け入れてくれたのは、桜子の人生において、冬毛の君と悠斗だけだ。

　だから、桜子は、悠斗が夕食を食べに来てくれるだけで幸せだった。

「これだけ姿を見せないとなると、私は愛あい想そを尽つかされたのね……」

「そうと決まってはおりません。諦あきらめないでくださいませ、桜子様」

　力強く言いきって、典侍は、元気がない桜子の手を握にぎりしめた。

「ご自分の生き方を貫つらぬき、料理を作り続ける桜子様はご立派でございます。使用人にまじって台盤所に立とうとも、十二分に愛されるべき姫君であらせられます。それは、東宮様も分かっておられるでしょう。通われなくなった原因がなんなのかは、当人しか知り得ぬこと。桜子様は、東宮様のお気持ちを伺うかがって初めて、反省するべきでございます」

「悠斗の気持ち……」

　桜子は、典侍がおいしいと言ってくれた料理を見下ろして思った。

　味が気に入らなかったのなら、言葉で伝えてほしかった。話したくない話題だったら、注意してほしかった。他の理由だったらなおさら、言ってくれないと分からない。

「あの日、悠斗が何を思ったのか知りたいわ。私の方から梨壺へ行ってみる」

　覚かく悟ごを決めると、あんなに塞ふさいでいた桜子の心は、すっと軽くなった。

　足が遠のいた人をただ待っているなんて、元から性しように合わなかったのだ。

　桜子の言葉を聞いた典侍は、お目付役らしく居住まいを正した。

「それがよろしいと存じます。すぐにお付きを用意させましょう」

「一人で平気よ。梨壺には前にも行ったことがあるもの。装しよう束ぞくだけ調ととのえてくれる？」

　そう言って桜子が立ち上がった時、廊の奥おくから女房が忙せわしなく駆け寄ってきた。

「姫様、やられましてございますっ！」

　反たん物ものを抱かかえてやってきたのは、桜子の身の回りの世話をする上じよう﨟ろうの一人だった。

　父親の位階にちなんで少しよう納な言ごんと呼ばれている彼女は、色合わせの達人でいつも身み綺ぎ麗れいにしているのに、なぜか今日は、衣ころもに魚のひれを引っかけて頭から若布わかめを垂らしている。

「いったい何があったの!?」

　慌あわてて若布を引きはがせば、少納言は桜子の足あし下もとにへたり込んだ。

「反物を運ぶために宣せん耀よう殿でんの廻かい廊ろうを歩いておりましたら、いきなり曹ぞう司しの中から若布や魚のひれを投げつけられたのです。何をすると呼びかけましたら、女房たちが口を揃そろえて『台盤所に立つような姫には、食材まみれの布がお似合いだろう』と……」

　桜子の不安は的中してしまった。梨壺へ膳を運んでいるのを見た絢あや子こは、桜子が東宮に料理を作っていると断じて、嫌いやがらせをしかけてきたのだ。

　伏ふしたままの少納言は、涙なみだながらに告げる。

「女房たちは、こうも申しておりました……。『東宮様に面めん妖ような料理を食べさせていると噂が広まれば、じきに内裏にいられなくなる、今に見ておれ』と」

「絢子殿は、そこまで私を憎にくく思っているの……」

　ぞっとして、桜子は自分の体をかき抱いだいた。

　悠斗は噂が流れても大だい丈じよう夫ぶだと言ってくれたけれど、それは悪意なき噂の場合だ。

　桜子が面妖な料理を無理やり食べさせているかのように広められれば、どうしてそんな者が料理番を務めているのかと、悠斗と春とう宮ぐう坊ぼうはもちろん、内ない膳ぜん司しや、左大臣家をも巻き込んで、一大論争になりかねない。

「どうしよう、典侍……」

「落ち着かれませ。宣耀殿の嫌がらせは、桜子様を精神的に参らせることが目的です。噂がすでに流されているなら、噂は噂でしかないと示すように、毅き然ぜんとして生活するのが得策でございます。台盤所に立って料理をしているお姿や、東宮様とお食事されているところを誰だれにも見られないように、いっそう気を引きしめましょう」

　典侍は頼たのもしく告げてから、少納言に肩を貸して立ち上がった。

「すぐに湯を用意させるので、体を清めなさい。汚よごされた反物や衣は、板に張って水で流せば綺き麗れいになります。桜子様は、ここでお休みくださいませ」

「ええ……。お願いね……」

　典侍の強さを眩まぶしく思いつつ、桜子は二人を見送った。それしかできなかったのだ。

　嫌がらせも、嫌がらせに対処するのも、動かなければ始まらない。

　だというのに、桜子の足は、震ふるえるばかりで、力が入らなかったのである。
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　少納言が嫌がらせを受けた翌日、桜子は一人きりで梨壺へと向かっていた。

　七日も顔を見せなかった悠斗に会いに行くのは勇気がいったが、今は一刻も早く、噂が広められていると知らせる必要があった。

（麗景殿に通っていない間、悠斗は、花膳でも食べているのかしら……）

　透すき渡わた殿どのから桜のある方を見ると、高こう欄らんの間から紺こん青じよう色の袖そでがはみ出している。

　嫌な予感がして足を進めると、高欄にもたれかかっていたのは案の定、悠斗だった。

　ぐったり体を弛し緩かんさせて、半はん端ぱに開いた瞳ひとみを暗い室に向けている。

「悠斗、大丈夫？」

　桜子が膝をついて揺ゆさぶると、悠斗は、瞳をゆっくりと動かした。

「……さ、くら、こ……？」

「そう、私よ。気をたしかに持っ──きゃっ!?」

　突然、腕うでを引っ張られて体勢を崩くずした桜子は、高欄に背を押しつけられた。

　覆おおい被かぶさるように起き上がった悠斗は、ぼんやりした瞳で「甘い匂いがする」と桜子の首元に顔を寄せてくる。肌はだにかかった吐と息いきが熱くて、桜子の鼓こ動どうは大きく跳ねた。

「ちょ、ちょっと待って！」

　桜子は、懐ふところから小こ袋ぶくろを引っ張り出して、中身を悠斗の口に突っ込んだ。

「これ、私が作った唐菓子よっ！」

　水で練った小麦粉を短くねじり、油で揚げた唐菓子は、食べる時に蜂はち蜜みつをかけて甘みを楽しむものだが、桜子は黒砂糖を練り入れて、楽に持ち歩けるように仕上げた。

　作った本人が言うのもなんだが、ひとたび食べたら止まらない品だ。

　食事を口にしたがらない麗景殿の女房たちも、これを配るとあっという間に平らげて、余りはないかと台盤所を覗のぞきに来る。

「甘い匂いがすると思ったら、これだったのか……」

　小気味いい音を立てて食べ進める悠斗の目に、正気の光が戻った。

　どうやら、お腹なかがすきすぎて、意識が朦もう朧ろうとしていたらしい。

「急に肩を押されたから、何が起きたのかと思ったわ。花膳は食べなかったの？」

「……………………」

　悠斗は、こくりと唐菓子を飲み込むと、残りが入った袋ふくろの口を握りしめた。

「花と酒は口にしたけれど、物足りなくて仕方がなかった……」

　もの憂うげに言いながら、桜子の肩に額を寄せる。

　桜子の鼻び孔こうには、衣に焚きしめた香こうがふわりと薫かおった。

「この間は、作ってくれた料理をいらないと言って、すまなかった。他の男の話をされて嫉しつ妬としたとはいえ、急に席を立つなんて作ってくれた君に失礼だった。謝あやまらなくてはと思ったけれど、君が怒おこっているかもしれないと思うと、麗景殿に通えなかったんだ……」

　悠斗の言葉は、そっくりそのまま桜子の気持ちと重なった。桜子が悠斗に嫌われてしまったと落ち込んでいた間、悠斗も桜子を傷つけてしまったと悩んでいたらしい。

「花膳では満足できないなんて。俺はもう、桜子がいないと駄だ目めみたいだ──」

　ぎゅうっと抱だきしめられて、桜子の胸は、とくんと鳴った。

　悠斗の胸は広くて、桜子をすっぽりと包つつみ込んでしまう。父以外の男性に腕を回されたのは初めてだったから、余計に大きく感じるのかもしれない。

　けれど、甘える仕草は幼い子どものようだ。桜子は、ふふっと笑ってしまった。

「私が行方を尋たずねようとした男の子は、遠い昔の友達なの。三日間だけ料理を一緒に食べたけど、それ以来は会っていないわ。悠斗が嫉妬するような相手ではないのよ」

　初恋の相手であることは伏せて説明すると、悠斗は、肩先でぽつりと呟つぶやいた。

「三日間だけ、桜子の料理を……」

　そう言うなり、むくりと頭を上げて、安あん堵どしたように息を吐く。

「そうだったのか。桜子は、俺の様子を見に来てくれたの？」

「それもあるけど……。もっと深刻なことを伝えに来たの。『麗景殿の女御が面妖な料理を作って東宮に食べさせている』という噂が、宮中に広まっているらしいわ」

　誰が広めているのかは、伝えなかった。

　絢子も悠斗の妃である。伝えたら、彼は悲しむかもしれない。

「そうか……。桜子が気になるようなら、しばらく料理番は休んでもらった方がいいかもしれないね」

　悠斗が気を使ってくれたが、桜子は首を横に振った。

「いいえ。私は今まで通り、あなたに料理を作り続けるわ」

　ここでやめてしまえば、絢子や宣耀殿の女房たちの思い通りになってしまう。

　自分を貶おとしめようと画策する絢子の憎しみを想像すると、桜子の心は乾かしすぎた洗せん濯たく物ものみたいに縮こまる。けれど、ここで戦わなければ、典侍に言われたように消しよう耗もうするばかりで、いつか本当に何もできなくなる気がした。

「私が料理番を休んだら、悠斗がもっと瘦やせてしまいそうだもの。だから、あなたも噂を気にしないで、今までのように夕食を食べに来てほしいの」

　桜子は明るく振る舞ったが、悠斗の心配は尽きない。

「俺が通うと噂がひどくならないかな。桜子に嫌な思いをさせたくないよ」

「平気よ。噂は噂でしかないと、私自身がはね除のけてみせるわ」

　桜子は決意も新たに、凜りんとした顔つきで言ってのけたのだった。
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　唐菓子をくわえさせた日から、悠斗は再び麗景殿に通うようになった。

　桜子は、料理を作る際には、外から開けられないように引き戸につっかい棒を立てて、悠斗と夕食を共にする時には、誰にも見られないように御み簾すを下まで下ろした。

　麗景殿の女御は料理を作るらしい、という噂は流れていたが、ほとんどの殿てん上じよう人びとは入内前のことを持ち出したのだろうと結論づけた。

　まれに噂を信じる者が麗景殿まで来ることはあったが、姫らしく小袿を身につけて座すわり、檜扇を開いて顔を隠かくす桜子を垣かい間ま見みると、あっさり退散する。

　典侍が言っていたように、桜子が参るかどうかが、噂を沈ちん静せい化する鍵かぎだった。




「痛っ」

　弘徽殿の遠子を訪ねるため、麗景殿から廊伝いに移動していた桜子は、宣耀殿の廻廊を歩いている途中で足に異常を感じて立ち止まった。

　袴はかまを持ち上げると、割れた貝かい殻がらで足の裏を切ってしまっている。

「どうしてこんなものがここに？」

　貝殻には宮中絵が描えがかれているので、貝合わせに使うものだろう。

　廻廊を見渡すと、囲い碁ごの駒こまや矢立の矢が散らばり、山やま吹ぶき色や翡ひ翠すい色の美しい反物が交差しながら道を塞いでいる。

　戸と惑まどっていると、几き帳ちようを立てて目隠しした曹司から、密ひそやかな笑い声が聞こえた。

（ああ、そういうこと）

　女御に若布や魚のひれを投げつけては問題になるので、今度は片付ける前だったと言い訳のたつ遊ゆう戯ぎ道具を散らかしたのだろう。

　これは、宣耀殿をあげての嫌がらせに他ならない。

（噂の次は人を困らせて楽しむなんて、低てい俗ぞくな人たちね）

　道を引き返そうと決めた桜子は、遠くに悠斗の姿を見つけた。

　群ぐん青じよう色の直衣のうしを着て、漆しつ喰くい塗ぬりの築地ついじに沿って歩く彼は、大おお瑠る璃り鳥ちようのように麗うるわしく人目を引いた。口元を隠すように立てた笏しやくと、伏せた切れ長の瞳、佩はいた太た刀ちに片手を添そえる仕草からは、誰にも話しかけられたくないという気き迫はくが感じられた。

　近寄りがたい雰囲気に怯おびえて、同どう伴はんする殿上人は真っ青になっている。

　ふと悠斗の視線がこちらに向いて、桜子は息をのんだ。

　彼は、瞳を円くしてふわっと頰を染めると、摑んだ笏で天を指す。

　つられて見上げた殿上人は、雲一つない空で羽根を広げている鳶とびに目を奪うばわれた。

　その隙すきに、悠斗は桜子に手を振ってくる。

「！」

　どきりとした桜子だったが、動どう揺ようを曹司の女房たちに気取られては困る。

　体の陰で小さく手を振り返すと、悠斗は満足げに微笑んだ。それも束つかの間まのことで、殿上人が視線を戻すと真顔になって、玄げん輝き門の方へと歩き去る。

（びっくりした……）

　桜子は、脈打つ胸むな元もとに手を当てた。

　手を振ったのは悠斗の気まぐれだろう。けれど桜子は、何が起こっても見守っていると告げられた気がした。悠斗の加護があると思うと、体の奥から勇気が湧わいてくる。

　やられっぱなしではいられないと思った桜子は、帯の下に巻いていた腰こし紐ひもをほどいた。足の裏は少し切れただけで血は止まっていたが、これ見よがしに懐かい紙しを傷に当てて、その上から紐ひもを宛あてがって足の甲こうで結ぶ。

「こんなに散らかしてみっともないわ。宣耀殿の者は片付けもできないのかしら」

　典侍をお手本にして嫌いや味みを言うと、几帳の向こうは水を打ったように静まり返った。

　少しだけやり返せたと感じながら、桜子は、歩いてきた廊を戻り始める。

　絢子にここまで目の敵かたきにされているのは、同じ東宮妃だからという単純な理由ではない。

　悠斗が宣耀殿に渡っていないからだ。夕食を食べにではあるが麗景殿にばかり通っているので、絢子の嫉妬心に火がついたと考えるのが自然だった。

（嫉妬するだけの価値は、私にはないのに）

　桜子は、自分に女性としての魅み力りよくがないと知っていた。

　そして、絢子がそれを満たす妃であると認めていた。

　だからこそ、不思議でならないのだ。




　──どうして、悠斗は、絢子のもとへは通わないのだろう。




「……しつけは順調、といったところかしらね……」

「しつけ？」

　桜子が鸚おう鵡む返がえしすると、遠子は「なんでもないわ」とはぐらかした。

　今日の遠子は、八やつ藤ふじ文様の小袿から七つ下の薄うす色いろまでが「匂い」と呼ばれるぼかしになった上品な装よそおいをしている。桜子の方はというと、紅と萌もえ黄ぎ二衣、黄色二衣、薄い紫色を順に重ねた、若々しく華はなやかな二つ色の装いだ。

　足を怪け我がしたので、麗景殿に戻って傷口を洗い、再び懐紙を当てて、いつもは通らない承しよう香きよう殿でんを回って弘徽殿に渡ってきた。

「わたくしが思うに、東宮様があなただけ特とく別べつ扱あつかいするのは、恋をなさっているからではないかしら？」

「それはない。絶対にないわ」

　桜子は、姫らしさと対極にいる自分が、悠斗の恋れん愛あい対象になるとは思えなかった。

　悠斗が心を開いているのには、他に理由があるはずだ。

　考えてみると、彼の態度が変わったのは、料理番を任された初日の夕食を食べてからである。献こん立だては、桜の塩しお漬づけを載せた茶ちや碗わん蒸むしが主菜だった。

　不安を取り除くために双そう方ほうの膳を取とり替かえ、朱しゆ塗りの匙さじで味見をしてから、急にとげとげしい雰囲気が消えたのを覚えている。

「体を張って毒が入っていないと証明したから、気に入られたのかもしれないわね……」

「そんな即そく物ぶつ的な理由ではないと思うわよ」

　男女の心の機き微びをまったくもって理解していない桜子を、遠子は扇の陰で心配した。

「あなたがそんな調子だと、東宮様が不ふ憫びんに思えてきたわ……。嫌がらせもあったことだし、用心しなくてはならないわよ」

「噂も落ち着いてきたところなのに、まだ何か起こるっていうの？」

　顔を曇らせる桜子に、遠子は、手て燭しよくの火が映った目を細めてしっとりと笑いかけた。

「何があるかは分からないけれど、何かは起こるのが宮中なの。くれぐれも油断してはならないわよ──」
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　弥生やよい月づきに行われる上じよう巳しの祓はらえの儀ぎ式しきは、新にい嘗なめ祭さいや正月行事ほど重要ではないものの、宮中から出ずに暮らしている女性たちにとって、大きな関心事だった。

　紙で作った人形で体を撫なでて穢けがれを移し、川に流す流し雛を終えた桜子は、女房たちに急せかされて十じゆう二に単ひとえに着き替がえた。

　桜色の唐から衣ぎぬが華やかな装いは、紅の表着に白い衣を何枚も重ねた紅の薄うす様ようだ。

　祝賀に用いられる襲色目は複数あるが、桜子は宮中で一番の新参者なので、より色数が少ない方が悪目立ちしないだろうとの判断で用意されたものだった。

　重ねた袿うちきの枚数が普段よりも多いので、鉛なまりを背負っているように重い。

「これで長時間、耐たえられる自信がないわ……」

「我が慢まんなさいませ、桜子様。本日は、主上もいらっしゃるのですから」

　ずるずると裳もを引きずりながら向かうのは、清せい涼りよう殿でんに面した承香殿の西にし廂びさしである。

　そこで、曲きよく水すいの宴えんという歌合わせを観覧するのだ。

　清涼殿から流れ出る御み溝かわ水みずに、酒を注いだ杯さかずきを載せた小こ舟ぶねを流し、水辺の歌人は、それが自分の前を通り過ぎるより早く一首詠よむという風流な宴である。

　桜子が西廂に姿を見せると、南側に座っていた宣耀殿の女房たちの声がやんだ。

　北側に用意されていた褥しとねに座った桜子は、遠子の教えを思い出した。




『──寵ちようを競きそう相手を前にすると、どんなにお淑やかな姫君も攻こう撃げき的になるの。ひどい言葉を吐かれても、決して挑ちよう発はつに乗っては駄目よ』




　もしも桜子が騒さわぎを起こせば、集まった殿上人たちに目もく撃げきされて、目も当てられない噂を流されてしまう。それを心配しているのだ。

　何かあったら頼たよりなさいと言ってくれた遠子は、水辺に立てた野点のだての下にいた。

　才能ある歌人として名高い彼女は、詠み手側で参加するのだ。

　詠み手の多くは黒い束帯を身につけた殿との方がたたちだが、宮中文化を栄えさせている女性の姿もあちらこちらに見えて、あでやかな唐衣が会場に華を添えていた。

　黒と赤がひしめく中に、黄丹おうに色がぽつりと、まるで草原に咲さく蒲公英たんぽぽのように目立っている。それは、東宮にだけ許された禁きん色じきである。

　着ているのは悠斗だ。髻もとどりに垂すい纓えいの下がった冠かんむりを被かぶり、男性にとっての裳である裾きよを後ろに長く引き延ばして、笏を立てて静かに座っている。

「見てよ、東宮様の黄丹色。とてもお似合いだわ。いつも下位の者のように青みがかった直衣をお召しになっているのはなぜなのかしらね」

「あなた、知らないの？　東宮様は立太子される前には、源氏の姓を賜って臣下にくだっておられたから、下々のお色が馴な染じみ深ぶかいのだそうよ」

「貧ひん相そうなことね。高貴な方だもの、いつも禁色をお召しになればよろしいのに」

　絢子方から聞こえてくる声に、桜子は心の中で反論する。

（何色を着ていても、悠斗は悠斗だわ）

　彼は、禁色なんて、わざわざひけらかすものではないと思っているのだろう。東宮位に固こ執しつしていないと示すように、儀式でもなければ黄丹色を身に着けない。

　帝と反目していると知ったせいかもしれないが、その姿勢は、内裏から追放しておいて呼び戻した世よ継つぎ文化への抗議のようにも見えた。

（悠斗は、お父上である帝のことを、どう思っているのかしら……）

　考えているうちに、歌題が読み上げられた。

　今年のテーマは『水』だった。

　管かん弦げんが奏かなでられ始めると、鳥を模した色とりどりの小舟が流される。小舟を追って駆け出した童子たちの手には、船を寄せる長い枝があった。歌人は歌を詠んだら、童子が拾い上げた杯の酒を飲み干して、再び水の流れに返すのだ。

　桜子が黄色い小舟を目で追っていると、いち早く拾われて悠斗に渡されたので驚いた。

　和歌を得手としている彼は、脇わき目めも振らずに筆を走らせて、あっという間に酒を飲んでしまう。その速さには、遠子でさえ後れを取ったので、観覧の衆は皆感心した。

　詠まれた歌は、宴の終わりに集められて、声のいい披ひ講こう役やくによって順番に披ひ露ろうされる。

　誰より早かった悠斗の歌は、最初に読み上げられた。





　──君ならで　誰たれにか見せる　春のうた　花恋しくも　みずにやるかな──






　意味は『本当ならあなた以外の誰にも見せたくない恋こい歌うただが、春の陽気に免めんじて曲水の宴で披露しよう』というもの。

　季節の春と『春の宮』とも呼ばれる東宮の身分を重ね、さらに『みずにやるかな』という句には『あなたを見ずに詠む』という意味が掛かかっている。

　離れている恋しい人を、いつも心に想っている、と表明する歌だ。

　冷酷だと有名な東宮が情熱的な恋を詠んだので、観衆からどよめきが上がった。

　当然のごとく、桜子と絢子がいる承香殿の西廂も注目を集める。

　果たして、どちらの姫が東宮の心を射止めたのか。誰からともなく、麗景殿の女御のもとに渡っているという話が出て、高欄沿いに噂が流れていく。こうして人の口を伝っていくのかと桜子が感心していると、たまりかねた絢子方から声が上がった。

「あのように才ある東宮様が、麗景殿にばかり通うのが不思議でなりませんわ」

　話しかけてきた上﨟の声には刺とげがあった。

　世間話の体ていを取りつつ、嫌味を言いたかったらしい。

「東宮様は、麗景殿の素そ朴ぼくな庭の眺めを気に入っておられるのです」

　典侍に耳打ちされて返答したのは、桜子に仕える女房の中でも取り分け声が透とう明めいな中ちゆう﨟ろうだ。高貴な姫は、自分の口で話さずに側そば仕づかえに伝言して会話するので、彼女のような素質のある女性も宮中生活には必ひつ須すだった。

「まあ。お庭をご覧になるためとは風流ですこと。麗景殿の女御殿は、庭の野花にも及ばない魅力しかないと、おっしゃっているようではありませんか」

　直接的に桜子をけなす発言に、宣耀殿の女房たちは大声で笑う。

　若い少女が多い麗景殿の女房たちは、不安そうに顔を寄せ合った。

「みんな、挑発に乗らないでね」

　小声で呼びかけた桜子は、視界の端に悠斗の姿が見えてどきりとした。彼は先ほど歌を詠んだ料紙を持って、桜子と絢子がいる承香殿の西廂にまっすぐ向かってくる。

（まさか、今の歌を私に渡すつもり!?）

　そうなれば、絢子の怒いかりは計り知れない。自分に渡さなかった悠斗ではなく、渡された桜子の方に矛ほこ先さきを向けるだろう。姫の敵は、姫なのである。

　桜子の気も知らずに西廂にたどり着いた悠斗は、高欄の下から料紙を差し出した。

「先ほどの歌を、姫君へ」

「……え？」

　桜子は、ぽかんとしてしまった。

　悠斗が腕を伸ばしたのが、自分ではなく、絢子の方へ向けてだったからだ。

「は、はぁ」

　呆ほうける女房が受け取って上﨟に手渡すと、ようやく渡された実感が湧いたのか、絢子方はいっせいに色めき立った。

　悠斗が恋の相手は右大臣家の姫君だと示したので、殿上人たちも騒ぎだす。

　一方で、清涼殿は静まり返っていた。

　悠斗は、料紙が絢子に渡ったのを見ると、顔色一つ変えずに高欄から離れていく。

　桜子の方なんて、ちっとも見やしない。てっきり自分が歌を渡されると思い込んだ恥はずかしさと気にも留とめられない寂さびしさで、桜子の胸はぎゅうっとかき乱された。

「まあ、素す敵てきなお歌をいただいてしまったわ。せっかくの宴ですから、わたくしたちも歌合わせをしませんこと？」

　勝かち誇ほこった声で提案されて、桜子は困ってしまった。

　実のところ、和歌を作るのは大の苦手だ。時間があれば、唐の食にまつわる資料を読み込み、香辛料の作用を覚えていたので、歌の勉強をないがしろにしてきたのである。

　帝がお目見えしているこの場で東宮妃の二人が歌を詠み合えば、下手な方が笑いものになる。かといって、辞退すれば逃にげたと後ろ指を差されるだろう。

　絢子は、桜子に歌を詠む才能がないと見抜いて、逃げ道を塞いできた。なんとしてもこの場で恥はじをかかせてやる、という熱意が伝わってくるようだった。

（どうしよう！）

　桜子は引きつった顔で典侍に助けを求めたが、彼女は無言で蝙かわ蝠ほりを握りしめるばかり。その握あく力りよくたるや、骨組みがぎちぎち鳴るほどである。

　典侍の憤いきどおりようを見るに、負まけ戦いくさと分かっていても桜子が詠むよりないようだ。

　挑ちよう戦せんするしかないと悟さとった桜子は、中﨟に返事をしてもらった。

「ええ、わたくしもそうしたいと思っておりました」

「では、前に出ましょうか」

　御簾の内側に朱色の毛もう氈せんが敷しかれて、褥が二枚、向き合う形で置かれる。

　竹墨すみをすった硯すずりと、太さが異なる筆も三つほど準備され、純白の料紙が褥に向かって縦向きに据すえられた。

「宣耀殿の女御、絢子様」

　呼ばれた絢子が、女房の囲いの中から現われて、南側の褥に座る。

「麗景殿の女御、桜子様」

　緊張ぎみに立ち上がった桜子は、絢子の対面に座った。

　真正面から見る彼女は、やはり美しかった。

「では、ご両者ともに筆を」

　桜子は、三本の中から最も細い筆を持ち上げて、筆先に墨を染み込ませてから、硯の端で入念にしごいた。女性の筆ひつ跡せきは、線が細ければ細いほど美しいとされているからだ。

　桜子にとって、これは時じ間かん稼かせぎの一いつ環かんだった。時間をかけて、平常心を保とうとすればするほど頭は真っ白になっていくので、あまり意味はないのだが。

　書きださない桜子を尻しり目めに、絢子は、さらさらと筆を走らせた。
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　渡された披講役は、朗々たる声で読み上げる。





　──面おも影かげは　身をも離れず　歌桜　我わが身みひとつの　夜ごと積もらん──






　意味は『桜のように見事な歌を送ってくれた、あなたの面影が忘れられません。一人の夜に取り出して読み返しては、地面に散り積もっていく花びらのように、想いを募らせるでしょう』というもの。

　和歌は一いつ般ぱん的に、一首の中で言葉の意味を重ねるのだが、絢子は、悠斗が詠んだ『春のうた』という一節に『桜』を当てはめて、彼を一いち途ずに恋こい慕したう心を表現した。

　技ぎ巧こう的にも、渡された恋歌に対する返歌の意味でも、優すぐれた歌を詠んだ絢子に、観衆たちは惚ほれ惚ぼれとして、東宮の寵愛は絢子にあると確信した。

「そなたは、まだ詠めていないのかえ？」

　絢子に急かされて、桜子は、震える手で料紙を持ち上げた。だが筆は動かない。

（……何を詠めばいいのか、さっぱりだわ……）

　必死に考えていると、辺りにホーホケキョという鳴き声が響ひびいた。

　声の主であるうぐいすは、和歌では春を表す季語だ。この単語が入っていれば、それとなく東宮と関連づけられる。

　他にも、春といえば桜さくら餅もち。つくしの胡ご麻ま炒いために、たらのめの天ぷら。

　透すき通とおった白魚は、溶とき卵と絡めて醬しよう油ゆをかけると絶品だ。

（悠斗に食べさせてあげたいな……）

　数々の料理を思い浮かべながら筆を走らせると、曲線を描いてのたくった字がなんとか歌と呼べそうな言葉の集まりになった。書き終えた桜子は、料紙を披講役へと手渡す。





　──うぐいすの　鳴きつる方に　耳澄ませ　浮かぶは夜の　お献立なり──






　披露されると、どっと笑いが起きた。近くは絢子方から、遠くは清涼殿からである。

　無理はない。書き上げた桜子でさえ、がく然とする完成度だったからだ。

　意味は『うぐいすの声を聞いたら、夕食の献立が思い浮かんだ』といったところだが。

（これじゃ、私が食いしん坊ぼうみたいじゃない！）

　この場に集つどう人々は、桜子が東宮の料理番を務めていることを知らない。結果的に桜子の歌は『私は食い気ばかりの姫です』と知らしめる内容になってしまった。

　こんなはずではなかったと頭を抱える桜子に、絢子は軽けい蔑べつの視線を送ってくる。

「それでも左大臣家の娘むすめかえ。料理なんぞに現うつつを抜かしてきたせいぞ」

「っ」

　一番、言われたくない人に、言われたくない台詞せりふをぶつけられた。

　桜子が重い着物をものともせずに立ち上がると、典侍も心配そうに腰を上げる。

「どうされました、桜子様」

「麗景殿に帰る」

　もう一刻だってここにいたくなかった。

　だってここには絢子への恋こい心ごころを詠んだ悠斗がいる。彼を恋い慕う絢子がいる。

　先ほどの受け渡しからすると、二人は、桜子の知らないところで歌を贈おくり合っては、お互いを想う気持ちを密やかに育んでいたのだろう。

（私、馬ば鹿かみたいだわ……）

　悠斗が、毎日のように麗景殿に通ってくれていたから。

　作る料理を食べて、おいしいと笑ってくれたから。

　ただそれだけの理由で、桜子は、自分が特別だとうぬぼれていた。

（悠斗には、和歌もろくに詠めない私なんて、相応ふさわしくないのに……）

　麗景殿に戻った桜子は、衣を脱ぬがそうとする女房を下がらせて、三方に布を下げた御み帳ちよう台だいに十二単姿のまま伏せた。

「悠斗の歌が、私に向けてのものだったらよかったな……」

　披露された時、心から素敵な歌だと思ったのだ。絢子や女房たちの嫌味も、悠斗が想ってくれているなら耐えられると感じたのだ。

　けれど、悠斗は、桜子ではなく、絢子へと恋の歌を渡した。

　料紙を差し出した彼の冷たい横顔を思い出すと、ほろりと涙がこぼれる。

　あの場で渡されたら困っただろうに、いざ自分が渡されなかったらば悲しいなんて虫が良すぎる。けれど、胸の痛みは、熱を加えた水みず飴あめみたいに、大きく膨ふくらんでいく。

　苦くて、苦しい。こんな気持ちになるのは初めてだ。悠斗の顔を見たら癒いやされそうなのに、今夜の彼は上巳の日を祝う酒しゆ宴えんに出席するので、夕食を食べに来ない。

（来られないって分かっているのに、会いたいなんて……）

　料理番としての立場を逸いつ脱だつした感情に、桜子は、泣きながら戸惑った。

「桜子様、おられますか」

　典侍が声をかけてきたので、桜子は涙を手の甲でぬぐいながら答える。

「今は放っておいて、典侍」

「放っておかれません。文が届きましてございます」

「文？」

　典侍が差し出した文は、曲水の宴で使われた真っ白い紙とは異なり、萌黄に染め上げられた料紙で、山吹の黄色い花が添えられている。

　黄丹色の束帯姿を思わせる色合いだったので、桜子は吸い寄せられるように手に取った。

　差出人は、聞くまでもなく悠斗だ。

　おそるおそる開くと、先ほどとは別の歌が詠まれている。





　──うたかたの　憂うき酒宴こそ　恨うらめども　君のみ恋せば　遠とお吠ぼえ耐えん──






　読み取った桜子は、思わず吹ふき出してしまった。それに典侍が興味を示す。

「東宮様は、なんと？」

「叫さけび出したいくらい嫌な酒宴を放り出して帰りたいって」

　桜子が笑ったのは、さらに重なった意味も読み取れたからだ。

　うたかたは『泡沫』と書いて、泡あわのように消えてしまうものを表わす。ここでは、飲んでもお腹が満たされない『酒』に掛かっている。『恨めども』はそのままの意味で、この宴さえなければ、という悠斗の念がこもっている。

　さらに、『君のみ恋し』とは、先ほどの歌はなかったことにして、本当は桜子だけが恋しいという言い訳と、桜子が作った料理の『味』が恋しいという意味が重ねられている。

　絢子には、恋の歌を。桜子には、料理を乞こう歌を。

　こうして使い分ける様はずるい。ずるい人だと思うのに、怒る気は湧かないなんて、桜子はずいぶんと絆ほだされてしまったようだ。

「悠斗は甘え上手ね。私に恋歌を送っても意味がないと分かっていたから、絢子殿の方に渡したのかもしれないわ」

「そのことなのですが……。先ほどの歌。あれは、単純な恋の歌ではございません」

「どういうこと？」

　首をひねる桜子に向かって、典侍は丁てい寧ねいに教えてくれた。

「切なる恋心を詠んだ素晴らしい歌でございましたが、裏目の意味がはっきりと表われておりました。最後の節にあった『みずにやる』は、曲水に流すという言葉ですが、なかったことにするという意味もあるのです」

　つまり、曲水の宴で詠まれた悠斗の歌は、意味のないもの、ということだ。

「清涼殿は静まっておりましたから、主上は気づかれたご様子でしたね。宣耀殿の女御殿も、遠からず本来の意味に気づかれることでしょう」

　もらった恋歌に気持ちが入っていないとなれば、絢子は大だい打だ撃げきを受けるだろう。彼女の気持ちを考えると可哀想かわいそうになる一方で、桜子の疑問は深まるばかりだ。

「悠斗は、どうして歌合わせの席で無意味な歌なんて詠んだのかしら？」

「桜子様は、宣耀殿より噂を流され、嫌がらせに合われております。東宮様はそれに気づいておいでで、懲こらしめようとなさったのではありませんか」

　悠斗が察したとすれば、宣耀殿の廻廊を通った桜子が、散らかされた貝殻で足を切った時だろうか。

　悠斗は涼すずしい顔で手を振っていたけれど、全てお見通しだったのかもしれない。

「観衆の前で渡された恋の歌が意味のないものであれば、贈られた姫の面めん目ぼくはまるつぶれです。自尊心の高い宣耀殿の連中にとって手痛いお灸きゆうとなるでしょう。東宮様から大事にされている姫君は、歌を渡されなかった桜子様の方でございます」

　言いきった典侍は、桜子の頰が色づいているのを見て、表情を緩ゆるめた。

「よかったですわね、桜子様」

「ええ」

　あんなに苦しかった桜子の胸中は、柔らかな日差しで目覚めた朝のようにすっきりしていた。体が軽くなったら、無む性しように、悠斗へ感謝を伝えたくなった。

　こういう時に、人は歌を詠むのかもしれない。

「典侍、悠斗に文を送りたいのだけど、準備してくれる？」

「もちろんでございます」

　桜子の要望に応えた典侍は、すぐに色とりどりの紙を広げてくれた。

　雪を思わせる白の漉すき。草木染めを施ほどこした朽くち葉ば色の品。宇治川を写し取ったような碧みどりは鉱石を砕くだいて染め付けている。どれも情じよう緒ちよに富んでいて美しい。

　桜子は、桜を思わせる淡あわい紅色の料紙と、雲海のような模様が珍めずらしい灰色の厚紙を選んだ。どちらも桜子が好きな色合いだ。

　ここで手て際ぎわよく一首詠めたらかっこいいけれど、和歌の勉強はこれからである。

「私に今できることといえば──」

　桜子は、母屋を飛び出して、台盤所へと向かった。

　届いた食材を見ると、生きのいい真ま鯛だいがある。魚は干ひ物もので献けん上じようされることが多いが、上物が獲とれたので貴重な氷で締しめて若わか狭さ湾わんから運んだという。

　鯛たいの旬しゆんは、ちょうど桜が咲く直前である今頃だ。

「よし、決めたわ」

　桜子は、料紙に文をしたためて典侍に託たくし、髪かみをまとめて調理に入った。酒の席でつまらなそうにしている悠斗を想像すると、面めん倒どうな下ごしらえさえ楽しめてしまう。

（誰かを思って料理することは、恋に似ている気がするわ）

　浮き立つ気持ちに頰をほころばせながら、桜子は灰色の紙をばさりと広げたのだった。




　すっかり暗くなった庭にかがり火を焚き、火持ちの男たちに室内を照らさせて盛り上がる饗きよう宴えん。酔よわねば損という雰囲気を空々しく思いながら、悠斗は酒をあおっていた。

　酌しやくを持ちかけられることもあったが、すげなく拒きよ否ひする。

「その手にある銚ちよう子しに毒が入っているかもしれないだろう」

　冷ややかに告げれば、持ちかけた相手は、大たい抵ていが顔を引きつらせて下がる。

　陰で冷酷だと言われるだろうが、下手に仲良くして後を引く方が問題だ。

　梨壺から運んできた酒は、ほどほどに美う味まい。けれど、桜子の夕食を食べる毎日を送っていたせいか、ちっとも満足感を得られなかった。

　口慰なぐさみに花びらの一つでも欲ほしいが、饗宴で出される食事は帝が臣下に振る舞うものなので、自前で花膳を用意すれば、賜った料理を無む碍げにしたと揚げ足を取られる。

（つくづく居心地の悪い位だな、ここは）

　もしも兄が儚くならなければ、悠斗は今も市し井せいで暮らしていただろう。低い棒ほう禄ろくでは、上等な酒は手に入らないが、命を狙ねらわれることもない。

（東宮になって、よかったことといえば……）

　悠斗は膳を運んでくる桜子の姿を思い起こした。

　この身分にならなければ、左大臣家の姫である彼女とは交わらない人生を歩んでいた。そう思うと、尻の据わりの悪い場所にも、じっと『待て』をしていられる気がした。

「主、文が届きましてございます」

「捨て置け」

　どうせ宣耀殿からだろうと、悠斗は、帯たち刀はきの呼びかけに振り向きもしなかった。

　絢子は、桜子が入内してからというもの、女房をけしかけて麗景殿に嫌がらせをしていた。通りがかる廊に物を散らかしたり、届くはずの文を隠してしまったりと、一つ一つは小さいが、執しつ拗ように繰くり返せば人の心を追いつめる悪いた戯ずらだった。

　桜子が最近まで気づかなかったのは、ひとえに側仕えの典侍が上う手まく対処していたからだ。典侍の命令をよく聞く女房たちの働きでもある。彼女たちは、桜子が配る唐菓子が大好物で、心優しい主人を守ろうと結けつ託たくしている。

　幾いく人にんもの心を動かしていることに、本人はまったく気づいていないのだから面おも白しろい。

　桜子は、きっと作りたいから料理をするし、心配だから悠斗に食べさせるし、善意で女房たちに菓子を配って歩く。お礼も見返りもいらないと思っているに違いない。

「捨て置いていいのですか？　麗景殿の女御殿からなのですが……」

「！　それを早く言え」

　悠斗は、袖を翻ひるがえして帯刀から文を奪い取った。

　薄い紅色の料紙を開くと、あまり上手とは言えない筆跡で、

　──今こ宵よいの鯛は桜のごとし──

　とだけ記されていた。歌ではない。短い伝言だ。

（鯛というと、もしや料理を？　今宵ということは、今向き合っているのか？）

　高欄の向こうに目をやると真っ暗だった。月が雲に隠れているせいで、月光が降りてこないのだ。多めに燭しよく台だいを点ともしたとしても、台盤所は暗いだろう。

　桜子のことが気になった悠斗は、帯刀を近くに呼んだ。

「大げさに心配しろ」

　無茶ぶりされた帯刀は、嫌そうに空を仰あおいでから両手を八の形に上げた。

「東宮様っ、そんなにお飲みになっては、体に悪うございまするっ！」

　大げさというよりは大根ぽい演技だったが、殿上人たちは心配そうに振り向いた。

　悠斗は、飲みすぎて気持ち悪くなった体ていで、そばの一人に「外の空気を吸ってくる」と耳打ちすると、酔よっ払ぱらう帝に形だけの礼をして、まんまと酒宴を抜け出した。

　人気のない廊を通り、弘徽殿を周り抜けて麗景殿へと向かう。

「寒いな……」

　はぁと吐き出した息が白く染まる。桜子が出してくれる料理は熱くて、食べると体がぽかぽかと温まるから、いつもはこんなに気にならない。

　時刻は、すでに六ツ半を過ぎている。

　ぽつりぽつりと点された灯とう籠ろうの火は心こころ許もとなく、歩く廊は暗いというより黒い。歩む足には、重ね穿ばいた袴がまとわりつき、まるで夜の海に足を浸ひたして進んでいるようだった。

　麗景殿に入ると、出で迎むかえた典侍が褥を勧すすめてきた。

　彼女はいつも『我之主君天上天下唯我独尊わたくしのあるじはせかいいち』と言わんばかりの気迫を放っているので、桜子を大切に思う同志として一目置いている。

　悠斗は、褥に腰を下ろして母屋の中を見回した。桜子が入内してから、まだ三カ月も経たっていない。にもかかわらず、室には彼女の活気を感じさせる趣おもむきが溢れていた。

　若草色から桃もも色いろへと色が変わる几帳には蝶ちようが染め抜かれていて、卯う槌づちの房ふさも色鮮あざやかだ。板の間に敷かれた高こう麗らい縁べりの畳たたみには、黄色い花はな柄がらが浮き出ている。

（いつ来ても、花咲く原のように愛らしい）

　そこかしこに思いを馳はせていると、清らかな鈴すずの音を響かせて桜子が現われた。

　朱塗りの膳を抱えた彼女は、悠斗のもとへ、まっすぐに向かってくる。

「お待たせ。さっきは歌をありがとう」

「どういたしまして……と言いたいところだけれど。あんな情けない歌に返事をもらえた俺の方がお礼を言いたいよ」

　曲水の宴で、御簾の奥に座った桜子が傷ついた顔をしていた気がして、笑わせるために詠んだ歌だったが、酒の席を放り出して会いに行きたいというのは本音だった。

　きちんと意味をくみ取ってくれたのが、ただただ嬉しい。けれど、口にはしなかった。

　愛いとしい気持ちを軽々しく伝えるなんて、あまりにも野や暮ぼだ。

　お腹をぺこぺこにすかせて食べた料理の方がおいしく感じられるのだから、恋心だって相手が欲しくてたまらなくなってから差し出した方が、より気を引けるだろう。

　夕食は何かと見ると、膨らんだ料紙が載せられていて、料理がない。

　灰色のそれは、両りよう端たんをひねって止められている。

「鯛にまつわる文だったけれど、これがそうなの？」

「ええ。私なりの返歌を考えたの。見ていてね」

　桜子がひねりをほどいて包みを開くと、できたての鯛料理が現われた。

「鯛に香草と塩をもみ込んで、料紙で包んで蒸したの。名付けて『桜鯛の香かおり包づつみ』よ」

　ほかほかと立ちのぼる湯気。焼けた鯛の美しい桜色。食欲をそそる香草の香り……。

「綺麗だ。こんな魚料理は見たことがないよ」

　宮中料理で出される魚はだいたいが干物だ。茶色がかった色合いで潮の臭においが強い。取りきれなかった鱗うろこが残っていることも多く、美しさとはかけ離れた食材なのに。

「桜子の手にかかると、どんな食材もおいしそうに見えるね」

「それは、きちんと下ごしらえをしているからよ。魚の鱗は、調理する前に取り除くんだけど、包丁で丁寧に削そいでも残ってしまう場合が多いわ。そんな時は、ぐらぐらと沸ふつ騰とうしたお湯をかけると、皮が縮んでしつこい鱗がはがれるの。さらに撫でるように水で洗えば、生なま臭ぐささまで取り除けて一石二鳥なのよ」

「へぇ……。桜子は、なんでも知っているね」

　軽々と披露しているが、桜子の知識には、内膳司も舌を巻くだろう。

　唐から物もの趣味のある父親の影えい響きようだと言うが、習得したのは彼女自身の努力のたまものだ。

「いただきます」

　手を合わせて、料理に箸を入れた悠斗は、一口目で感動した。

　邪じや魔まになる鱗はなく、鼻孔をくすぐる豊かな香りで、魚独特の臭くさみを感じない。

「おいしい。香りも味も、俺好みだよ」

「よかった！」

　感動に声を上げれば、桜子の方がおいしい思いをしたように笑う。

　彼女との食事が苦にならないのは、こちらの反応に明るく応えてくれるからだ。

　見た目にこだわった料理に興味をかき立てられるのはもちろんだが、口にすると桜子が喜んでくれるから、悠斗も食べようという気にさせられる。

　初めて完食すると、お腹が満たされたせいか、いつもは感じない眠気に襲おそわれた。

「ごちそうさま。満腹だと、梨壺まで帰るのがおっくうになるね……」

「一晩くらい泊とまっていったら？」

　桜子から飛び出した言葉に、悠斗の首の後ろがひやりとした。

「いいの？」

　思わず聞き返せば、桜子は「私の御帳台を使って」と気安い。

「………………はぁ」

　がっかりした悠斗は、胸がぺしゃんこになりそうなほど大きな溜め息をついた。

　年頃の男女が同じ部屋で寝ねて、どうして何も起こらないと思えるのだろう。

　どうも桜子は、自分を飼い犬か何かのように思っている気がしてならない。

　犬だって好きが過ぎれば甘あま嚙がみするというのに、好きと情欲が表ひよう裏り一いつ体たいである『男』が目の前にいて、どうしてこうも油断してしまうのか。

「俺って、そんなに男らしくないかな？」

　拗すねた風に唇くちびるを尖とがらせると、桜子は、しばらくきょとんとしてから、ようやく失言に気づいたらしく慌てて手を振った。

「ど、どど、同どう衾きんするって言ってるんじゃないわ！　梨壺に帰るのが面倒なら、ここに泊まった方が、悠斗の体が楽かと思って！」

「泊まった方が辛い目に遭あいそうだけれど」

「ええっと、それは……。どういう意味？」

　純真無む垢くの塊かたまりのような桜子には伝わらなかった。この反応からすると、入内するまでの間に通う男はただの一人もいなかったようだ。

（もしもそんな男がいたら、俺は嫉妬でどうにかなっているが）

　この独どく占せん欲はしばらく隠しておいた方が良さそうだと思いながら、悠斗は、桜子の花びらのように小さな耳に、口を近づけて囁ささやいた。

「俺だって男だよ。桜子がそばで寝ていたら、食べたくなる」

「食べたく──？」

　桜子は、大きな目をまん丸にして固まった。

　悠斗が観察していると、指先からみるみる赤さが這はい上って首を伝い、顎からあどけない額まで、あっという間に染まりきった。

　動揺させると少しだけ胸がすいたので、悠斗は上機嫌で桜子の髪を掬すくい上げる。

「ごちそうさま。また明日来るね」

　そう言って、髪に口づけを落としてから母屋を出た。いつもなら透き渡殿まで見送りに来るのに追ってこないところを見ると、かなりの衝しよう撃げきを受けたようだ。

（しっかり者なのに、たまに迂う闊かつなのが可愛いんだよね）

　桜子は聡そう明めいな姫だ。恋愛ごとに免めん疫えきがないだけで、世の中の男女がどうやって愛を伝え合うかくらいは想像できるだろう。具体的には知らないまでも覚悟くらいはしてほしい。

（俺だって、いつまでもお利口ではいられないよ）

　願わくば、明日まで、自分が男という狼だと覚えていてくれるように。

　見えない月に祈いのりつつ渡りを越えると、足下がゆらゆらと揺れている。

「ああ、酔っているのか、俺は」

　酒にか、桜子にかは分からないけれど。

　その晩のふわふわした心ここ地ちは、とても気持ちが良かった。
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「私を、食べたくなる……」

　曲きよく水すいの宴えんの夜を境に、桜さくら子こは物思いにふけるようになった。

　これまで桜子は、しがない自分は悠はる斗とにとって料理番でしかないと思っていた。しかし、彼かれの言動を思い返すと、どうも真っ当な女性扱あつかいをされているようなのだ。

（食べたくなるって、お腹なかがすいたら感じる食欲じゃなくて、つまり、その……）

　無む邪じや気きな面ばかり見ているせいで忘れがちだけれど、悠斗は大人の男性だ。

　桜子は彼の妃きさきとして入じゆ内だいしたのだから、いつ男女の仲になってもおかしくはない。

　ないのだけれど。

（──そんなの無理っ！）

　火ほ照てった頰ほおを両手で押さえて、桜子は心の中で絶ぜつ叫きようした。

　悠斗を意識しだしてから何をするにも恥はずかしさが先に来て、典侍ないしのすけや女によう房ぼうたちの話──今日もご機き嫌げん麗うるわしく桜子様を待つ姿が子犬のようでしたわね──を聞くだけで顔が赤くなるし、遠とお子こに進展を聞かれると慌あわてて汗あせまでかくようになってしまった。

　最近では、遠くに悠斗の姿が見えるだけで激しく動どう悸きがする。

　料理を食べて「おいしい」と笑ってくれた時には、胸が幸福感ではち切れそうになって彼の顔を見ていられない。

　冬毛の君を慕したう気持ちとは毛色が違ちがう。あの清らかなせせらぎのような感情を『恋』と呼ぶのなら、悠斗に抱だく感情は色とりどりの激流だ。

（悠斗に見合う姫ひめになったら、この気持ちの名前が分かるのかしら……）

　そうは思うが、台だい盤ばん所どころに立つ身で姫らしさを演出するのは難しい。

　香こうを焚たきしめてしまえば料理の風味の邪じや魔まになるし、竈かまどに向き合えば煤すすまみれになってしまうので白おし粉ろいも塗ぬれない。

「それでは、こちらはいかがでしょう？」

　お手上げ状態の桜子に、典侍が勧すすめてくれたのは、口紅だった。

　貝かい殻がらの内側に塗りつけた紅花の染せん料りようは、乾かわいて鈍にび色いろの燐りん光こうを帯びている。

「本来ならば、薄うす暗ぐらい殿でん舎しやの中でも面おも立だちがよく見えるように白粉を塗り、そこに引ひき眉まゆと紅を差す顔づくりですが、桜子様は元より肌はだのお色が白くなめらかです。紅だけでも、十二分に女性らしさは引き立つでしょう」

　典侍は、水をつけた小指で紅を取り、桜子の唇くちびるに滑すべらせた。

　紅花の香かおりなのか、味み噌そ樽だるの蓋ふたを開けた時に感じる、発はつ酵こう物ぶつの匂においがふわりとした。

　鏡に映すと、いつもは桃もも色いろの唇が、艶あでやかな赤色に染まっている。

「お似合いでございます。東とう宮ぐう様も気に入ってくださいますよ」

「そうだといいな。ありがとう、典侍」

　お礼を告げた桜子は、向こうが透すけるほど薄い布で作られた千ち早はやを羽織った。

　これは、女房たちが唐とう菓が子しの礼にと仕立ててくれたものだ。本来ならば、袿うちきを何枚も重ねた格好で座すわっていなければならない桜子が、単衣ひとえに袴はかまというあられもない姿で台盤所に立つのを気にした小こ波なみの発案で、反たん物ものからくくり緒おまで選んでくれた。

　皆みなの心づかいに励はげまされながら、桜子は、今日も今日とて台盤所に向かった。




　鍋なべで米を炒いためていると、邸てい内ないに繫つながる引き戸が開いた。顔を出したのは、悠斗だ。

「桜子、今日は何を作っているの？」

　縹色はなだいろの直衣のうしを着て笏しやくを手にしているから、仕事終わりにそのまま駆かけつけたようだ。いつもより早く会えて嬉うれしいのに、桜子は顔を向けられなかった。

（口紅が似合わないって思われたら、どうしよう！）

　心配を気取られないように味付けに集中しているふりをすると、耳元で拗すねた声がした。

「どうして無視するの」

　はっとした時には腰こしにするりと腕うでが回されて、桜子は背中から抱きしめられていた。
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　驚おどろいた拍ひよう子しに陶とう器き壺つぼを傾かたむけてしまい、ざざっと落ちた塩が鍋の中に山を作る。

「きゃーっ!!」

「その様子だと、桜子にしては珍めずらしく失敗かな」

　伸びやかに笑う悠斗の腕から抜ぬけ出した桜子は、壺を抱きしめてわなわなと震ふるえた。

「悠斗のせいよ！　急に抱きつかれたから、驚いて手が滑ったの！」

「へえ……」

　悠斗は、愉ゆ快かいなことを聞いたとばかりに、目角を立てる桜子の顔を覗のぞき込む。

「俺おれに、どきっとしたんだ？」

「っ！」

　図星を突つかれた桜子は、赤面した顔をばっと背そむけた。

「とっ、とにかく！　これから作り直すから、完成するまで待っていてもらうわ」

「作り直すなら手伝うよ。俺に手伝えそうな作業はあるかな？」

　言われて台盤所を見回した桜子は、さやえんどうが盛られた食材籠かごを持ち上げた。

「じゃあ、この下ごしらえをお願い」

　籠を渡わたされた悠斗は、瑞みず々みずしい若草色にまじろぐ。

「春がきた山のふもとみたいだね」

「新しん鮮せんだから色が綺き麗れいなのよ。左大臣家の荘しよう園えんで採れたものなの」

　宮中で使う食材は保存がきくように加工されているものが多く、豆類は特に念入りに水分を飛ばして乾かん燥そうさせるので、ここまで色つやがいい状態で手に入るのは珍しい。

　桜子は、一ひと房ふさの両りよう端たんを折って引き、丁てい寧ねいに筋を取った。それを、塩をひとつまみ入れて沸わかしたお湯で、さっとゆがいて冷水に取り出す。

　差し出されたさやえんどうに嚙かみついた悠斗は、ぱりっとした食感に目を丸くした。

「おいしい」

「でしょ？　私がやったみたいに、両端を交こう互ごに引っ張って、筋を取っていって」

「分かった。これがどんな料理になるのかな」

　悠斗は、隅すみに置かれていた円座に座り、のんびりと筋取りをしていく。

　それを横目にしながら、桜子は鍋を空にして新しい米をといだ。

　食材にやすやすと触さわれるようになった悠斗は、花と酒だけで過ごしていた頃とは違って、肌の血色が良くなり、瞳ひとみも生き生きと輝かがやいている。

　しかし、警護にあたる帯たち刀はきや春とう宮ぐう坊ぼうの男性と比べると、まだまだ体の線が細い。

　それもそのはず。彼は、朝には相変わらず花はな膳ぜんだけを口にしているのだ。

　桜子が朝食も作ろうかと申し出たが、悠斗は「桜子の負担が大きすぎる」と許さなかった。仕事や行事をこなすためには、朝もしっかり食べるべきなのに。

　桜子の料理は残さず食べられるようになったので、より健康体になるためには、桜子以外の人間が作った朝食を口にする必要がある。

　つまり、桜子は誰だれかに唐の料理の味付けを教えて、夕食と見み劣おとりしないような朝食を作ってもらわなければならない。

（だけど……）

　桜子の胸中には、振りきれないためらいがあった。

　唐の料理への偏へん見けんが根深くて、調理法を伝授する相手を見つけるのが困難なのが、一つ。悠斗がその人物を信用できるかが、二つ。

　三つ目は──桜子の、気持ちの問題だ。

　もしも他の人間が、桜子と同じ味付けの『おいしい料理』を作ったならば、悠斗は、その人にも素す顔がおをさらして笑いかけるのだろうか。

（嫌いやだわ）

　おこがましくも、桜子は、悠斗に独どく占せん欲を覚えているらしかった。

　悠斗へ料理を作ったのは、倒たおれた彼を心配してお節せつ介かいを焼いたのが始まりだ。

　あわよくば帝みかどに評判が届くかもしれないという下心もあったが、憎にくまれ役を買って出たのは、あくまで彼を思ってのことだったのに。

（今は、悠斗のそばに居続けたくて、料理をしてる）

　桜子が自信を持てるのは料理だけだ。どれだけ厚く化け粧しようをしても、どれだけ大人っぽく振ふる舞まっても、絢あや子こには敵かなわない。

　敵わないから、せめて、彼の料理番という特等席を誰にも渡したくないのだった。

（いけないわ。こんなことばかり考えていたら、料理がおいしくなくなっちゃう）

　桜子は、ぱぱっと頭を振って思考を振り払はらうと、手元の作業に集中した。

　鍋でじっくりと炒めた米に水と調味料を加えて、胡こ椒しようを軽く振り、輪切りにした烏い賊かと悠斗が筋取りをしたさやえんどうを載のせて蓋をする。

　あとは蓋の隙すき間まから漏もれる湯気を見ながら、炊たきあげていくだけだ。

　しゃがんで火加減を見ていると、裏庭へと続く戸がからりと開けられた。

「申し、頼たのまれていた食材をお持ちしました」

　姿を見せたのは、白い髭ひげをたくわえた内ない膳ぜん司しの役人だった。羮あつものの材料が足りなかったので、大だい内だい裏りの外で開かれている市まで出向いてもらったのだ。

　桜子が出かけられればいいのだが、女によう御ごの身分で宮中から出るには、悠斗から許可をもらい、行ぎよう啓けいに連れだって行く従者を揃そろえてと大がかりになってしまう。

　大だい膳ぜん職しきは遠いので、後こう涼ろう殿でんの西にある陰おん明めい門を出た先にある内膳司に頼み込むと、忠ただ成なりが口の堅かたい者を都合してくれた。

　立ち上がった桜子は、役人から瑞々しい蕪かぶを受け取る。

「ありがとうございます。どうしても蕪が欲ほしかったんです」

「お役に立てて光栄ですじゃ。女御様が渡してくだすった巾きん着ちやく一つ分の米で、上等なのが五つも買えましたからな。存分にお使いくだされ」

　銅貨という貨か幣へいもあるにはあるのだが、売買は米や布といった物ぶつ々ぶつ交こう換かんが主流だ。

　物もの珍めずらしそうに台盤所を覗いた役人は、端はしの方にいた悠斗を見て、目ま蓋ぶたが垂れ下がった目をこれでもかと見開いた。

「おやまあ……」

　まさか、東宮位に就つく貴公子に手伝わせているとは思わなかったのだろう。

　よからぬ誤解を与あたえてしまったと、桜子は、悠斗を隠かくすように両手を広げた。

「違うんです！　東宮様は、ご厚こう意いで手伝ってくださっているのであって、無理やりに台盤所仕事を押しつけているわけでは──」

「いやはや、驚きましたぞ。東宮様が手を動かすほど入れ込むとは！」

「へ？」

　てっきり咎とがめられると思っていた桜子は、拍子抜けしてしまった。

　役人は、孫でも見るような顔つきで、白い口くち髭ひげを撫なでる。

「別当は内密にとの仰おおせでしたが、女御殿が料理を得意としているという噂うわさは広まっております。宮中料理に携たずさわる者として、いつか口にしてみたいものですじゃ」

「本当ですか？　少しだけ待っていてください！」

　桜子は、急いで鍋の蓋を開けた。

　調味した液でふっくらと炊いた米は艶つややかで、輪切りにした烏賊は真っ白く熱が通っている。円を描えがくように置いたさやえんどうは、よい彩いろどりになっていた。

「名付けて『烏賊とさやえんどうの炊き飯』、完成！」

　主食である飯に味付けする調理法は、宮中料理では考えられないと思うが、逆に、これをおいしいと思ってもらえたら、一気に印象が良くなること請うけ合いだ。

　桜子は、鍋の四分の一ほどを小ぶりなお櫃ひつに盛り付けて、役人に渡した。

「市まで行ってくださって助かりました。少しばかりですけど、お礼です。よかったら、食べてみてください」

「おお！　ありがたき幸せにございます」

　役人は、まるで帝から恩おん賜しでも与えられたように両手で受け取り、深く頭こうべを垂れた。

　大事そうにお櫃を抱かかえて去って行く役人を、桜子は戸口に立って見送った。

　筋取りを終えた悠斗も顔を出して、老いに丸まった背中を眺ながめる。

「……口に合うといいね」

「ええ。だけど、好みは人それぞれだから、気に入ってくれるように祈いのるしかないわ」

　味覚は、個人の感性による部分が大きい。桜子が信じるおいしさを、この世の全ての人がおいしく感じてくれるわけではないのだ。

「作り手と感性がかけ離はなれていると、味を調節するのは難しいの。私が不ま味ずいと感じる料理を、さらに不味く作れはしないもの」

　こればかりは無理だと笑う桜子の背に、悠斗は、そっと手を当てた。

「きっと気に入ってくれるよ。胃い袋ぶくろを摑つかまれて、桜子のことを好きになってしまうかもしれない。……口説きに来たら、どうやって追い返そうかな……」

　悠斗が大真面目な顔でいらぬ心配をするから、桜子は笑い出してしまった。

「そんなことは起こらないわよ。悠斗、少しだけ膝ひざを曲げて」

「こんな感じでいいかな？」

　悠斗がかがむと、いつもは見上げる高さにある頭が、桜子の目の前に下りてくる。

「ぴったりよ」

　桜子は、悠斗の頭に腕を伸のばすと、わしゃわしゃと髪かみをかき混ぜた。

　いきなりの展開に、悠斗はくすぐったそうに両目を細める。

「突とつ然ぜんどうしたの？」

「撫でたくなったの。急に。がむしゃらに。どうしてなのかは聞かないで」

「そう言われると聞きたくなるなぁ」

「駄だ目めよ」

　悠斗に尋たずねる隙を与えないように、桜子は、いっそう激しく手を動かした。

　冬毛の君と比べても遜そん色しよくないふわふわな髪は、触ふれているだけで心が弾はずむ。

　ご機嫌な桜子を、悠斗は微笑ほほえましく見つめてくる。嫌がる表情も、振り払う素そ振ぶりもなかったので、手触りを堪たん能のうし尽つくしてから腕を引くと、残念そうに瞬まばたきされた。

「あれ、もう終わり？」

「ええ。料理が待っているもの。残りのさやえんどうを茹ゆでて、蕪で羮を作るから、もう少し待っていてね」

　桜子は、軽かろやかな足どりで調理に戻もどった。

　彼かの女じよの視界の外で、悠斗は、照れた顔つきで乱れた髪を整えたのだった。
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　料理を持たせた役人からの音おと沙さ汰たはなかった。

　味が気に入らなかったのかもしれないし、内膳司に戻る途と中ちゆうで気味が悪くなって食べずに捨ててしまったのかもしれない。

　唐の料理を口に入れてもらう難易度の高さを知っている桜子はあっけらかんとしていたが、悠斗の方は不満げに唐菓子をつまんだ。

「お礼の文ふみも寄よ越こさない。貸した器うつわも返さない。せっかく桜子がお裾すそ分わけしたんだから、感想くらい教えてくれればいいのに」

　今は、二人で麗れい景けい殿でんの廂ひさしに座り、お茶を飲んでいる最中だ。

　上げた御み簾すの向こうに見える庭は、卯う月づきの和なごやかな陽気に照らされて春めいていた。

　しだれ桜は濃こい桃色の八重花を咲さかせていて、伸びた下草の合間には薊あざみが開き、陽だまりでは子こ雀すずめがちょんちょんと跳はねている。

　更衣ころもがえを終えた室内は火ひ桶おけが取り払われ、三さん尺じやく几き帳ちように下げる布も厚い綾あや織おり物ものから風にはためく生絹すずしに変えられて、明るく様変わりしていた。

　桜子は、春風の心ここ地ちよさにほのぼのしながら、お茶をこくりと飲み込む。

「内膳司のお仕事が忙いそがしいのかもしれないわ。貸したお櫃は、麗景殿に用がある時に持ってきてくれるわよ。のんびり待ちましょう」

「……俺も手伝ったのに」

　桜子は、ふてくされる悠斗の頭に手を伸ばして、よしよしと撫でた。

　先日、衝しよう動どう的にかき回してからというもの、事あるごとに髪に触れている。

　こうすると悠斗の機嫌がみるみる直るからだ。

　調子に乗られた時は抗こう議ぎの意味で。不機嫌そうな時は慰なぐさめる意味で。あとは彼が味わってきた寂さびしさが、少しでも癒いえるようにと手を動かす。

　悠斗の機嫌が戻ったので手を引くと、今度は彼の腕が伸びてきた。

　ぎょっと目を見開く桜子に、悠斗は、おかしそうに微笑む。

「心配しなくても、撫なで回しはしないよ」

　そう言って、桜子の髪から外れかけていた髪飾かざりを挿さし直してくれた。

「ありがとう」

「どういたしまして。桜はそろそろ季節外れになってしまうね。次はどんな花を贈おくろうかな。夏の花なら、ひなげしか菖しよう蒲ぶ、夕顔……。いや、その前に梅つ雨ゆがあるか」

　悠斗が真しん剣けんに花選びを始めたので、桜子は困ってしまった。

「いいわよ、これがあれば。新しく贈られても持て余してしまうわ」

　ようやく髪飾りに合わせて、薄い紅色や白を基調とした淡あわい襲かさね色目を着こなせるようになったばかりだ。

　新たにひなげしの橙だいだいや、菖蒲の紫むらさきといった色合いの髪飾りを贈られると、典侍や女房から大人っぽい色目を勧められるのは目に見えていた。

「私に、他の色が着こなせるとは思えないから……」

「俺は他の色も似合うと思うよ。桜子は元から愛らしかったけれど、どんどん綺麗になっていくから。特にこの口紅の美しさなんて──」

　悠斗は、思わせぶりに親指で桜子の唇をなぞって、にこりと目を細めた。

「──まるで、俺を誘ゆう惑わくしているみたいだ」

「いっ、いきなり何を言いだすの！」

　悠斗の目元にかかった前髪がやけに色っぽくて、桜子はどぎまぎと言葉を嚙んだ。

「口紅をつけたのは、今まで身なりに無む頓とん着ちやくだったから、最低限の慎つつしみを持とうとしているだけ！　決してあなたを誘惑するためではないわ！」

「ええ？　噓うそでも俺のためって言ってよ」

「そんな高等技術は持ち合わせていません。あまりからかわないで」

　気がない風を装よそおって手を振り払うと、悠斗は、名残なごり惜おしそうに手を引いた。

「からかってはいないんだけどなぁ」

　悠斗は、時折、こうして迫せまっては桜子を慌てさせて遊んでいる。嫌がるとすぐにやめてくれるが、そんな時の彼は決まって寂しそうに笑うのだ。

（そんな顔をされると、悪いことをしているような気になるわ）

　桜子が空になった高たか坏つきを女房に下げ渡していると、前庭から声がかかった。

「失礼してもよろしいですか」

　話しかけてきたのは忠成だった。清潔感ある白い装しよう束ぞくの小こ脇わきに、見覚えのあるお櫃を抱えている。桜子も悠斗も、まさか彼が返しにくるとは思っていなかったので驚いた。

「忠成、なぜお前が持ってきたんだ？」

「こちらに来る用事があったので、小間使いを引き受けたのですよ。女御殿、少しお話しさせていただいてもよろしいですか？」

「ええ。どうぞ、上がってください」

　桜子が勧めると、忠成は階きざはしをのぼり、簀すの子こ縁えんに膝をついて、空のお櫃を差し出した。

「先日は、内膳司の者に料理を分けていただいて、ありがとうございました──」

　それから忠成が語りだしたのは、役人に持たせた料理についてだった。

　役人は、一人で味わうことはせずに、内膳司の同どう僚りようたちを集めて味見したのだという。

　およそ二十人もの男性が集まったというから、一人分はほんの一口だったろう。

　味付きの炊き飯は好評で、試食した役人たちは口々に言った。

　──麗景殿の女御殿の料理は、今まで味わったことのないおいしさで、口にするだけで天てん竺じくへ至ったように晴れやかな気分になり、胃いの腑ふへ落ちる頃には、次の一口が欲しくなる甘かん露ろの雨のごときもの──。

「皆さん、おいしいって言ってくれたんですね！」

　桜子が両手を合わせて喜ぶ様を見ながら、忠成はしみじみと思い返す。

「私も味見をさせていただいたのですが、風変わりな見た目でありながらも美味でした。味を気に入って、宮中料理に唐から風ふうの味付けを取り入れてみては、と提案をする者までいましたよ。時を同じくして帝より『麗景殿の女御の料理はどのようなものか』とのお尋ねが内々にありました。弘こ徽き殿でんの方様から評判をお聞きになったそうです」

「遠とお子こ様が、帝に私のことをお話しくださったんですか！」

　空気を読むことに長たけている遠子が帝に上奏したということは、桜子が台盤所に立っている事実を悪くは受け止められないと判断してのことだろう。

　帝が自分の料理に興味を持っていると思うと、桜子の胸は躍おどった。

「私、帝がお望みになるのでしたら、どんな料理でもお作りしますわ！」

　意気込む桜子とは対照的に、忠成は困ったように眼鏡のつるを押し上げる。

「そうしたいところなのですが……。帝へお出しする料理は、安全だと確証のあるものしか認められていません。宮中料理の文化が長く続いているのは、それが体に害がないと証明されているからなのです。帝の料理を作れるのも、内膳司だけと決められています」

「決まりがあるんですね……」

　遠回しに断られて、桜子は肩かたを落とした。そう上う手まく事が運ぶはずないと自分を戒いましめていると、忠成から意外な発言が飛び出す。

「気を落とさないでください。私は宮中料理に唐の料理を取り入れたいと思っています。そのためには、どういった食材を使い、どういった調理法で、どのように味付けされているのか、確かめなくてはなりません。ですから女御殿──」

　膝の上で拳こぶしを握にぎった忠成は、誠意が感じられる面おも持もちで、深く頭を下げた。

「──私に、唐の料理をご教示ください」

　垂れた烏え帽ぼ子しを目にした桜子の胸は、ぶわっと熱くなった。

（こんなことがあるなんて！）

　桜子はのぼせた顔つきで簀の子縁まで歩き、忠成の手を取る。

「分かりました。唐の料理に用いる食材や、味付けに使う調味料や香こう辛しん料りようについて、私の口から説明します。実家の左大臣家に資料があるので、それもお見せしますわ。すぐにでも里下がりの準備を──」

「許さない」

　突然、悠斗が横やりを入れてきたので、桜子は思わず不満をぶつけた。

「どうして駄目なの？」

　その問いかけには答えず、悠斗は、ひどく冷めた瞳で忠成を見み据すえる。

「忠成、お前は今まで宮中料理の伝統を守ることにこだわっていただろう。帝から話があったとはいえ、なぜ急に桜子の料理に興味を持った？」

「そうですね……。女御殿の料理に胃袋を摑まれた、とでも表現しましょうか。素す晴ばらしい才能によって生み出された味わいに心を打たれて、眠ねむっていた料理への情熱をかき立てられたのです」

「それで、桜子から唐の料理を学びたいと思ったのか……」

　感かん慨がい深ぶかげな忠成の言葉に、悠斗は表情を曇くもらせた。

「桜子の里下がりは認めない。内膳司へ帰れ、忠成」

　そう言うなり立ち上がって、さっさと廊ろうを歩いて行ってしまう。

　命じられた忠成は、眼鏡の奥おくの目を丸くして固まっている。

「ごめんなさい、忠成さん。待って、は──東宮様！」

　追いかけた桜子は、透すき渡わた殿どのの手前で、ようやく彼の袖そでを引いた。

「話を聞いて、悠斗。宮中に唐の料理を広めるために、忠成さんほどの適任はいないわ。彼は、内膳司の別当として、今まで宮中料理を監かん督とくしてきたのよ。彼が指揮して、味付けされた料理を根付かせれば、この国の食文化は変わるの！」

　忠成が興味を示した今、布石を打っておけば、悠斗が帝となる頃には、味わい豊かな料理が都中に伝わっているだろう。

　荒すさみがちな人々の心は癒やされ、素晴らしい御み世よになるに違いない。

「これは、おいしい料理を広めるための重要な一歩なの。内膳司が唐の料理を作れるようになったら、悠斗の朝食だって安心して頼めるわ。だから、里下がりを──」

　言葉の途中で肩を押された桜子は、ふらついて蔀しとみ戸どに背をつけた。

　目の前が陰って、何事かと視線を上げた、瞬しゆん間かん。

　ばん！　と頭上に拳を叩たたきつけられて、びくりと肩が跳ねた。

「──君は、料理のことしか考えていないのか」

　桜子の体を覆おおうように立った悠斗は、憤いきどおった瞳で見下ろしてくる。

「は、ると……？」

「君は、唐の料理を広めるためなら、他の男との里下がりも厭いとわないのか。俺は、片時だって離れたくないと、思っているのに……」

　切なそうに告げられて、桜子は瞠どう目もくした。

　悠斗が怒おこっているのは、桜子が勝手に里下がりを決めようとしたからではない。

　里下がりの間、料理番の務めを放り出す責任感のなさを批難しているわけでもない。

　その間、離ればなれになるからだ。

　自分が感じる寂しさを、桜子が少しも感じていないと知って、傷ついたからだ。

　動どう揺ようして動けない桜子の頭に、悠斗はそっと額を寄せる。

「桜子、どうか俺を好きになって。俺と同じくらい、離れたくないと思ってよ──」

「っ」

　囁ささやきに胸を衝つかれて、桜子は悠斗を抱きしめたいと思った。

　衝動的に、彼の背に腕を回したが──結局、衣ころもにも触れられずに下ろす。

　理性に紐ひも付づけられた心が、身の程をわきまえろと叫さけんだからだ。それと同時に、長く慕い続けてきた冬毛の君の笑え顔がおが心に浮かぶ。

（忘れてなんかいないわ）

　悲しいことに、桜子は、自分の価値の低さを痛いくらいに自覚していた。

　悠斗の気持ちがどうであれ、彼にお似合いの姫は絢子の方だ。

　二人がどんな夫ふう婦ふになるのか、桜子には簡単に想像できる。

　素晴らしい和歌をやりとりして、箏そうの演奏に耳を澄すませ、麗しく愛情を育はぐくみながら、いつか珠たまのように美しい皇子をもうけることだろう。

　悠斗のこれからの人生という華はなやかな宮中絵巻に、桜子の姿はない。

　桜子にお似合いなのは、絵巻には描かれない、裏手の台盤所なのだから。

「……私では、悠斗を幸せにできないわ……」

　やっとのことで呟つぶやけば、悠斗は、雨に濡ぬれた子犬みたいに瞳を揺ゆらした。

「俺は、桜子がそばにいてくれるなら、それで幸せだ」

「それでは駄目なの。あなたは絢子殿のような立派な姫君を愛すべきなのよ。寵ちよう愛あいを受けるのが、私みたいな料理以外に取とり柄えのない人間では、あなたまで嗤わらわれてしまうもの……」

　一息に吐はき出せば、悠斗は、悔くやしげに口くち端のはを嚙んで、そっと体を離した。

「──それほどまでに唐の料理を広めたいのなら、里下がりを許可する。ただし二日間だけだ」

　突き放すように言って、透き渡殿を歩いて行く悠斗の背に、桜子は大声で呼びかけた。

「悠斗！　里下がりの間の料理を作っておくわ。帯刀さんに説明しておくから、私がいなくてもちゃんと食べて。それから──」

　悠斗は振り返らない。けれど、渡殿の向こうで立ち止まってくれた。

「──必ず帰ってきて、あなたに料理を作るわ。だから、待っていてほしいの」

　悠斗は、首を少しだけひねった。

　桜子の方からは、彼のなだらかな頰と、長いまつげの影かげだけが見える。

「帰ったら君を、二度と離さないかもしれない」

「そうなったら、あなたが離したくなるまで髪をかき回すわ」

「…………そう」

　体ごと向き直った悠斗は、物言いたげに桜子を見つめたあとで、眉まゆを下げて微笑んだ。

「忠成に気を許しすぎてはいけないよ。気を付けて、行ってらっしゃい」

「行ってきます」

　一ひと先まずの許しを得た桜子は、忠成に知らせるために母も屋やへと取って返したのだった。
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「なんだか、懐なつかしい匂いがするわ」

　左大臣家の屋や敷しきに帰ってきた桜子は、きょろきょろと首をめぐらせながら、東の対たいまでの廊を歩いた。池や中島は綺麗に整えられていて、廊のあちこちに父が集めた唐から物ものが置いてあり、蓬ほう萊らい樹じゆには葉っぱさえついていない。どこを見ても入内前と変わりなかった。

　後ろを歩く忠成は、廊の角を曲がるたびに、新しい唐物を見つけて感かん嘆たんした。

「さすがは藤ふじ原わら一族……。高価で貴重な唐物が、ここまでぞんざいに置いてある屋敷は、都中を探してもここぐらいでしょうね」

「ぞんざいなのは、父が飾る方に興味がないからですわ。珍しいものは、手に入れるまでが一番楽しいのですって」

　桜子の父は集めたものを愛めでるよりも、探して、交こう渉しようして、手に入れるという過程に熱を上げている節がある。

　そのため、せっかく集めた唐の食材も収蔵されるばかりで、桜子が使わなければ『海の向こうから伝わった食材らしき唐物飾り』でしかない。

　だからこそ母には無む駄だに思えるのだろうが、父の少年心は聞く耳を持たないのだ。

「ここが、私の室です」

　案内した母屋は、御み帳ちよう台だいや几帳から布が外されて、殺風景になっていた。

　鏡台からは鏡が下ろされ、衣い桁こうは隅に重ねられていて、数カ月前まで人が暮らしていたようには見えない。

　桜子がいた痕こん跡せきは、もっぱら壁かべ際ぎわに積まれた書の山にあった。

　それらは唐の食にまつわる資料で、外交の窓口である太だ宰ざい府ふにいる父の知り合いが送ってくれたり、朱雀大路すざくおおじを挟はさんで建てられた鴻こう臚ろ館かんで手厚くもてなしている使節から渡されたりと、父の好こう奇き心しんがおもむくままに集められたものである。

　試ためしに書のてっぺんを指先でなぞってみたが、埃ほこりは積もっていなかった。

「ちゃんと掃そう除じしてくれていたみたい。ねずみにでも齧かじられていたら寝ね込こんでいたわ」

　桜子は、資料の山から糸とじの書物をいくつか引き出して、忠成の前に広げた。

「こちらは食べられる食材をまとめた辞典の一部で、そちらは西域の食文化を紹しよう介かいする書物です。それぞれ値段が書き込まれているから、商人が使っていたものだと思います」

　破れて断だん片ぺん的に読み取れるものもあれば、どこにも痛みのないものもある。

　唐の紙はざらりとした厚手の質感で、海風による風化にも耐たえる丈じよう夫ぶさだ。書きつけた文字の墨すみは、竹を焼いたものより、岩石を砕くだいたものの方が色いろ褪あせが少ない。

　緑色の表紙を開いた忠成は、かすれた漢字の羅ら列れつを、すっと指でなぞった。

「漢かん籍せきで書かれていますが、女御殿はお一人で読破されたのですか？」

「ええ。私は仮か名なも漢字も読めるんです。貴族の姫なら和歌や薫たき物、楽器の演奏が教養とされるものですけど、私はなまじ勉強ができたから料理に夢中になったのですわ」

　料理は、学んだ知識を使って、実じつ践せんを積み重ねることで上手くなる。

　無知な人は、どうやったら水がお湯になるかも分からない。火を焚いて沸かすといった何気ない動作も、学んだからこそ導き出されたものなのである。

　望み通りの味にするために、どの調味料をどれだけ使えばいいのか、桜子は勘かんで分かっているが、それも数多くの失敗を重ねて、ちょうどいい塩あん梅ばいを会え得とくしただけなのだ。

「これは香辛料を記した一覧です」

　次に開いたのは絵巻物だ。寺にかけてある曼まん荼だ羅らのように織しよく布ふを台紙にしてあり、貼はられた紙には、多種多様な香辛料の名前が書きつらねてあった。

「香辛料というのは、主に香りや辛からみをつける食材です。料理に風味を加えたり、食材の物持ちを良くするために使います。塩や味噌といった調味料に近い位置づけで、刺し激げき的なものが多くて……って、これは味わってもらった方が早いわね」

　桜子は、塗ぬり籠ごめの扉とびらを開け放った。三方を板いた壁かべで閉じられたここには、母屋に収まりきらなかった大量の資料と共に、唐の香辛料が安置されている。

　はるばる海を越こえてもたらされた香辛料は、腐くさらないように乾燥しているが、陽の光が入らない暗室で保存すると風味がより長持ちするのだ。

　桜子は、真正面の壁かべに近づいて腕を伸ばし、逆さにして干されていた枝のうちの一つを手に取った。

　一見すると南天にも似ているが、枝には鋭するどい刺とげがあり、枝の先に鈴すずなりに成った実は、赤あか紫むらさきの仰ぎよう々ぎようしい色合いをしている。

「これは『花か椒しよう』という香辛料です。刺に気を付けて、どうぞ」

「おどろおどろしい見た目をしていますね。食べ物には見えないのですが……」

　手渡された忠成は、鼻を近づけて匂いを嗅かいだあと、実を一粒つぶ取って嚙みついた。

　歯で砕くと、たちまち気色ばんで懐かい紙しに吐き出す。

「っ、とても辛い！　これは毒ではないのですか？」

「刺激は強いけれど毒ではありません。少量だけ使うと、料理が引き立って、ぐんとおいしくなるんですよ。それに体がぽかぽかと温まるので、健康にとてもいいのです」

　水を差し出せば、忠成は、救われたといった様子で一気に飲み干した。

「たしかに、竈の前にいるように体が熱くなりました。こういったものを料理に使うとは、唐の食文化は奥が深い……」

　襟えり元もとを摑んで懐ふところに風を送りつつも、資料をめくる忠成の手は止まらない。

「唐の料理は、学べば学ぶほど面おも白しろいものですね。料理する場面を見せていただきたいのですが、この機会に東宮様の料理番を辞やめて、内膳司の方にいらっしゃいませんか？」

　思いがけない話だったので、桜子は声も出せなかった。

　忠成は、それが桜子のためだと言わんばかりに勧かん誘ゆうを続ける。

「内膳司にいれば、帝がお召めしになる料理を作れますよ。内膳司で唐風の味付けを施ほどこした宮中料理が作られるようになれば、東宮様も食べてくださるでしょう。あなたの味は宮中に広まり、やがて都へと伝わります。あなたは、新たなる料理を広めた偉い大だいな女御として、後世まで崇あがめられるのです」

「崇められる、ですか……」

　桜子は、抑よく揚ようなく繰くり返かえしてから、こてんと首を傾かしげた。

「そんな風に考えたことはありませんでしたわ」

　桜子は、帝に唐の料理を認めてもらいたいと望んでいる。国中へ広めたいとも考えている。けれど、料理を使って有名になりたいとか、崇められたいとは思いもしなかった。

「私は、唐の料理がこの国に広まってくれたら嬉しいです。けれど、それで手て柄がらを立てたいとは思いません。東宮様に料理をお作りできる、今の環かん境きようを大切にしたいです」

　思いを吐と露ろすると、忠成は、残念そうに身を引いた。

「そうですか……」

「良いお返事ができなくてごめんなさい。けれど、唐の味付けが宮中料理に取り入れられるように、最大限の協力をいたしますわ。他に参考になりそうな資料を探してきますね」

　桜子は、塩や砂糖といった基本的な調味料の一覧表と、香辛料を使った簡単な料理が載った資料を集めて、忠成に渡した。

「こちらを読んでみてください。唐の料理の基き礎そが学べますわ」

「感謝いたします、女御殿」

　忠成は、大事そうに資料を抱えて、車宿りの方向へと歩いて行った。

「さてと、私も何か持って帰ろうかな」

　手近な書物を開くと、花椒を使った料理が載っていた。

『麻婆豆腐まーぼーどうふ』という料理で、味噌と醬ひしおで味付けた挽ひき肉にくに、さいの目状に切った豆とう腐ふを加えて軽く炒いった、こってりした一品だ。

　豆腐というのは、熱した大豆をしぼった汁しるに、海水から採れるニガリを加えて固めた食品である。この国に伝わった当時は、嚙みごたえのある四角い形から『唐とう符ふ』と書かれていたのだが、いざ製造されると柔やわらかい仕上がりになったため、原材料の『豆』と、ぶよぶよした塊かたまりという意味がある『腐ふ』の字にすり替かわった。

　海を越えて伝わってきた食文化は、こうして国独自の形に変わる。

　唐の料理の味付けも、いずれ日の本の料理として根付くかもしれない。

「悠斗にはあっさりした味のものを出すようにしていたけど、これからは、こんな風に一ひと癖くせある料理を作ってみてもいいかも。あ、こっちは杏あん仁にん豆どう腐ふだわ。こっちの羊よう羹かんは、煮にこごりを応用して作れそう──」

　気になる資料を文ふ箱ばこに入れながら、新たな書物を読みふける。

　一息ついた時には、辺りはずいぶんと暗くなっていた。

「夢中になっていて、陽が傾いたのに気づかなかったわ。燭しよく台だいを持ってこないと──」

　視線を戻した桜子は、蓋が閉まらないほど膨ふくれあがった文箱を見て、いつの間にと目を丸くしたのだった。




　選んだ資料を二つの文箱に分けた桜子は、宿しゆく泊はくするために北の対へ移動した。

　御帳台に横たわり、体に着物をかけて、長い髪を頭上の箱に一まとめにした母は、同じように眠る支し度たくを調ととのえて横たわった桜子の方へ寝返りを打った。

「桜子、宮中暮らしに不便はないか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ、母様。典侍がいつもそばにいてくれるし、女房たちも細かいことに気がつく働き者ばかりなの。それに、東宮様が、私の料理を気に入ってくれたのよ──」

　悠斗のことに話が及およぶと、里下がり前に聞いた切なげな声がよみがえってくる。

『俺を好きになって。俺と同じくらい、離れたくないと思ってよ──』

　あの時、桜子は、衝動的に告白を受け入れようとした。

　けれど踏ふみとどまったのは、悠斗に愛されるなんて、ちっぽけな自分にとっては身に余る幸福だと思ってしまったからだ。

　悠斗は、今でこそ桜子に好意を抱いてくれているけれど、時が経たったなら結局は、絢子のように美しく姫らしい女性の方へと通うのではないだろうか。

　その時、桜子は、受け入れなければよかったと、後こう悔かいするのではないだろうか。

　たぶん、桜子は怖こわいのだ。自分が弱い人間だと知っているから、裏切られるかもしれない未来を選ぶよりも、今のままでいたいと思ってしまうのだ。

「──私は、入内してよかったと思っているわ。本当よ」

「よかったと言うわりに、不安そうな顔をしているではないか」

　さすがと言うべきか、母は、桜子の不安定な心を見み透すかしていた。

「仲睦むつまじくて喜ばしいが、甘あまえさせすぎるのも考えものじゃぞ。そなたの父様なんて、最初はまめに文を送ってくるような凜り々りしい貴公子であったのに、三日夜を過ぎたらもうあの調子。当時は、騙だまされたと悔しくなったものじゃ」

　今の様子からは考えられないが、父も若かりし頃はそれなりに貴族らしかったようだ。お姫様育ちだった母を夢中にさせる、さぞや立派な外面を保っていたのだろう。

「ふふっ。父様は、母様に振り向いてほしくて猫ねこを被かぶっていたのね」

　意地っ張りだった冬毛の君もそうだが、男性というのは大たい概がいにして、ちょっと困った本ほん性しようを隠してしまう生き物なのかもしれない。

（そんな情けない姿をも愛するのが夫婦なんだわ）

　そうでなければ、母はとっくに父に愛あい想そを尽かしているだろう。強気な性格も、弱気な父を補うためだったと思えば、桜子は、両親をとても愛おしく感じる。

（それに、人より劣おとっているところは、必ずしも嫌きらわれる理由にはならないのね……）

　絢子と比べて美しくないとか、姫らしく振る舞えないとか、そういった桜子の基準は、悠斗の気持ちを推おし量はかる上ではなんの意味もない。

　桜子が思う自分の嫌いなところは、悠斗にしてみれば好きな人の一面だからだ。劣っている部分もまた桜子だと納なつ得とくしていなければ、好意なんて持たないだろう。

　悠斗がいつから桜子を特別な女性として見ていたのかは分からないが、桜子もまた、悠斗を他に代えがたい特別な人だと思っている。

　桜子は、冬毛の君がどうしても忘れられない。その一方で、悠斗への気持ちは、日に日に膨らみ色づいて、無視できない大きさになっていた。

（私は、悠斗が好きなのかしら？）

　まだ答えは出せない。けれど、宮中に戻ったら、はっきりしそうな予感があった。

　自分の帰りを待ってくれている悠斗を思うと、桜子の胸はとくんとくんと波打つ。

　優やさしい鼓こ動どうを子こ守もり歌うたにしながら、桜子は、入内しなければできなかっただろう母との会話を楽しみつつ、健すこやかな眠りについた。




　翌日の真昼に左大臣家を発たった桜子は、父に伴ともなわれて大内裏に入った。

　里下がりの猶ゆう予よは二日間いっぱいあったが、母の話を聞いていたら、早く悠斗の顔が見たくなったのだ。

　東に位置する宣陽門から内だい裏りに入り、温うん明めい殿でんで父と別れて、麗景殿までの道を歩いていく。道には細かな砂が敷しいてあり、往来がない両端には白しろ詰つめ草くさが連なって咲いている。

　白い花は、雅みやびやかさとはかけ離れた素そ朴ぼくなものだけれど、桜子の好みだ。必ずしも、大輪の花が愛でられるとは限らない。小ぶりに咲く花を好きな人だっているのだ。

　殿舎を区切る檜ひ垣がきの間を通ると、閼あ伽か棚だなのそばを過ぎていく典侍の姿が見えた。

「ただいま！」

　手を振ると、彼女は幽ゆう霊れいでも目もく撃げきしたように、ばっと振り向いた。

「桜子様……、お早いお帰りでしたね」

「これでも、母様と夜よ更ふけまでお話をして、ゆっくり里下がりを満まん喫きつしてきたのよ。私がいない間に、何か変わったことはあった？」

「それが……。麗景殿で、小ぼ火やが出ましてございます」

「小火!?」

　火桶が必要なほど寒い日はなくなったとはいえ、照明である燭台や香こう炉ろなど、室内で火を使うのが一いつ般ぱん的なこの時代に、火事は日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。

「それで、みんなは？　無事なのっ!?」

「落ち着いてくださいませ。怪け我が人にんはおりません」

　動揺する桜子に対して、典侍は落ち着きはらった様子で報告する。

「ちょうど内膳司の別当殿が尋ねておいでで、煙けむりの臭においに気づいて消火されたのです」

「忠成さんが……。どこが燃えたの？　女房のいる局つぼねのどこか？」

　すると、典侍は、言いにくそうに口元を袖で覆った。

「申し上げにくいのですが……。燃えたのは、台盤所、でございます」

「台盤所……」

　その一言を聞いた瞬間、雷かみなりが落ちてきたような衝しよう撃げきが桜子の体を貫つらぬいた。

「原因はまだ分かっておりませんが、火が出る前に、麗景殿の者ではない女房を見たという者もいて……。桜子様？」

「様子を見てくる」

　桜子は、ふらりと典侍から離れて、廻かい廊ろうを歩きだした。

（台盤所が、燃えた）

　おぼつかない足どりで麗景殿の裏手へと向かう。台盤所に入る手前の一段下がった渡り廊では、赤い闕けつ腋てきの袍ほうをまとった衛え士じに膳司の少女たちが訴うつたえかけていた。

「だから、見たんだってば。見慣れない女房がこの辺に立ってたの！」

　桜子が横を通り過ぎると、少女たちの中にいた小波が気づいた。

「姫様、まだ鎮ちん火かして間もないから、危ないです！」

「平気。少し、覗くだけよ」

　引き戸に手をかけると、熱を持った耳元で、どっどっ、と鼓動が脈打った。

　見るのが怖い。けれど、見なければどうなっているか分からない。

　思い切って戸を引くと、中からむわっとした空気が吹ふき出してきた。温度が上がった室内に、煙けむ出だしから排はい出しゆつしきれなかった黒こく煙えんが充じゆう満まんしていたのだ。

　桜子は咳せき込みながら、石いし畳だたみが敷かれた土間へと足を下ろす。

　切り出した石を重ねて作った竈は、見るも無む惨ざんに真っ黒焦こげになっていた。薪まきを入れる火ひ口ぐちからは、水で濡れた灰がじわじわと周囲に溶とけ広がっている。

　燃えさしの木もく片へんには黒い艶があった。麗景殿で使っている朱しゆ色いろの膳や皿をしまってある戸と棚だなは無事だったので、どこかの漆しつ器き膳が燃えてしまったようだ。

　そろりと奥の壁を見やった桜子は、ただでさえ丸い目を大きく見開いた。

「……ない」

　そこにあるはずの大おお棚だなは、燃え尽きてしまっていた。

　香辛料を入れたひょうたん壺つぼは全て灰に変わり、陶器は割れ、大きな樽は組み木がずれて、調味料や油が床ゆかに広がっている。どれも、料理に使えるような状態ではない。

　震える足で焼け跡あとに近づいた桜子は、灰の山に突き立っていた朱色の棒に気がついた。

　拾い上げると、かすかに鈴の蒔まき絵えが残っている。

「冬毛の君からもらった匙さじだわ……」

　桜子に料理を続けていこうと決心させた約束の品は、すくいの部分が焼け落ちて、柄えも半分ほどの長さしか残っていなかった。

　強いめまいに襲おそわれて、桜子は、床に膝をついた。

「これがなかったら、私……」

　どうやって『おいしい』料理を作ったらいいのだろう。

　体感したことのない心細さが、蜥蜴とかげのようにぞわぞわと体を這はいのぼる。

　息が苦しいのは煙のせいか、それとも心か。考える間もなく目の前が暗くなる。

　ひっ、としゃくりあげて喉のどを押さえた時には、もう声も出せなかった。

（助けて、はる、と──）

　気を失った桜子は、倒れる刹せつ那な、自分を呼ぶ声を聞いた気がした。




「桜子っ！」

　倒れかけた桜子の肩を引き寄せて、胸むな元もとに寄りかからせたのは悠斗だった。

　仕事のために内裏の外にある朝堂院に出向いていて、小火の噂を聞きつけて駆けつけたが、一足遅おそかったようだ。桜子は、煙を吸すい込んで気を失ってしまった。

「こんな状態の室に入るなんて」

　悠斗は、桜子の口元を袖で覆い、黒煙がよどむ台盤所を見回した。

　調味料や香辛料を並べていた大棚は綺麗さっぱり燃え尽きており、中央に据すえ付つけられた石造りの竈も真っ黒に焦げついている。

　竈の左手にある漆器膳や皿、鉄の鍋などを収めた棚は無事だったので、竈に残っていた火種からの引火ではなさそうだ。

「誰かが、故意に火を点つけたのか？」

　腕の中の桜子を見下ろすと、血の気が引いた顔で浅く呼吸している。

　いくら気き丈じようとはいえ、彼女はまだ数えで十六歳さいの少女だ。大切に使っていた台盤所が燃えて、海の向こうの貴重な品が一度に灰になった衝撃は一ひと入しおだったろう。

（俺が先にたどり着いていれば、この惨さん状じようを見せはしなかったのに）

　怒いかりを覚えながら桜子を横抱きにした悠斗は、戸口をくぐって廊に出た。

　小火の始末に追われる左さ近こん衛え府ふの衛士たちは、悠斗の気き迫はくにおののいて道を譲ゆずる。女房たちを指揮していた典侍は、ぐったりした桜子を見るなり顔色を変えて駆け寄ってきた。

「桜子様！」

「気を失っているだけだ。桜子はこのまま梨なし壺つぼで預かる。小火の原因は衛士が調べるだろうから、典侍殿は、麗景殿の者たちを落ち着かせてくれ」

「はい……。東宮様、桜子様をよろしくお願いいたします」

　涙なみだ声ごえで頭を下げる典侍の横を過ぎて、悠斗は梨壺へと急いだ。

　透き渡殿を越えて、前庭に面した母屋に入り、御帳台に桜子の体を横たえる。

　顔を覗き込むと、染める前の絹のようにいとけない顔が悲しげに歪ゆがみ、瞳の端に浮かんだ涙がつうと流れ落ちた。

（可哀想かわいそうに……）

「けほっ」

　涙をぬぐってやると、桜子が咳き込んだ。塵じん芥かいが舞まった空気を吸ってしまったのだろう。

　うがいをさせたいが、咳をしても目覚めないところを見ると、彼女の意識は、気を失った時よりもさらに深い場所へ落ちているようだ。

（何か、喉を楽にさせるものがあれば……）

　辺りを見回すと、手近な盆ぼんに黄色い橘たちばなの実が盛られていた。

　悠斗は、一つ手に取って皮を剝むき、小ぶりな房ふさをつまんで、口に放り込む。

　瑞々しい果実は甘く、爽さわやかな酸味を残して、喉を潤うるおす。

　異常が起きないか集中していたが、舌のしびれや腹痛、筋肉のこわばりは起きない。

　毒が入っていないと確かく認にんしてから、桜子の口元に運ぶ。

「桜子、食べて」

「……う」

　小さな唇に当てるが、食べ物と分からないようで、口は開かなかった。

（奪うばいたくはなかったけれど……）

　悠斗は半分に割った房を口に含ふくんで、桜子の上に覆い被さった。左腕を彼女の顔のそばにつき、反対の手でこめかみの辺りを撫で上げると、唇がわずかに緩ゆるむ。

　素す早ばやく口づけして、くわえた房を唇の中へ押し入れると、桜子は、酸味に眉をひそめながら、二、三度嚙んだあとで、果か汁じゆうをこくりと飲み込んだ。

　寝顔から力が抜けたので、悠斗は、ほっとして体を起こす。

　これで、少しは呼吸が楽になったはずだ。

　悠斗は衣桁から衣を取り、桜子の体にかけて、隣に横たわった。

「……たとえ唐の食材がなくても、桜子は、おいしい料理を作れるよ。俺を助けてくれた時みたいに、料理で誰かを幸せにしたい気持ちがあるから……」

　悠斗は、朱塗りの燃えさしを握る桜子の手に、そっと手を重ねて祈った。

「諦あきらめないで、桜子」




　桜子は、桜の木こ陰かげにうずくまる冬毛の君を思い出していた。

　空腹で動けなくなっていたにもかかわらず、庶しよ民みんの食べ物は口にしないと強がる彼は、焼きおにぎりの誘惑に耐えきれずに、頑かたくなな心を開いてくれた。

　彼が見張って、桜子が作る。完成した料理は二人で食べた。

『おれは姫の料理が大好きだよ』

　そう言って、朱塗りの匙を贈ってくれた彼に、桜子は、私も、と答えたかったが、喉が痛くて声が出せなかった。

　冬毛の君は、背を向けて去って行く。桜子は追った。

　袖を引くと、彼は振り向く。そして、悲しそうな顔で桜子の手元を見た。

　ふと視線を落とすと、朱塗りの匙は、頭と尻しりが燃え尽きて柄だけになっていた。

　麗景殿で小火が起きて、この匙を置いていた大棚が燃えてしまったのだ。

　桜子が台盤所の惨状を思い出すと同時に、冬毛の君は手を振り払った。

『せっかく、おれが願を掛けたのに──』




「っ！」

　ぱちりと目を開けた桜子は、息を乱しながら、視界いっぱいに広がる美び貌ぼうに驚いた。

　眼前にいたのは冬毛の君ではなく、心配そうに自分を見守る悠斗だった。

「おはよう、桜子。気分はどう？」

「気分……。あ……」

　先ほど見ていた悪夢がよみがえってきて、桜子は上手く呼吸ができなくなった。

「落ち着いて。ゆっくり呼吸して」

　起き上がった悠斗が背を撫でてくれると、不思議と息を吸い込めた。

　二度、三度と呼吸を繰り返すうちに、桜子が感じていた息苦しさは消えていく。

「大丈夫？」

「うん。何か食べさせてくれたのね。ありがとう」

　口に残る爽やかな酸味は柑かん橘きつ系の果物だろう。

　起き上がって礼を告げると、悠斗は曖あい昧まいに微笑んだ。

　桜子は、この顔が「おいしい」とほころぶのを見るのが好きだった。

　けれど、匙が燃えてしまった今、それもおしまいだ。

「悠斗、私は、もう、料理を作れないわ……」

　小さく告げると、悠斗は「なぜ？」と問いかけてくる。

　桜子は、握りしめていた朱塗りの匙だったものを、彼の眼前に掲かかげた。

「私の料理が上達したのは、この匙の加護のおかげなの。これがあったから料理を続けられたの。それが、燃えてしまったのよ……」

　これではもう味見はできない。どんな料理も、完成させられる気がしない。桜子を支えてきた料理への自信は、匙と一いつ緒しよに燃えて、使えないほど小さくなってしまった。

　唇を嚙みしめると、伸びてきた悠斗の指に止められる。

「大切なものが燃えて、悲しい気持ちは分かるよ。けれど、匙がなくなったから料理も作れないなんてことはないはずだ。君は、匙のために料理を作っていたの？」

　言われて、はっとした。

　桜子が、どんな苦難に遭あっても料理を続けたのは、匙に報むくいるためではない。

「私が料理を続けたのは、唐の料理を素晴らしいと思ったからよ。そして、誰かにその魅み力りよくを知ってほしかったから。今は、悠斗においしいって言ってもらいたいから、作っているわ」

「そう。桜子を動かしていたのは匙ではないはずだ。桜子自身が、そうしたいと思う気持ちが一番大切なんだよ」

　悠斗は、匙を下ろした桜子の手を上向けて、きっぱりと言いきった。

「だから、その気持ちを忘れないかぎり、桜子はおいしい料理を作れる」

　桜子の手には、何もない。けれど、空っぽなわけではなかった。

　桜子が育んできた料理への信念や、誰かをおいしいと喜ばせたい思いが、見えない匙のように新たな心の支えとなっていた。

「私、料理を続けていけるかしら……」

「できるよ、桜子なら。不安なら、俺がそばで見張って──」

　ふいに言葉を切った悠斗のお腹が、『ぐぅう』と派手な音を立てた。

　涙ぐんで聞いていた桜子は、ぱちぱちと瞬きをする。

「作り置きの料理は食べなかったの？」

「桜子が作ってくれた分は全部食べたよ。俺まで倒れるわけにはいかないからね」

　そう言われて、桜子は考えた。里下がりした昨日の夕食は作り置いていき、小腹がすいた時のために笹ささの葉で巻いたおにぎりと香物こうのものも用意して出かけた。

　外を見るともう黄昏たそがれているので、夕食後の時間だろう。

　お腹をすかせた悠斗を目にしたら、桜子の心に、料理を作ってあげたいという衝動が湧わいた。一時は、もう台盤所に立てないという心境だったのに、不思議なものだ。

「急いで何か作ってくるわね」

　桜子が床に手をついて立ち上がろうとすると、悠斗に肩を押さえられてしまう。

「急に立つなんて危ないよ。桜子は、丸一日、横になっていたんだから」

「私、そんなに眠っていたの!?」

　つまり、本日は里下がりしてから三日目ということだ。

　悠斗は、鳴りやまないお腹をさすって苦く笑しようする。

「ここまでうるさいのは、俺が花膳を食べなかったせいだよ。昨日の朝食には、忠成が桜子の料理に似た食事を作ってきてくれたけれど、土と葉を混ぜたような匂いが強くて、すぐに下げてもらったんだ。それからは、桜子が帰ってきたらおいしい料理を作ってもらえると思って食べずにいた」

　お腹をぺこぺこにすかせても一いち途ずに待っているだなんて、忠犬のような人だ。

　本当に世話が焼けると思いつつ、桜子は体にかけられていた衣を外した。

「今日は私が作るけど、これからは他の人が作った料理も食べられるようになってほしいわ。私がいない間に倒れられたら困るもの」

　麗景殿の台盤所が燃えてしまったので、桜子が秘密裏に料理するのは難しくなった。

　とんだ災難だが、これは契けい機きでもある。

　悠斗をより健康にするために、次の段階へと踏み出す時がついにやってきたのだ。

「忠成さんがやる気になっているから、内膳司が味付けされた料理を作る日はそう遠くないと思うの。私も協力して、悠斗が食べられる完成度にしてみせるわ。期待していて」

　桜子が希望に満ちた顔を向けると、悠斗は辛そうに視線を外した。

「……桜子が協力しても、作るのは内膳司だろう。それなら俺は食べないよ。あそこで働く者たちは皆、帝に目をかけられているから……」

「あなたが宮中料理を口にしないのは、帝と反目していることにも関係があったの？」

　思いも寄らない話だったので、桜子は、すっかり気勢を削そがれてしまった。

　たしかに、悠斗から毒の話を聞かされた時から、小さな違い和わ感かんはあったのだ。

　毒見役が亡なくなって、毒が混入されていると発覚したということは、毒を入れられた食事に悠斗は手をつけていない。毒による苦しみは味わっていないのだ。

　いくら毒見役の死を悲しんだとしても、内膳司の料理を不味いと感じていても、遠からず死を招くだろう絶食を貫くのは行きすぎている。

　悠斗は、桜子の反応を見たくないと言うように、目を伏ふせたまま明かした。

「俺は、俺を疎うとんでいる帝が、内膳司に命じて毒を盛らせたのではと疑っている」

「それはあり得ないわ。帝はあなたのお父上でもあるのよ。親が、自分の子どもを殺そうとするはずないじゃない！」

　家族の間に当然のように愛情があると思う桜子には、息むす子この命を狙ねらう父親がいるなんて考えられなかったが、異なる人生を歩んできた悠斗は別だ。

「油断をすれば、家族にだって寝首をかかれるのがこの都だ。帝は、前の東宮だった兄上のことを重んじていたし、今は中ちゆう宮ぐうが生んだ四の宮を愛しておられる。そちらに譲じよう位いを望むなら、さっさと俺を亡き者にしてしまえばいい」

「そんなことは──」

　悠斗がこれだけ真剣に言うのだから、ないとは言えないのだろう。

　市に出かけるくらいでは知り得ない社会の本当の姿が、よりにもよって悠斗から突きつけられて、桜子は言葉を失った。

「俺は、内膳司が作った料理にまた毒が盛られていたら、何もかもを信じられなくなる。だから、宮中料理には手をつけない。これからも……」

　悠斗は悲しみを滲にじませながら、動けない桜子の頭に額を寄せる。

「俺に料理を作ってくれるのは、桜子だけでいい。桜子さえそばにいてくれるなら、俺はもう何も望まない……」

　そして、桜子を、力強く抱きしめた。

　この抱ほう擁ようは、からかいでも、甘えでもない。悠斗は、本気で桜子が好きなのだ。

　桜子がそばで料理を作っていれば、それだけで幸せだと笑ってくれる。

　けれど、桜子が守りたい悠斗の幸福は、自分だけで叶えられるものではなかった。

「悠斗。私は、朱塗りの匙が私の心を支えてくれたように、あなたの支えになりたい。私がそばにいてもいなくても、あなたが幸せに生きられるようになってほしいの」

　悠斗は黒い瞳を揺らして、桜子の言葉を聞いていた。その表情は、意味を計りかねているというよりは、分かっているけれど無理だと言いたげだった。

　説得しようとした桜子は、近づいてくる無数の足音に意識を取られた。

　ほどなくして梨壺に駆け込んできたのは、赤い袍を着た衛士たちだった。前庭を踏み荒らした彼らは、土足で階をのぼり、悠斗と桜子の周りをぐるりと取り囲む。

「なんの用だ？」

　殺気立った目で睨にらむ悠斗に、衛士たちは膝をついて頭を垂れる。

「小火のあとを調べておりましたら、毒物が発見されましてございます。つきましては、麗景殿の女御殿に事情を聞かせていただきたく、参上つかまつりました」

　しかし、桜子は、毒物なんて、台盤所どころか内裏にも持ち込んだ覚えはない。

「身に覚えがありません。何かの間ま違ちがいではありませんか？」

「刺のある枝葉についた、丸い赤紫の実に、覚えはありませんか？」

　赤紫の実──そう聞いて、桜子はすぐに思い当たった。

「花椒だわ……」

「ほう。やはり、ご存じなのですね？」

　衛士の手が桜子の腕にかかった瞬間、悠斗は鞘さやを振り飛ばして刀を抜いた。

　そして、その切っ先を衛士の鼻先に突きつけて、切れ長の瞳を見開く。

「我わが姫から手を離せ」

　動きを止めた衛士は、扇せん状じように開いた緌おいかけと頰の間から、あぶら汗をたらりとこぼした。

　ここで流血騒さわぎになれば、罰ばつせられるのは悠斗だ。彼に牙きばを剝かせないためにも、桜子は、おろおろしているわけにはいかなかった。

「分かりました。花椒は毒物ではないと、私の口から説明します。話が終わったら、ちゃんと帰してくださいね。悠斗、腕をほどいて」

　刀を下ろした悠斗は、放すのが正解かどうか不安げな顔で、桜子を解放した。

　桜子は、彼の肩に触れて立ち上がり、衛士たちに囲まれて階段を下りる。

「桜子」

　呼ばれて振り向くと、悠斗は、桜子の膝から落ちた匙の燃えさしを、大事そうに握りしめていた。

「俺は、ここで待っているよ」

「ええ。すぐに帰ってきて、料理を作ってあげるわ」

　桜子は、明るい声で約束した。数刻もすれば、彼と話の続きができると信じていたのだ。

　この時は、まだ。
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「だから、何度も説明しているように、あれは毒ではないんです！」

　麗れい景けい殿でんの台だい盤ばん所どころから見つかった『花か椒しよう』について、桜さくら子こは必死の思いで説明した。

　ここは、紫し宸しん殿でんから南東の位置にある日につ華か門の中だ。左さ近こん衛え府ふが詰つめ所しよとして使っている建物で、くぐり抜ぬける門もん扉ぴだけでなく、いくつも室が作られている。

　桜子が案内された室は、広さが四よん間けんほどしかなく、北向きの半はじ蔀とみからは外光が入らないので、煤すすけた板いた壁かべの色合いも相まって薄うす暗ぐらかった。

「女によう御ご殿。我々は、決死の覚かく悟ごをした者を使って毒見もしたのです。お疑いであれば、この場で食べさせましょう。おい、門かど部べの府ふ生しようをこちらへ呼べ」

　中年の衛え士じが呼ぶと、白い死しに装しよう束ぞくを身につけた若者が入室してきた。

　ぶるぶると震ふるえる手で花椒の枝を運んできた彼かれは、室の隅すみに腰こしを下ろすと、あろうことか赤あか紫むらさきの実を三つも口に入れたので、桜子はわっと驚おどろく。

「そんなにたくさん口に入れたら──」

「ううっ、舌が、喉のどが、ひりひりと痛いっ！」

　案の定、毒見役は涙なみだ目めで口元を押さえて、床ゆかに転がりもだえ苦しむ。

　悲鳴を聞きつけた仲間が四人も室に入ってきて、急いで毒見役を外に運び出した。そして、口に水を流し入れたり、祈き禱とう役を呼んだりと、大わらわで介かい抱ほうする。

　中年の衛士は、ほら見たことかと言いたげに、文ふづ机くえを爪つめで叩たたいた。

「あの者の苦しみようを見れば、毒物なのは疑いようがありません」

「違ちがいます。辛からい食材ですから、丸ごと食べたら火を噴ふきそうな目に遭あうのは当たり前ですわ。体に悪あく影えい響きようはないので、あの若い方も、少しすれば元気になられるでしょう」

「仮に生き延びても、九死に一生を得た幸運者かと思いますがね」

　軽くあしらわれて、桜子はむっとした。

（この衛士、ぜんぜん聞く耳を持ってくれないわ）

　いっそ、自分で食べて安全を証明してみせようかと思ったところに、文ふみが届けられた。

「──この事件について陳ちん情じようが寄せられました。東とう宮ぐう様より『麗景殿の女御への疑いは事実無根である。即そつ刻こく、解放しろ』と」

「東宮様が？」

　ほっとした。高い位にいる彼が命じてくれたなら、桜子への疑いは晴れないまでも、覚えのない罪を着せられそうになっている、この場からは逃のがれられる。

「では、少し時間をください。花椒が毒物ではなく、唐とうの料理でよく使われる食材だという資料を、実家からお持ちしますから！」

　桜子は奮い立つが、衛士は認められないと首を振ふった。

「我々は、女御殿が自ら台盤所に立っていたという噂うわさを聞きつけて調査をいたしました。宣せん耀よう殿でんの方から聞いたところによると、怪あやしげな料理を作っては東宮様に食べさせて操あやつっていたそうではありませんか。内ない膳ぜん司しからも、東宮様の命令で致いたし方なく料理番を譲ゆずらざるを得なかったと、報告を受けております」

「どうしてそんな話に……」

　桜子は面食らってしまった。忠ただ成なりの方は仕方ないとしても、絢あや子この方は作り話である。

「宣耀殿の女御殿は噓うそをついているわ。私の料理は人を操るものではありません」

「では、ご自分で料理を作っていたことは認められるのですね？」

「え、ええ……」

　墓ぼ穴けつを掘ほったような気がして、桜子の胸はざわついた。

　衛士の方は、合が点てんがいった顔で、手元の書きつけを読み上げていく。

「女御殿は、火事の前日から里下がりに出ていたそうですね。その時、左大臣殿と共に東宮様へ盛る毒を用意したのではありませんか？」

「どうしていきなり父様が出てくるのですか！」

「東宮様が右大臣家の姫ひめを寵ちよう愛あいして皇子をもうければ、左大臣家と縁えんのある親しん王のうが即そく位いする可能性は低くなります。その前に東宮様を亡なき者にしてしまえば、確実に藤ふじ原わら一族の栄えい華がは続くでしょう。女御殿は、東宮様を毒殺するために料理を習得されたのでは？」

　つまり衛士は、桜子が藤原一族による謀ぼう略りやくの手先ではないか、と疑っているのだ。

「私の入じゆ内だいが決まったのは、他の貴族たちが縁えん談だんをたらい回しにしたせいですわ。来るかどうかも分からない入内話を期待して、東宮様に毒を盛るために料理の腕うでを磨みがいていただなんて、現実味がないにもほどがあります！」

「左大臣家なら、他家に持ち込まれた縁談など、簡単につぶせるでしょう。女御殿、言い訳せずに罪をお認めになれば、お家への沙さ汰たも少しは軽くなるやもしれませんぞ」

　衛士は、もはや、赤紫の実が毒物かどうかなんて問題にしていない。

　桜子が延々と同じ質問を繰くり返かえされているのも、左近衛府が欲ほしい自白を得るためでしかなかった。

「あなたたちは、私の言い分なんて最初から聞く気がなかったのね。無理にでも、東宮様を毒殺しようとした犯人にする気なんでしょう」

　疑わしきは全て罰ばつする。理由なんて、後付けでどうにでもなるからだ。

　桜子は、己おのれの身に降りかかって初めて、この内だい裏りに満ちている理り不ふ尽じんがいかに汚きたないものか知った。今なら悠はる斗とがここを忌いみ嫌きらっている理由が分かる。

「これ以上、私から話すことはありません。さっさと解放してください」

「お伝えし忘れておりました。この件について、勅ちよく命めいも届いております」

　勅命とは、帝みかどが直じき々じきに出したお触ふれのことだ。衛士は手元の巻物を広げて、まるで天子の前で話しているかのように朗々と宣言した。

「──麗景殿の女御は、沙汰があるまで、左大臣家で謹きん慎しんを言い渡わたす──とのことです」

「帝までも、私を疑っているの……」

　桜子の目の前が暗くなった。この都を統すべる帝が言えば、白だって黒に転じてしまう。

「お分かりかと思いますが、勅ちよく令れいに逆らえば罪となります。これで聴ちよう取しゆを終しゆう了りよういたします」

　残ざん酷こくなほどにあっさりと、桜子が身の潔白を明らかにする機会は失われてしまった。




（こんな形で、ここを出て行くことになるなんて……）

　里下がりから三日と経たたずに、桜子は、毒物を扱あつかう危険人物になってしまった。明日には内裏を出なければならないから、夜通しで荷物をまとめることになる。

　日華門を出ると、頰ほおにぽつりと雨あま粒つぶが落ちてきた。

「雨？」

　空を仰あおぎ見れば、黒い雲がいくつもの畝うねを描えがいて広がっている。その下を稲いな妻ずまが折れ曲がりながら走ったかと思うと、雨粒はざっと強まって本降りになった。

　駆かけ込める軒のき下したはなかったので、桜子はそぼ降る雨に濡ぬれながら進んでいった。

「くす」

　雨音に混じって、女の笑い声が聞こえた。

　声の方を窺うかがうと、通りがかった殿でん舎しやの柱や御み簾すの陰かげから、美しい襲かさね色目がはみ出ている。桜子が衛士に連れ出されたという噂を聞きつけて、野次馬に来たのだろう。

（嗤わらわれてもしょうがないわ。私は、噂に負けたんだもの……）

　絢子が広めた噂は、時間とともに真実味を帯びて、衛士の疑いを呼んだ。

　小ぼ火やの際に目もく撃げきされたという見慣れない女によう房ぼうが故意に火を点つけた疑いが濃のう厚こうだが、絢子の差し金かどうか確かめる術はない。

　綾りよう綺き殿でんの脇わきを通り抜けようとした時、近くの曹ぞう司しから馴な染じみのある声がかけられた。

「少し休んでいかない？」

　御簾を分けて顔を覗のぞかせたのは、弘こ徽き殿でんで安あん寧ねいとしているはずの遠とお子こだった。

　桜子は、周りに人がいないのを確かく認にんして、彼かの女じよが手招く曹司へと駆け込む。

「遠子様、どうしてここに？」

「大切な妹分が衛士に連れ去られたと聞いて、じっとしていられなかったの。きっと外を回って麗景殿へ戻もどると思って、綾綺殿に潜もぐり込んでいて正解だったわね」

　衛士は、藤原一族が悠斗の命を狙ねらって桜子を送り込んだのではないかと疑っているのだから、当然、悠斗がいなくなれば東宮に立つ四の宮の母、遠子にも嫌けん疑ぎがかけられている。

　だというのに、彼女は少しも取り乱さずに、困こん窮きゆうする桜子を慰なぐさめた。

「うちの女房が耳寄りな噂を聞きつけたから、役に立つかもしれないと思って伝えに来たの。話の出所は宣耀殿の女房だそうよ。彼女は、ちょうど小火があった日、嫌いやがらせをしようとして麗景殿に忍しのび込んだところ、台盤所の棚たなに火を点ける男を見たらしいわ」

「火を点けたのは、男なの？」

　桜子は、小こ波なみたちの話から、宣耀殿の女房が火を点けたのだろうと疑っていた。だが、その女房自ら吹ふい聴ちようしているところを見ると、犯人は絢子の刺し客かくではない。

「誰だれが、そんなことを……」

「そこまでは分からなくてよ。桜子ではなく、左大臣家を憎にくく思っている者の仕業かもしれないわ。台盤所には毒が置かれていたのでしょう？」

「違うのよ、遠子様。見つかったのは毒ではなくて、唐の香こう辛しん料りようなの！」

　訴うつたえかける桜子の髪かみに伝う雫しずくを、遠子は、申し訳なさそうに払はらった。

「ごめんなさいね、桜子。料理に詳くわしくないわたくしは、見つかった香辛料が毒ではないと証明する方法を知らないわ。けれど、諦あきらめないでちょうだい。主上に、勅命を取り消すように奏上していらっしゃる東宮様のためにも」

　畳たたみかけるように告げられて、桜子の頭から血の気が引いた。

「帝のご意向に反するだなんて……。そんなことをしたら、悠斗が」

「ええ。東宮様の立場は危あやうくなるわ。すぐに廃はい位いされたりはしないだろうけれど、自分を毒殺しようとした疑いのある桜子を庇かばっているのだから、貴族たちの心証は悪くなって孤こ立りつするでしょう。春とう宮ぐう坊ぼうの者たちも、いつまで彼に付き従うか分からないわね」

「そんな……」

　いつもの彼ならこんな捨て身な行動は取らない。

　自分のせいで我を忘れているのだと、桜子は思った。

　勅命に従って内裏を出て行けば、悠斗は、また一人ぼっちで花と酒を口にする日常に戻ってしまう。桜子が料理で溶とかした感情は再び凍いてついて、二度と誰かに心を許すことはないだろう。それで辛い思いをするのは──他ならぬ、悠斗自身だ。

「私……悠斗のところに戻るわ」

　勅命に逆らえば罪になる。見つかれば、父ともども流る罪ざいにされてもおかしくない。

　家族に迷めい惑わくをかけると分かっていても、桜子は、悠斗を選びたかった。

　悠斗と出会わなければ、桜子もまた孤こ独どくだったからだ。

　入内するまで、桜子の料理を好んで食べてくれる人はいなかった。

　彼に好きになってもらわなければ、桜子は、自分の劣れつ等とう感と向き合うこともなく、人として成長もせずに、周りの無理解に不満を募つのらせていただろう。

　悠斗が現われて、桜子の人生という絵巻物は、春が来たように彩いろどられたのだ。

　かけがえない人のために腹をくくった桜子の背を、遠子は優やさしく押した。

「気を付けるのよ。誰が味方で、誰が敵なのか、しっかりと見定めてね」

「ええ。会いに来てくれてありがとう、遠子様」

　短く告げて、桜子は曹司を飛び出した。弱くなった雨の中を、北に向かって進む。

　白い砂じや利りの敷しかれた小道を踏ふみしめ、檜皮葺ひわだぶきの垣かきに沿って前へ。

　いくら立派な殿舎が立ち並ぼうと、どれほど雅みやびやかな文化が花開こうと、ここは広くて陰いん湿しつな箱庭だ。けれど、桜子の毎日は、決して心が荒すさぶようなものではなかった。

（いつも悠斗が見張ってくれていたもの）

　桜子は、悠斗のことなら、どんなに些さ細さいなことでも思い出せる。

　桜の花はな霞がすみごしに見えた横顔。

　花を模した料理に惹ひきつけられた黒い瞳ひとみ。

　夕食が出てくるのを待っている時のわくわくした表情。

　そして、料理を口に入れたあとの「おいしい」という声と晴れやかな笑え顔がお──。

（絶対に曇くもらせたりしない）

　檜ひ垣がきの途と切ぎれ目を通って前庭に向かうと、梨なし壺つぼの階きざはしに、瑠る璃り紺こんの直衣のうしが見えた。

「悠斗っ！」

　名を呼ぶと、俯うつむいていた顔が上がる。憔しよう悴すいした表情は、自分のもとに向かって走ってくる桜子を捉とらえると、ぱぁあっと明るくなった。

「桜子！」

　階を下りて両りよう腕うでを広げた悠斗の胸に、桜子は跳はねるように飛び込んだ。抱だきとめた悠斗はくるりと一回転してから、桜子の足を地に着けて、その頭に頰を寄せた。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　桜子は、広い胸むな元もとに顔をうずめた。直衣の表面がひんやりと冷えていて、火ほ照てった頰に気持ちいい。この雨降りの中、濡れるのもかまわずに表で待っていてくれたらしい。

　こんなに愛いとしい存在がいる内裏を離はなれて、いつ知らされるかも分からない沙汰に震えているなんて、臆おく病びよう者ものみたいな真ま似ねはできない。

「悠斗。私は、あなたが好きになってくれた料理が危険なものではないって証明したい。見た目は変わっているし、みんなが口に入れたことのない風味をしているけれど、食べてくれた人を笑顔にして、元気を与あたえる料理なんだって知ってほしいの」

　目を見て「協力して」と伝えると、悠斗は「もちろんだよ」と頷うなずいた。

「帝に奏上して、明日の会議で発言する機会をいただいた。そこで料理を披ひ露ろうして、香辛料が毒ではないことを証明できたらと思ったのだけれど……」

「やってみたいわ！」

　帝の前で『花椒』が安全だと認められれば、桜子にかけられた疑ぎ惑わくは晴れる。

　一か八かには違いないが、屋や敷しきにこもって手をこまねいているより、ずっといい。

　悠斗は、やる気を出した桜子の手を取って、そっと唇くちびるを寄せた。

「君にならできるよ、我わが姫」

　指先に触ふれる懐なつかしい感かん触しよくに、桜子の胸は高鳴った。

　鼓こ動どうが呼び水となって、幼い日の記き憶おくがよみがえる。

　手を持ち上げる上品な仕草に、伏ふせられた切れ長の目元に、おぼろげに重なるのは、桜子が想おもいを募らせてきた、初はつ恋こい相手の姿──。

「悠斗、ひょっとして、あなたは──」

「桜子様！」

　追及は、呼び声によって遮さえぎられた。半蔀の陰から走り出た典侍ないしのすけが、心配そうに梨壺の階を下りてきたのだ。その後ろには、帯刀も連なっている。

「お戻りになって何よりですわ」

「本当は、急いで内裏を出る支し度たくをしないといけないんだけどね。どうしても悠斗と離れたくなかったの」

　照れくさそうに笑った桜子は、気を取り直して典侍に頼たのむ。

「毒の疑惑を料理で晴らそうと思うの。協力してくれる？」

「わたくしにできることであれば、なんなりと」

「ありがとう！」

　悠斗の方を見ると、帯刀も冤えん罪ざい晴ばらしに乗り気のようだ。

「二人には、それぞれやってもらいたいことがあるの──」

　桜子は、筆を取って、料理に使う香辛料と『とある探し人』について書いた文を、帯刀に託たくした。典侍は、食材を調達するために弘徽殿へと向かってくれた。

　濡れた衣ころもをいそいそと着き替がえた桜子は、悠斗と共に梨壺の台盤所へと入った。

　長い髪を繻しゆ子す紐ひもで結び、両手でかき上げて後ろに落とす。

　チリンと鈴すずの音が響ひびいたのを合図に、運命をかけた戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。
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　卯う月づき半ばにしては、ひんやりと花冷えのする朝だった。

　清せい涼りよう殿でんの東に面した孫まご廂びさしに、悠斗は、正装である黄丹おうに色の束帯姿で座すわっていた。

　その後ろには、二十人もの公く卿ぎようたちの姿がある。

　緊きん急きゆうの呼び出しだったにもかかわらず、黒い袍ほうをきっちりと着付けて、花や鳥や亀きつ甲こうなどの吉きつ兆ちよう柄がらを織り込んだ裾すそを高こう欄らんから垂らす様は、物々しくも雅やかだった。

　公卿たちの中央に座っているのは、桜子の父親である左大臣だ。彼は、緊きん張ちようした様子で次から次へと流れてくる冷ひや汗あせを拭ふいている。

　恰かつ幅ぷくのいい好こう々こう爺やである右大臣は、それを鼻に皺しわを寄せて見苦しがった。

「左大臣ともあろう方が、情けないですなあ。よもや、あの噂は本当なのですかな？　入内させた姫に、東宮様を害するように毒を持たせたというのは」

「ひっ！　そっ、そんなことは……あ、ああ、あるわけないではないですかっ」

　慌あわてれば慌てるほど怪しく見えたので、公卿たちは手をかざして忍び音ねを立てた。

「両大臣殿、じきに今きん上じようが参られるぞ」

　悠斗が暗に口を慎つつしめと伝えると、二人は、びくりとして縮こまった。

　ちょうど、装束を調ととのえた帝が東廂に入ってきたので、悠斗と公卿たちは頭を低くした。帝にとっての昼ひの御座おましである御み帳ちよう台だいに、腰を落ち着ける衣きぬ擦ずれの音がする。

「面おもてを上げよ」

　上体を起こした悠斗は、父の姿を久しぶりに見た。

　帝だけが身につけられる黄こう櫨ろ染ぜんを着こなす高貴さと、一国の頂点に立つ者らしい威い厳げんに満ちた顔立ちは、先の東宮だった長ちよう兄けいに似ている。

「主上、こうしてお目通り叶かないましたことありがたく存じます」

　決まりきった挨あい拶さつを述べると、帝から見下ろされる圧を感じた。

「東宮よ。勅命を取り下げるべきとの上奏の論ろん拠きよを話してもらうぞ」

「はっ」

　悠斗は、畏おそれを気取られないように気を付けながら笏しやくを握にぎり直した。

「本題に入らせていただきます。毒を内裏に持ち込んだ疑いがかかっている麗景殿の女御ですが、潔白です。見つかった実は毒物ではありません」

「ほう。では、なんだというのだ」

「彼女は『香辛料』という名で呼んでおりました。唐の食材です」

　悠斗の口から、海の向こうの国名が出ると、公卿たちから呆あきれの視線が飛んでくる。

　にやにやと意地悪く笑うのは、右大臣だ。

「今上、畏おそれ多おおくも申し上げまする。左大臣殿は、唐から物もの趣味をお持ちで、あちらの食材も数多く蒐しゆう集しゆうしているお方。娘むすめである女御殿は、それを使って面めん妖ような料理を作っては、使用人たちを怖こわがらせていたと悪名高くございまするぞ！」

「めっ、面妖とは言われますが、桜子が作る料理は、とてもおいしいのですっ！　決して体に害のあるものでは……ひっ！」

　反論した左大臣だったが、周囲からの疑いの目に負けて萎い縮しゆくしてしまった。

「ほうらほうら、左大臣殿の慌てぶりをご覧くださいませ。見るからに怪しいこと。麗景殿の女御殿を庇いたてている東宮様は、その面妖な料理を食べさせられていたと噂になっております。料理に操られておいででも、不思議ではございませぬ！」

　右大臣の言に、公卿たちも「そうだ、そうだ、その通り」と賛同した。

　彼らは、元より藤原一族や左大臣家の権勢が強まるのを、心の中で面おも白しろくないと思っていたのだろう。そうでなければ、麗景殿から毒らしきものが見つかったと聞いて、いっせいに「前から怪しいとは思っていた」と手の平を返しはしない。

「……俺おれが、料理に操られるような腑ふ抜ぬけに見えると？」

　悠斗が振り向いて目を見開けば、誰もがひっと息をのむ。

　彼らにとって悠斗は、運良く東宮位が滑すべり込んできただけの若造だ。威い圧あつするには、冷れい酷こくな狼おおかみの姿を見せるしかない。これに怯ひるまないのは、帝くらいだ。

「東宮よ、調べた衛士は、毒と断じたのだぞ」

「承知しております。私は、それを否定するためにここにいるのです──」

　悠斗が懐ふところに手を差し入れると、懐ふところ刀がたなでも取り出すのではないかと周囲の空気が凍こおる。

　しかし、引き出されたのは、繻子紐に結びつけられた小さな鈴だった。

　悠斗は、袖そでを押さえながら腕を前に出して、おもむろに揺ゆらす。




　──チリン──




　よく通る鈴の音が、清涼殿に響き渡る。

　遅おくれて、くぐもった鈴の音がもう一つ、応えるように鳴って。

「失礼いたします」

　弘徽殿上御局うえのみつぼねから、十じゆう二に単ひとえをまとった少女が姿を見せた。

　蘇芳すおうと紅で萌もえ黄ぎを挟はさんだ松重ねは、羽織った桜色の唐から衣ぎぬと相まって格調高く、引きずる裳もの白は清らかで、光の輪が滑る黒髪につけた桜の簪かんざしは美しい。

　愛あい嬌きようある姫の思いがけない登場に、その場にいた誰しもが目を奪うばわれた。

「さ、桜子……」

　震える左大臣に悠ゆう然ぜんと笑ってみせた桜子は、しずしずと歩いて悠斗の隣となりにひれ伏した。

「主上、麗景殿を賜たまわりました女御の桜子にございます。勅命に反していまだ内裏におりますこと、お許しくださいませ」

　桜子がこの場から引っ立てられないように、悠斗も深く頭こうべを垂れた。

「私からもお許しを願います。今日の申し開きは、彼女がいなければ話になりません」

　しばらくの間を取って、帝は「許そう」と告げた。

「感謝いたします！」

　桜子が顔を上げると、お供についてきた帯刀が、すっと膳ぜんを差し入れた。

　朱しゆ塗ぬりの膳の中央には、大椀わんが一つ。手前には、箸はしが置かれている。

　宮中料理とは異なり、塩や醬ひしおなどの調味料が入れられた皿は、一つも載のっていない。

　桜子は、袖を片手で押さえながら、蓋ふたを持ち上げた。

「こちらは、唐の料理を参考にして作りました『海え老び餡あんの桜もなか』でございます」

　白い湯気をふわりと舞まい上がらせた大椀の中には、桜を模した五枚花びらの、手の平ほどの大きさの最中があった。

　最中に載せられているのは、丸まった桜色の海老だ。短く切った春はる雨さめをまぶして油で揚あげてあり、見た目は鳥の巣のようである。食感を殺さないよう、味付けの餡は絡からませるのではなく、斜しや線せんを引くように垂らしてある。

「噂の面妖料理じゃ」

　公卿たちの声には、未知のものへの偏へん見けんが滲にじんでいる。

　しかし、桜子はこの悪口を御ぎよす術を、悠斗と向き合うことで習得していた。

「こちらは、桜色の海老に、豆の粉で作った春雨という麵めんを砕くだいてまぶし、菜の花の種から採れた油で揚げて、塩味の餡をかけました。料理を載せている最中は、小麦粉を練って型で焼いたものなので、これ自体も食べられますわ」

　それは、どんな食材を使っているか、またどんな調理法を用いているか、理解してもらうことだ。偏見を裏打ちするのは、食べたら体に障さわるかもしれないという不安である。

　偏見とは、防ぼう御ぎよ反応でもあるのだ。それらを払ふつ拭しよくするためには、桜子が悠斗にやってきたように、細やかに説明して大本の不安を断たつしかない。

「料理は見慣れないかもしれませんが、この国で一いつ般ぱん的に食べられている食材しか使っておりません。油で揚げる調理法は、唐とう菓が子しを作る時に用いられるものです」

　帝は、膳の上をよくよく観察してから、桜子に視線を戻した。

「そなたが、唐の料理を作る姫だということは、中ちゆう宮ぐうより聞いている。しかして、問題になっているのは、そなたが内裏に持ち込んだという、香辛料というものの方だ」

「それもお持ちしました。麗景殿の小火あとで見つかったのと、同じものでございます」

　桜子は、懐から丁てい寧ねいに折り畳んだ懐かい紙しを取り出した。

　開くと、赤紫の実がついた、刺とげのある小枝が現われる。

　左大臣家に文を届けたのは、これを秘密裏に持ってきてもらうためだった。

「この通り、枝には鋭するどい刺がついていますし、赤あか紫むらさき色いろをしていて不気味です。味はとても辛いので、料理に使う時は種を取り除いて細かく挽ひいてから使います。毒見をした衛士は、一気に三粒つぶも口に入れたので、もだえるほど辛い思いをなさいました。けれど実際には、ほんの少しだけ使うものなのです」

　香辛料の中でも、花椒は辛みが強い。その刺し激げきは香かおりにも滲み出ていて、米こめ櫃びつに布で包んだ花椒を入れておくと、まったく虫がつかないほどだ。

「ですから、こうして──」

　実を一つもぎ取り、種を外して殻からを残す。それを、帯刀に渡されたすり鉢ばちで粉々にした桜子は、指先でつまんで海老の上に振りかけた。

「──少しだけ振りかけると──」

　温かな餡に触れた花椒の粉末は、桜が咲さいた丘おかのような青々しい香りを立てた。孫廂に広がる馨かぐわしさは、薫たき物合わせがお手のものの公卿や帝の興味を引いた。

　悠斗が花椒のかかった海老を箸で取り上げたので、右大臣は焦あせる。

「お待ちくだされ、東宮様。今毒見役を──」

「必要ない」

　つれなく言って、悠斗は、海老にかぶりついた。

　色良くあがった春雨の衣は、サクリと軽けい妙みような音を立てる。

「──おいしい」

　悠斗が、ほっこりと頰を緩ゆるめたので、公卿たちは仰ぎよう天てんした。

「だ、誰か、お止めしろ！」

「いや、見ろ。幸福そうにされている……」

　走った動どう揺ようを静めるのは、料理を食べ進める悠斗の姿だった。

　花しか食べないと有名な東宮が、おいしそうに口に入れる姿には強い説得力があった。

　これを好機と見たのか、左大臣は「止めずとも大だい丈じよう夫ぶです。ぴりりと辛いのが、実にくせになる食材であります。酒がたいそう進むのですぞ！」と身振り手振りで語った。

「よければ皆さまもどうぞ」

　桜子が告げると、帯刀と内膳司の役人が、同じ料理を盛り付けた膳を運んできた。

　それに、花椒を振りかけて、公卿たちの前に出していく。大たい抵ていが不ふ審しんそうに見るだけだったが、見るからに食いしん坊ぼうそうな右大臣は、そそられる匂においに負けて手を出した。

「おおっ。これは美う味まい！　揚げた衣とぷりっとした海老が食感良く、餡の塩気が辛さで引き立っておりまするな。酒が欲しくなる味じゃ！」

　高評価を聞いて、料理に手をつける公卿たちは一人、二人と増える。

　あまりのおいしさに「毒ではないのでは？」との声まで上がる。

　彼らの心証が、料理によって変わっていくのを、桜子はじっと待っていた。

　箸を止めて公卿たちの反応を伺うかがっていた悠斗へ、ついに帝が声をかける。

「本当に、毒ではないのだな？」

「俺が無事なのが、何よりの証しよう拠こです」

　帝は「では、こちらにも」と呼びかけた。

　悠斗は、桜子と視線を合わせてから、新たに花椒を振りかけた膳を持って立ち上がる。

　御ご前ぜんに掲かかげると、帝は、箸で海老を取り上げて、そっと口に運ぶ。
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　自分の料理がやんごとなき人の口に運ばれる様子を、桜子は固かた唾ずをのんで見守った。

　帝は、音を立てて嚙かみつき、じっくり咀そ嚼しやくして、一言。

「──見たことも聞いたこともないが、美味なる料理だ」と褒ほめた。

　その言葉を聞いた途と端たん、桜子の胸は感激でいっぱいになる。

（帝が、唐の料理を、認めてくださったわ！）

　人々に面妖だと恐おそれられてきた料理が、今この瞬しゆん間かんから帝のお墨すみ付つきになったのだ。

「主上。この花椒のように、この国では知られていない食材が、唐にはたくさんございます。向こうの料理は味付けしてあって、食べる者がいちいち調味料に浸ひたす手間がなく、複数の食材を掛かけ合わせて見た目にも美しく、食べた人を元気にするものなのです」

　桜子は、今まで作った料理を思い起こしながら、心を込めて話す。

「わたくしは、唐の料理をこの国に広めたいと考えております。初めのうちは避さけられるかもしれません。けれど、食べてもらえればおいしさは伝わります。ここにお集まりの皆さまに、満足していただけているように」

　桜子が両腕を開くと、帝は、彼女の後方で、料理に舌した鼓つづみを打つ公卿たちを見回した。

　先ほどまで非難囂ごう々ごうだった彼らは、桜子の料理を堪たん能のうしてすっかり和なごんでいる。調子良く「酒を持ってこんか！」と所しよ望もうする者までいる。

「一品で、ここまで人を魅み了りようしたのか……」

　胸を打たれた様子の帝に、悠斗は、かしこまった口調で進言する。

「我が姫は、唐の料理を愛しております。海の向こうの料理に誇ほこりを持っている彼女が、人を害するために料理を用いるはずがありません」

「誇りか……。朕ちんの好きな言葉だ」

　帝は箸を置いて、沙汰を待っていた桜子を見下ろした。

「麗景殿の小火あとから見つかった実は、毒ではなく唐の食材であったと朕が認める。麗景殿の女御はこのまま内裏に住まわせる。左大臣への沙汰もない」

「ありがとうございます！」

　桜子は、床に手をついて頭を下げた。悠斗は小さく会え釈しやくして彼女の隣へと戻る。

　申し開きは、つつがなく終わったかに見えたが──。




「お待ちください」

　昼御座の後方から聞こえてきた声に、公卿たちの注目が集まった。

（来たわね）

　桜子が気を引きしめて見やれば、現われたのは忠成だった。彼は、台盤所に繫つながる戸を閉めると、孫廂の端はしまで歩いてきて、帝に向かって膝ひざをつく。

「唐の食材には、内膳司では把は握あくしていないものが多数ございます。認めれば、宮中に安全が確認されていない食材が持ち込まれ、いずれ御おん身みが危険にさらされるでしょう」

　宮中料理を監かん督とくする者として黙だまっていられなかったのだろう。訴える表情は真しん剣けんだ。

「その女御の住む麗景殿で起きた小火は、私が気づいて消火しなければ、宮中を焼き尽つくしたかもしれません。その責任を取らせるべきではありませんか？」

　小火の原因は、竈かまどの火の不始末らしいと、衛士が判断した。

　里下がりの間のこととはいえ、主人である桜子に落ち度があった。

「小火の責任は取りますわ。故意に火を点けた者がいないのであれば」

　桜子が毅き然ぜんと言いきると、訴えかけていた忠成は眉まゆ根ねを寄せた。

「……故意に、ということは、失火ではないと疑っておいでなのですか？」

「ええ。宣耀殿の女房が、火を点けた人物を見たと話しておりますの。犯人は、殿との方がただったそうです。忠成さんは、ご用事があって麗景殿を訪ねていらしたのでしょう？　怪しい人物をご覧になりませんでしたか？」

「誰も見ませんでした。その日は東宮様に朝食を作ったのですが食べていただけませんでしたので、普ふ段だんから女御殿の料理を見ている膳司に意見をもらおうと麗景殿の台盤所へ向かったのです。彼女たちは休きゆう憩けいのために台盤所を空けていたので、残念ながら感想は聞けませんでしたが、運良く小火を見つけて消し止められたのですよ」

　話を聞いているかぎり、忠成の発言に怪しいところはない。

　けれど、桜子には腑ふに落ちない点がいくつもあった。

「膳司の意見を求めてということでしたら、作った朝食をそのまま持っていらしたはず。けれど、麗景殿では、あなたが持ち込んだ膳は見つかりませんでしたわ」

　そう言いながら、桜子は、悠斗が食べ終えた膳と花椒を挽いたすり鉢を並べた。

　忠成は、桜子がなぜ膳にこだわるのか理解できないといった顔つきで言う。

「小火騒さわぎに乗じて、誰かが片付けてしまったのではありませんか。食器棚にでも紛まぎれているのでしょう」

「紛れていたら一目で分かります。麗景殿にある食器膳は、全て朱塗りなのですもの」

　悠斗の方かた違たがえの時、梨壺から食器膳を運んだ理由がこれだった。

　麗景殿の食器は、盛り付けた料理をよりおいしく見せるために桜子がこだわって選び、入内の際に左大臣家から持ち込んだものなのである。

「宮中で使われている食器膳は黒い漆うるし塗りなので、麗景殿のものと混ざることはありません。わたくしは、鎮ちん火かして間もない竈の火ひ口ぐちに、黒い漆が残る燃えさしを見ました。あれが忠成さんによって持ち込まれた膳だったとすれば、見つからないのも納なつ得とくできますわ」

　桜子の発言に公卿がどよめく。忠成は、困こん惑わくした顔つきで眼鏡のつるを押し上げた。

「何をおっしゃりたいのでしょうか、女御殿」

「わたくしは、小火の現場に忠成さんがいたことと、そこで起こった小火は、無関係ではないと考えておりますの。謎なぞを解く鍵かぎは、その日の朝に作られた食事にありました」

　桜子が目配せすると、悠斗は、腕を伸のばしてすり鉢を手に取った。

「忠成が作った朝食は、見た目こそ桜子の料理を真似ていたが、香りがきつくて一口も食べられなかった。土と葉を混ぜて挽いたような、強きよう烈れつな臭においだったのを覚えている……」

　悠斗は、鉢の底に残った大量の花椒の匂いを嗅かいで、顔をしかめた。

「これだ。桜子の料理からは感じないが、忠成の朝食からはこの臭いがした」

「花椒は、加減を間ま違ちがえて大量に加えると、土に似た刺激臭しゆうがするのですわ。料理に使うちょうどいい塩あん梅ばいを摑つかんでいなかった忠成さんは、かけすぎてしまったのでしょう」

　桜子は、悠斗から受け取ったすり鉢を、また床に下ろす。

　これで、並んだ膳とすり鉢は、忠成と小火との関係を解き明かすための手がかりとなった。あとは、料理する桜子の腕次し第だいだ。

「忠成さん。あなたは香辛料を使ってみたくて、わたくしがいない朝を狙って調理したのではありませんか。香辛料を使った料理なら東宮様が食べると思っていたようだけれど、彼が欲ほつしていたのは、香辛料ではなくてわたくしが作った料理だった。口にしてもらえずに戻ってきた唐から風ふうの料理を見て、あなたは困ったはずです。なぜなら、内膳司が宮中で作るのを許されているのは、今はまだ宮中料理だけですもの」

　内膳司の別当である忠成は、宮中料理の守り人である。

　いくら唐の料理に興味があっても作るのは控ひかえなくてはならないし、もしも面妖な料理を拵こしらえたと噂が立ってしまったら、危険視されて別当の地位を追われるだろう。

「あなたは、唐の料理を作った痕こん跡せきを消すためと、自分が作った事実を隠かくすため。二つの動機によって、麗景殿の台盤所で小火を起こして膳を燃やしたのだわ」

　桜子が手がかりを合わせて一つの答えを作り上げると、忠成の肩かたが揺れた。

　小さな震えは、やがて大きな哄こう笑しようとなって、彼の口から漏もれる。

「面白い推測ですが、東宮様の記憶が頼たよりでは、証拠としてあまりに不確かでしょう。私が使った膳は宮中のどこかにあるはずですし、小火を起こした男がいたとしても、私ではありません」

　忠成は、ゆらりと立ち上がると、桜子と悠斗の前に出て、帝にひれ伏した。

「私は内膳司の別当でございます。宮中料理の伝統を守る使命がありますれば、得体の知れない唐の料理に現うつつを抜かしたりいたしません。今お聞きになったのは、小火の責任を取りたくない女御殿の噓です。証拠もない話に、お耳を貸されませんよう」

「そうは言うが……」

　帝がちらりと視線を向けてきたので、桜子は怯まずに見つめ返した。

「確かな証拠ならありますわ」

　すると、忠成は、顔をしかめて振り返った。

「東宮様の記憶の他にですか？」

「ええ。小火のあとに置いてあった、花椒の枝です。あれこそ、忠成さんが小火の日の朝に、唐の料理を作った証拠ですわ」

「麗景殿の台盤所には、女御殿が使う香辛料が置かれていたそうではありませんか。燃え残ったものが落ちていたのでしょう」

「そうとは考えられません。わたくしが使っていたものとこれは、形状が違いますもの」

　桜子は、帝や公卿たちに見えるように、花椒の枝を両手で抱かかえ上げた。

「小火のあとから見つかったのは、これと同じく枝についた赤紫の実でしたが、わたくしが内裏に持ち込んだ花椒は、使いやすいように粉末にしてひょうたん壺つぼに入れてありました。枝葉についた花椒があるのは、都中を探しても左大臣家だけ。それが、里下がりについてきた忠成さんが帰ったあと、一ひと房ふさなくなっていたのです。そうよね、父様？」

「そうなのです。調べましたら、花椒を保管していた塗ぬり籠ごめから枝が一つ消えておりました。桜子の乳母めのとが言うには、桜子が里下がりした当日、眼鏡をかけた怪しげな男が、花椒らしい枝を懐から取り出して懐紙に包みつつ車宿りの方へ歩いて行ったそうです！」

　桜子が帯刀に託した文には、花椒の枝を持たせてほしいことと、花椒の枝を持ち去った犯人に心当たりがないか使用人に尋たずねてほしいと書かれていた。

　文を読んだ左大臣は、娘の一大事を見過ごせないと、すぐに使用人を集めて証言を取ったのだ。

「わたくしの実家に出入りした人物で、眼鏡なんて珍めずらしいものをかけているのは忠成さんだけですわ。花椒の枝を持ち去って小火のあとに置いたのは、彼以外に考えられません。台盤所にはいくつか棚がありましたが、香辛料を並べた大棚だけが焼けていました。犯人がそこに火を点けたのは、唐の料理に嫌な思いをさせられたからでしょう。たとえば、せっかく危険をおかして作った唐の料理を、一口も食べてもらえなかったとか──」

　言葉を切った桜子は、凜りんとした表情で、沈ちん黙もくする忠成を見つめた。

「──正直に答えて、忠成さん。あなたが犯人なのでしょう？」

　すると、忠成は、感情をほとばしらせて叫さけんだ。

「私ではない！」

　しかし公卿たちの反応は薄かった。彼らの心にはすでに猜さい疑ぎ心しんが芽生えていたからだ。

　桜子が毒物を持ち込んだ疑いをなかなか晴らせなかったように、一度持たれた不信感を吹ふき飛ばすのは簡単なことではない。

　忠成は、苛いら立だった様子で手を握り込んだ。

「私よりも、こんな女の言うことを信じるのか……」

「ずいぶんな言い草だな、忠成」

「なんですか……ひっ！」

　怒いかりに目を見開いた悠斗を見て、忠成は固まった。

「お前が、内膳司別当の地位を守るために、香辛料を使った朝食を燃やしたというのはまだ理解できる。だが、小火のあとに花椒の枝を置いたのはなぜだ。桜子が内裏から追い出されれば、彼女の料理しか口にできない俺が飢うえると分かってのことか」

　冷酷な狼に睨にらまれていよいよ追いつめられた忠成は、血色が薄い唇を震わせた。

「……許せなかったのです……」

「なに？」

　悠斗が目をすがめると、忠成は、つばでも飛ばしそうな勢いで語りだす。

「内膳司が作った食事は拒きよ否ひするくせに、その女が作った料理はおいしいと食べる貴方あなたが許せなかったのです！　まんまと料理番に収まったその女も憎らしくて、いつか内裏から追い出してやりたいと思っていました。だから、麗景殿で小火を起こして花椒の枝を置きました。せいぜい衛士に疑われて苦しめばいいと思ったのですよ！」

　別人のような剣けん幕まくで桜子を睨んだ忠成は、怒りの矛ほこ先さきを再び悠斗に向けた。

「元はといえば、毒を盛られたくらいで宮中料理を食べなくなった貴方が悪いのですよ。そのせいで、どれだけ内膳司が批難されたかご存じですか。私があいつを殺した時は、貴方まで害が及およばないように、すぐにきく毒を選んでやったのに……！」

　口を滑って出た罪の告白に、桜子は青ざめて悠斗を見る。

「あいつって……まさか」

　悠斗は、小さな声で「死んだ毒見役のことだ」と呟つぶやいた。

「亡くなったのは、お前の上司だったな。毒を盛ったのは、俺を狙ってではなく、上司を殺すためだったのか？」

「そんなことにも気づかなかったのですか。私が昇しよう進しんするためには、あの男が邪じや魔まだったんですよ」

　忠成がおぞましい笑えみを浮かべたので、桜子の背筋は凍った。

　悠斗の考えは正しかった。本当の悪人は、怖い顔で人を威い嚇かくしたりしない。

　いつも笑顔を浮かべていて、心の中に悪意を潜ひそめているものなのだ。

「忠成さん、あなたは間違っているわ──」

　料理を作る人間として大切なことを忘れた彼を、桜子は哀あわれに思った。

「料理は、人を満たして幸せにするもので、有名になりたいとか、昇進したいとか、自分の野望を叶えるために作るものではないのよ。誰かのためを思って作られるからこそ、料理はおいしく進化してきたの」

　料理は、作り手の心を込めることで、真に完成する。

　食事が無感情に嚙んで飲み込むだけのものならば、時間をかけての下ごしらえも、分量や火加減に気を使っての調理も、丁寧な味付けや食欲をそそる香りの加減、盛り付けの美しさにこだわる一手間の何もかもが必要ない。

「我が欲よくのために作られた料理は、どこかで抜かりが出るものだわ。自分のことしか考えられないあなたは、おいしくない料理しか作れずに、いずれ内膳司を去ったでしょう」

「言うに事欠いて、おいしくないとは」

　忠成は、桜子を笑い飛ばした。そして、唐とう突とつに床を蹴ける。

「私を、馬ば鹿かにするな！」

　血走った目で桜子を見み据すえた忠成は、走りながら懐の短刀を抜いた。

　桜子と忠成の距きよ離りはあっという間に詰まり、振り上げられた切っ先がきらりと光る。

「死んでしまえ」

　短刀が桜子めがけて振り下ろされる。

　とっさのことに動けない桜子は、目をつぶって身をかがめた。

（逃にげられない！）

　その時、桜子の頭上で、キンと高い音が鳴った。

　はっとして顔を上げると、悠斗が抜いた太た刀ちで忠成の刃やいばを受け止めていた。

　彼の動きに一いつ拍ぱく遅れて、柄つかじりに結びつけられた瑠璃色の紐ひも緒おがひらめく。

「誰の妃きさきに刃を向けている」

　悠斗は、柄を回して短刀をはね除のけると、忠成の腹を蹴り倒たおして、反った首元に刃は先さきを当てた。首を刎はねようとしているのが、桜子にも分かった。

「悠斗、駄だ目めよ！」

　足に抱きつくと、悠斗は太刀を構えたまま視線を下げた。

「……止めないで、桜子」

「嫌よ。忠成さんが死んで傷つくのは悠斗だわ。毒見役の時のように、あなたは亡くなった人を悼いたみ続ける。だから、やめて」

　涙声で訴えると、悠斗の体から力が抜けた。

　太刀を下ろした彼は、桜子の頭にぽんと触れる。

「君は、俺のことをよく知ってる」

「分かるわよ。好きな味も、料理も。ずっとそばにいたんだから」

　二人が笑い合うのを待っていたかのように、帝が命令を飛ばした。

「内膳司の別当を捕とらえよ」

　孫廂に衛士たちが駆け込んできて、忠成は引っ立てられていった。

　庭の方を見ると、高欄の下に立った帯刀が親指を立てた。こっそりと衛士を集めてくれていたようだ。桜子は、彼に微笑ほほえみかけて姿勢を正す。

　太刀を鞘さやに収めた悠斗は「忠成をどうなさいます」と帝に尋ねた。

「流罪に処す」

　別当の座に納まっていた貴族を、やすやすと処しよ刑けいはできない。

　この都から追い出して、鄙ひなびた田舎いなかに封ふうじてしまうのが、最も重い罰だった。

「二度と都に戻ってこないようにしてください。我が姫が危ない目に遭うと困ります」

「朕も同じ気持ちだ。兄に続いてそなたまで危険にさらされると思うと気が気ではない」

「俺のことを、案じてくださるのですか？」

　悠斗が信じられないと言いたげに瞳を揺らすと、帝は「当たり前だ」と返した。

「朕は、二年もの間、そなたに毒を盛った張本人が手配する料理を口にしていた。父親としてこれほど情けないことはない。そなたが大らかな子だったから、自由に生きられるようにと内裏の外へ出したのに、呼び戻すはめになったことも、すまなかった」

「いえ、それは……」

　返事に窮きゆうする悠斗の姿を、帝は、脇きよう息そくに手を置いてまじまじと見つめた。

「母に似て美しい子ではあったが、男らしい顔立ちになったな。体も、一時は心配するほど瘦やせていたが立派になった。何がそなたを変えたのだ？」

　問いかけられた悠斗は、表情を引きしめて膝を折り、桜子の背に手を当てた。

「俺が健康になれたのは桜子のおかげです。彼女の料理が、俺を支えてくれています」

「そうか。麗景殿の女御」

「は、はい！」

　びくりと背筋を伸ばした桜子へ、帝は、威厳ある顔つきで言い渡す。

「宮中料理に、唐の料理を取り入れることを許可する。そなたには、そのための監督役をやってもらいたい。務めてくれるな？」

　思いも寄らない話に、桜子はあんぐりと口を開けた。悠斗を見ると、彼も驚いた顔で見返してくる。桜子の料理が、宮中料理より優すぐれたものとして認められたのだ。

「──お任せください！　海の向こうから伝わった料理を宮中に伝えて、いずれ都の、この国の料理を、とびっきりおいしいものにしてみせますわ！」

　ぐっと拳こぶしを握った桜子に、左大臣が後ろから呼びかける。

「桜子、そんな重役をろくに考えもせずに引き受けてしまっては、先行きが不安だよ！」

「あら、父様。やってみないと、何が起こるか分からないわ。それに、私には悠斗がいるから大丈夫。彼がいれば、なんだって乗り越こえられる気がするの」

　桜子が振り返って笑うと、左大臣は、ぐったりした様子でお腹なかを押さえた。

「ああ、父様は胃が痛いよ……。東宮様、娘をよろしくお願い申し上げます」

　がばりと頭を下げられて、悠斗は、笑いをかみ殺せないまま返事をした。

「姫が心置きなく役目を果たせるように、心を尽くします。ご安心ください、父上」

「父と呼んでくださるのですか……！」

　初めて義理の息むす子こに慕したわれた左大臣は、いよいよ感激してむせび泣いたのだった。
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「──ここまで熱したら、器うつわに盛り付けます」

　桜さくら子こは、竈かまどから下ろした片かた手て鍋なべを傾かたむけて、底の深い器に料理を盛り付ける。

　白身魚と、大きめに切った茄な子すや人にん参じん、里さと芋いもを、魚のあらから取った出だ汁しで煮に込こみ、輪切りにした柚ゆ子ずを載のせた色鮮あざやかな一品だ。

　桜子は、そこにひょうたん壺つぼから、小こ粒つぶの香こう辛しん料りようを振ふりかけた。

「仕上げに胡こ椒しようをかけて完成です。名付けて『柚子風味の賑にぎやか煮』膳ぜん！」

　器を両手で持ち上げると、工程を見ていた膳司かしわでのつかさの女性の眉み間けんに皺しわが寄った。見慣れない料理への警けい戒かいは手て強ごわかったが、味見すると笑え顔がおへ変わったので、桜子はほっとする。

（気に入ってくれたみたいね）




　帝みかどから唐とうの料理を広める許可を与あたえられた桜子は、まず宮中料理しか見たことがない内ない膳ぜん司しの人々に向けて料理を作り、実際に食べてもらった。

　以前、役人が持ち帰った料理を味見した者以外はおいしいかどうか半信半疑だったが、この試食会によって不安は一いつ掃そうされた。

　それからは、宮中料理の献こん立だてに唐の料理を提案しつつ、自分から各殿でん舎しやを訪問して様々な料理を作ってみせている。時間はかかるし大変だが、唐の料理が安全でおいしいものだと理解してもらうためには必要なことだった。




　宣せん耀よう殿でんの台だい盤ばん所どころを出て廻かい廊ろうを歩いていると、前方に女によう房ぼう行列が見えた。

　行列の真ん中には絢あや子こがいて、人ひと垣がきの間から桜子の姿を見つけると足を止めた。

「……こんにちは」

　桜子が挨あい拶さつすると、先頭にいた上じよう﨟ろうが、鼻持ちならない様子で袖そでを引き寄せた。

「やや。煤すすけた使用人が堂々と歩いていると思ったらば。絢子姫ひめ、麗れい景けい殿でんの女によう御ご殿でございます！」

　行列中でひそひそと陰かげ口ぐちが交かわされたので、桜子はうんざりした。

「台盤所で働く人たちに料理を教えてきた帰りなんだから、この格好は仕方がないの」

　言い返して道を譲ゆずると、女房たちはそれが当然という風に進んでくる。

　口元を扇おうぎで隠かくした絢子は、桜子の真横に差しかかると、わざと歩調を緩ゆるめた。

「……唐の料理で東とう宮ぐう様に取り入ったところで、そなたに勝ち目はないぞえ」

「私だって、あなたには負けないわ」

　桜子は、絢子のように美しくない。和歌も上手に詠よめないし、箏そうだってひどい音でしか奏かなでられない。けれど、そういう情けないところも含ふくめて、自分という人間なのだと認められる強さを身につけた。

「あなたの女房のおかげで、小ぼ火やを起こした真犯人が分かったわ。その節はありがとう」

　麗景殿へ忍しのび込んだことには一いつ切さい触ふれずに笑いかけると、絢子は眉まゆをひそめた。

「ふん。わらわは、そなたが嫌きらいぞ。大嫌いぞ──」

　高こう慢まんに言いきって、絢子は前を向く。

「──だが、そなたの味付けは嫌いではない」

「え？」

　びっくりした桜子を流し見て、絢子は、扇の陰かげで笑った。

「せいぜい料理の腕うでを振るうがいい。その間に、東宮様はわらわがいただく」

　桜子があ然としている間に、一行はさっさと室へ入って行ってしまう。

　廊ろうには、姫らしい華はなやかな香かおりが残っていて、桜子はやけに感動したのだった。




　嬉うれしい気分で台盤所に立つと、自然と料理は彩いろどり豊かになる。

　ほかほかと湯気を立てる飯に、砂糖と酢すと塩で調味した寿す司し酢ずをかけた桜子は、悠はる斗とに団扇うちわで風を送ってもらいながら、昼間に起きたことを話した。

「──と、いうことがあったの！」

　興奮ぎみな報告を聞いた悠斗は、神しん妙みような顔で扇あおいでいた手を止めた。

「桜子が喜ぶのも分かるけれど……。宣耀殿を訪おとずれる時は警戒しろと、典侍ないしのすけに言われていなかった？」

「うっ。で、でも、売られた喧けん嘩かは買わなかったわ。ほら、扇いで、扇いで！」

　桜子が急せかすと、悠斗は、納なつ得とくしきれない顔で、再び手を動かす。

　風で冷ます飯に混ぜ込むのは、甘あま酸ずっぱく味付けた蓮れん根こんと椎しい茸たけ、薄うす切ぎりにした人参に鴨かも肉にくといった具だ。まんべんなく具材を広げて一口大に握にぎり、あるものは錦きん糸し玉子で包み、またあるものは醬しよう油ゆをまぶして胡ご麻まを振りかけた。

　他にも、薄く切った鮭さけで包んで細い蕗ふきを帯のように結んでみたり、瓜うりを葉の形に型抜ぬきして飾かざったり、いくらを数粒つぶ載せて金きん箔ぱくを散らしたり……。

　それらを、大きな皿に円を描えがくように並べていくと、悠斗は目を輝かがやかせた。

「まるで綾あやに織り込まれた梅文様のようだね」

「可愛かわいいでしょう。今日は、さらにこれも使うわ」

　桜子が持ち上げた籠かごには、黄色い小こ菊ぎくや撫子なでしこの花が盛られていた。

　彩り良く花々を散らしたところで、今日の夕食は完成だ。

「名付けて『彩り小花の手まり寿司』膳よ」

　適当な名付けにも、悠斗は朗ほがらかに拍はく手しゆを送ってくれた。




　膳を梨なし壺つぼの高こう欄らん近くに運んだ二人は、庭に向けて並べた。

　桜子は、袿うちきを重ねて着込み、髪かみを櫛くしで整えてもらってから、悠斗の隣となりに座すわった。

「……満開だ」

　ぽつりと聞こえた独り言に誘さそわれて、庭に視線を落とす。

　前庭の桜は今が盛さかりと咲さき誇ほこり、柱と御み簾すによって四角く切り取られた景色は、絢けん爛らん豪ごう華かな屛びよう風ぶ絵のようだった。

　悠斗と桜子は、桜の木の下で出会った。梨壺の、ではない。左大臣家の屋や敷しきの桜だ。

「あなたが『冬毛の君』だったのね」

　桜子が久しぶりにその名を呼ぶと、悠斗はほんの少し拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。

「やっと気づいてくれた。すっかり忘れられてしまったのかと思ったよ」

「忘れたことなんて一時だってなかったわ。あなたが昔より瘦やせてしまっていたから、気づけなかったのよ……」

　そうでなければ、悠斗の料理番をしながら、彼かれの子ども時代である冬毛の君への恋こい心ごころを胸に秘めてはいなかっただろう。

　桜子が後ろめたそうに視線を落としたので、悠斗は眉を下げて笑った。

「気にしなくていいよ。当時の俺おれは太っていたから、気づかれなくても仕方ないとは思っていたんだ。桜子が思い出しても、思い出さなくてもいいと思っていたけれど、これでお礼が言える──」

　悠斗は、在りし日を懐なつかしむように、桜子に手を伸のばした。

「──君が約束を忘れずに努力してくれたから、俺は元気でいられる。こうして笑っていられるのも、全て君のおかげだよ。ありがとう、我わが姫」

　感謝を伝えられて、桜子の胸はじんとした。彼と別れてから再会までの八年間、そして入じゆ内だいしてからこれまでの頑がん張ばりが、一気に報むくわれた気がした。

　桜子は、溢あふれそうになる涙なみだを堪こらえて、悠斗の手に手を重ねる。

「ええ。私、頑張ったわ。一人で料理を作っている間、ずっとあなたを想おもっていたの」

「俺も、吉よし野のの里で君を想っていたよ。内だい裏りに戻もどってからは、この桜の木を見て、君を思い出していた。もう離はなれたくない」

　そう言って、悠斗が桜子の手に載せたのは、真新しい朱しゆ塗ぬりの匙さじだった。

　柄えには、五色の衣ころもを結ばれた鈴すずの蒔まき絵えが、記き憶おくそのままに入れられている。

「これ、前の匙と同じだわ！」

「小火で燃えてしまったものの代わりを用意したんだ。あれは、君が料理を続けられるように御み仏ほとけに願ったけれど、今回も願を掛かけてきたんだよ」

「どんなお願い？」

　問いかけると、悠斗は匙を握る桜子の手を両手で包んで、長いまつげを伏ふせた。

「桜子が、俺のことを好きになってくれますように」

「っ！」

　どきりとした桜子に、悠斗は、柔やわらかくも真しん剣けんな表情で告げる。

「好きだよ、桜子」

　真正面から告白されて、桜子の鼓こ動どうは、一気に高まった。

　体の熱も急きゆう上じよう昇しようして、肌はだがみるみる赤くなるのが、自分でも分かる。

「返事を聞かせてくれる？」

　反応を見れば何を考えているかなんて分かるだろうに、悠斗は、たまに意地悪だ。

　桜子は、破は裂れつしそうな胸を押さえて、すうっと息を吸すい込んだ。

「私も、好き……」

　吸った息は、ほとんど声にならずに抜けた。

　それでも大事な部分をしっかりと聞き届けた悠斗は、わっと喜んで抱だきついてきた。

「桜子、大好き。このまま食べてしまいたい！」

「私を食べないで、料理を食べてよ」

　むうっと頰ほおを膨ふくらますと、悠斗は楽しげに体を離した。
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「それでは、いただきますをしようか」

　両手を合わせた悠斗にならって、桜子も手を合わせる。

　声を揃そろえてから手まり寿司に手を伸ばした二人は、一口食べて顔を見合わせた。

「おいしい！」

　心を通じ合わせた人との食事は、今まで食べたどの料理よりも優やさしく心に沁しみた。

　ざっと吹ふいた春風は、桜の花びらを落として、次の季節へ歩みを進めていく。

　二人を繫つなぐ料理は、太陽が照りつける夏も、木こ枯がらしに足を取られる秋も、雪景色に息をのむ冬も、変わりなく愛情を育はぐくみ、やがて国中へと広まっていった。




　これは、日の本においしい料理が生まれた、遥はるかに遠い時代のこと。

　料理好きな女御と、花喰くう東宮が育んだ、決して冷めない恋のお話。





〈おわり〉
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　はじめまして、もしくはお久しぶりです。来くる栖す千ち依いです。

　この度たびは『花ざかり平安料理絵巻　桜おう花か姫ひめのおいしい身の上』をお手に取ってくださりありがとうございました！

　デビュー作を書き上げて次はどんな作品にしようかと考えた時、真っ先に浮うかんだのが明るくて楽しいラブコメがいいなという思いでした。そこから様々なジャンルの構想を出していき、いくつかに絞しぼってプロットを書いて、最終的に形になったのが本作です。

　舞ぶ台たいは平安時代。唐とうの料理に魅み入いられた姫ひめ君ぎみがなりゆきで入じゆ内だいすることから始まる、おいしい展開が盛りだくさんの宮中恋こい絵巻です。




　平安ものを書くのは初めてだったので猛もう勉べん強きようしました。

　ここぞとばかりに関連書しよ籍せきを購こう入にゆうしたり図書館に通ったりしたのですが、執しつ筆ぴつに最も役立ったのは中学校で使っていた国語便覧でした……。あちらこちらを探し回ったら家にあったという青い鳥ばりの事態に驚おどろきを隠かくせません。捨てずに残しておいてくれた母に感謝しています。

　文ぶん献けんだけでは心こころ許もとなかったので、岩手県にある『えさし藤ふじ原わらの郷さと』へ取材にも行きました。平安時代の建物が復元されていて、平安装しよう束ぞくの着付けや貝合わせなどの遊ゆう戯ぎも体験できるのです。ほとんど資料がない台だい盤ばん所どころもあって助かりました。素す敵てきな施し設せつなのでご興味のある方はぜひ。近くで食べた前まえ沢ざわ牛が美お味いしかったです！




　ちなみに、作中に出てくる料理はすべて作って味見をしています。さすがに竈かまどではなくコンロを使用しましたが、知識さえあれば鍋なべ一つでも凝こった料理が作れると自信を持てたのは大きかったです。

　不思議だったのが、食材をお裾すそ分わけしてもらう機会に何度も恵めぐまれたこと。中でも見事だったのが真ま鯛だい。巨きよ大だいすぎて鍋に入らず、泣く泣く切り身にして調理しました。

　登場する和歌は、本歌取りという手法を用いて詠よみ人びとに合う内容を考えました。一つは古こ今きん和わ歌か集しゆうにある紀友則きのとものりの歌から。もう一つは光源氏ひかるげんじが詠んだ歌から着想を得ています。残りの二首は完全オリジナルです。難しい作業でしたが完成した時の喜びは一ひと入しおでした。

　ここで解説するとネタバレになってしまうので詳くわしくは本文で。もどかしくて麗うるわしい平安文化を感じてもらえたら嬉うれしく思います！




　ここからはお礼を。

　イラストレーターのゆき哉かな先生。雅みやびやかな平安世界を描えがいてくださりありがとうございました！　美び麗れいなイラストに毎日うっとりしております。桜さくら子この可愛かわいらしさもさることながら、悠はる斗との愛あい嬌きようある表情が大好きです。おいしそうなお料理は、深夜に見ると食欲を刺し激げきされて大変なことに！　こうしてご縁えんをいただけて作者は本当に果報者です。

　担当様、いつも丁てい寧ねいなご指導をありがとうございます。お力ちから添ぞえがなければこの作品は書き上げられませんでした。

　より魅み力りよく的てきな平安ものにするべくご意見をくださった編集部の皆みな様さま、校正様やデザイナー様、本作に携たずさわる全ての方々に心よりお礼申し上げます。

　ここまで目を通してくださった貴方あなたにも感謝を。本当にありがとうございます！

　楽しんでいただけたら作者はとても幸せです。またどこかでお会いできますように。





来栖千依
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『愛しい呼び声』







　所用があって麗景殿れいけいでんの廻廊を通っていた悠斗はるとは、名前を呼ばれた気がして足を止めた。

　耳を澄ますと、女性の話し声がかすかに聞こえる。

　足音を忍ばせて声の方へと近づき、閉じていた蔀しとみ戸どに背をつけると、母も屋やの中にいる桜子さくらこの声がはっきりと聞こえた。

「は、は、悠斗様。今日の料理も想いを込めて作ったので、お口に合ったら光栄に浴すわ！　……これでどうかしら、典侍ないしのすけ？」

「それでは敬語の域を出ておりません。『今日の料理も気合いを入れて作ったから、気に入ってくれたら嬉しいわ』と言うべきでございます」

　厳しい口調で正すのは、桜子のお目付役である上じよう﨟ろう女房にようぼうだ。

　どうやら桜子は典侍を相手に立てて、悠斗に敬語抜きで話す練習をしているらしい。

（たしかに俺は桜子に『打ち解けて話したい』と求めたが……）

　まさか練習しているなんて思ってもみなかった。

　桜子は貴族の姫君らしく礼節を弁えているから、東宮相手に軽々しく言葉を発するのに抵抗があるのかもしれない。

「駄目だわ。相手が悠斗様だと思うと気が抜けない……。これなら、おいしい料理を作る方がよほど気楽よ」

　開いた半蔀はじとみからそっと覗くと、桜子は脇息きようそくに寄りかかって嘆息していた。

「悠斗様は『子どものように』とおっしゃっていたけど、どの程度の接し方をお望みなのかしら。せっかく順調に食べる量が増えてきているのに、私の態度で気分を悪くされて食欲がなくなったらどうしよう。またお花とお酒しか召し上がらなくなってしまわないか心配だわ……」

　悠斗は桜子の言葉に驚いた。

　彼女が苦労しているのは、自分が不敬に問われるのではないかと心配してではなく、悠斗を不快にさせたくないかららしい。

（そこまで俺を想ってくれているのか……）

　桜子の思いやりに触れて、悠斗の胸の奥がじわりと温かくなった。

　室の中からは、助言する典侍の声が響いてくる。

「東宮様のご要望に応えるのですから、桜子様がどれだけ砕けた口調でお話しになっても気分を害されることはありますまい。話し言葉を変えるのが難しいのであれば、呼び名から慣れてみてはいかがでしょう。『様』を外して呼ぶ練習をすれば、いずれ緊張がとけて敬語も取れる可能性がございます」

「それはいい考えね。やってみるわ」

　典侍の勧めに従って、桜子は悠斗の名前を気軽に呼ぶ練習に切り替えた。

　しかし、その声は朽ちかけた橋でも渡るように慎重だ。

「悠斗様……ではなくて、は、る、と。うう、様を付けたい」

「我慢なさいませ、桜子様。さ、もう一息」

　桜子は膝のうえで拳を握り、すうっと息を吸って、一段と大きな声を出した。

「は、は────悠斗！」

「ふっ」

　桜子があまりに懸命に呼ぶので、悠斗は吹き出してしまった。

　悠斗の今までの人生で、名前を呼ばれただけで心が動くような人はいなかった。

　これからも桜子をおいて他にはいないだろう。

　たとえ都中から美しい声の持ち主を集めても、彼女の一声には敵わない。

（愛しい人の呼び声は、それだけ尊く心に響く）

　悠斗は蔀戸から背を離して、前庭が見えるように上げられた御み簾すの下に顔を出した。

「桜子、呼んだ？」

「悠斗様っ!?」

　悠斗がいきなり姿を見せたので、桜子は文字通り跳び上がった。

　練習の成果は消え失せて、様付けに戻ってしまっている。

「どうして麗景殿にいらっしゃるのですか？」

「通りがかりに桜子の声が聞こえたから足を向けただけだよ。ずいぶん白熱していたようだけれど、典侍と何を話していたの？」

　近づいて尋ねると、桜子は大いに困った表情で視線を外した。

「ええっと……そう、夕食の献立についてですわ！　悠斗様の食が進むような、よい料理はないかと相談していたのです！」

「そうか。では、夕食を楽しみにしているよ」

　ごまかす桜子に話を合わせながら、悠斗はそっと腕を伸ばした。

　驚いたせいでずれた簪を挿し直しつつ、彼女にだけ聞こえる声量で告げる。

「……大切に呼んでくれてありがとう」

「え……？」

　ぱちぱちと瞬きする桜子に微笑んだ悠斗は、そのまま母屋を後にした。

　夕食までは時間がある。

　その間に、桜子はまた典侍を付き合わせて練習するのだろう。彼女の口から何度も自分の名前が出ると思うと、悠斗の胸は愛しさで満たされる。

　桜子の努力が実を結んだかどうかは……夕食時を彼女と二人きりで迎えた、悠斗のみぞ知る。
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